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「私は……」

　胸が潰つぶれそうだ。

　あの日。あの日以来。

　あの日がどの日だったか、もう忘れてしまったが。

　確かに、あまりに長い時間、自分ではない何かになりきって過ごしてきたせいで、自分というものを見失っていた気がするが。

「私はっ……」

　大切な家族のことを覚えている。学校の仲間たちのことを覚えている。はっきりと覚えている。それを覚えていることだけが、自分が自分であることの証明。

「私は、全すべてをッ……」

　魔ま人じんというワケノワカラヌモノとして生きた四百有余年の全てを懸かけた。

　生きられる全てを懸けようと決めて、その全てを懸けてきた──。







[image: 第一章　城下を臨む]




　　　　[image: ]




「……う、……ぁ」

　目を覚ます。

「お目覚めでございますか、殿でん下か」

　エーデルワイスがいた。

　いつだったか見た、ライトグレーのコート。ベレー帽ぼう。そういう出いで立ちのエーデルワイス。

　マヒロは、ゼムンのオーベルジュでのことを思い出した。殴おう打だか魔法か薬かはわからないが、あそこから記き憶おくがない。

「……あぁ。思い出した。言えば、おとなしくついていったのに……」

　意識の割に舌が重い。体は随ずい分ぶん寝ねていた感じがするが、意識はすっきりと覚かく醒せいしている。見ると、最後にまとっていたはずの帝てい国こく官かん僚りようのそれではなく、病人のような七分丈たけ一枚だった。

「あんたの場合、起きていると口さがない」

　声の方に視線をやるとキラ・アースヴィンスがいた。

「そうか。で、ここは……いや、聞くまでもないか」

　見知っている。自分の実家だ。玉座の間。

　かつてルナスを退け、自分を自分として生き始めた始まりの場所。そうして一度は退けた同じ相手に父が首を落とされたという、ミスマルカ王朝終わりの場所。ひょっとしたら、自分がもうすぐ終わる場所か。

　マヒロは笑った。

「……ふん、いいじゃないか」

　その、今や主あるじなき玉座に、座ったこともない頂点に、何の労もなくいま自分は座っている。

　寝ている間に座らされていたのだ。

　面おも白しろい冗じよう談だんだ。

　その割に手には枷かせ。罪人のような七分丈。

　これも笑えた。

　首輪に繫つながれた鎖くさりの先を、エーデルワイスが握にぎっている。まるで犬のようだ。

「面白い。まあいい。だが当然、姉上の命令ではないんだろう？」

「はい。動きやすいので着ているだけでございます」

　シャルロッテが手足として計画した〝風〟。

　中でも、聖せい魔ま杯はい奪だつ取しゆのために特別に編制された特号は、エーデルワイスが創設時からのリーダーであり、編制から何から全てを彼女が取り仕切ったとシャルロッテから聞いていた。

　それが今また、特号の制服をまとっている。

　あのシャルロッテすらただの権けん威いとして利用していた……ということなのか。

「……徹てつ頭とう徹てつ尾び聖魔杯ってわけか。僕を連れ帰ってきて、見つかったか？」

「未いまだ見つかっておりません。それをお聞きするべく、お目覚めいただいた次し第だいでございます」

「そうか。紋もん章しよう五枚揃そろえて、僕がいてもダメなのか。じゃあやっぱり、管理者として何かが必要なわけだ。儀ぎ式しきか呪じゆ文もんか血か命かは知らないけど」

「そのようでございます」

「まあ僕も蘇よみがえるところを見たことはないからね。父上からも具体的には方法を聞かされていないし、何から試ためす？」

　するとキラが言った。

「王子。残念ながら時間はあります。俺たちにはね」

「……もうちょっといい状じよう況きようなら拷ごう問もんなんてへっちゃらだって言うんだが、実はあんまり好きじゃない。特にエーデルワイスは容よう赦しやしないから怖こわい」

「まあ、俺もあんまり野や蛮ばんなのは好まないんでね。軽口は結構です。スマートに行きましょう」

　さあ何をやる。何を言い出す。

　マヒロは心の余よ裕ゆうを失わぬよう、表情に笑えみを貼はり付けたままキラの次の言葉を待つ。

　いくら時間があると言っても、こいつらは帝国を敵に回した。ミスマルカは帝国領であり、こいつらにしてみれば敵地のど真ん中……。

　そこまで考えて、笑う気も失うせた。

「……君たちは、どうしてそんなに悠ゆう長ちようにしていられる。ミスマルカの衛兵は。この城は中ちゆう原げん領の矢や面おもてだ、帝国軍の騎き士しも相当いたはずだぞ」

　マヒロが焦しよう燥そうを顕あらわした途と端たん、キラがじわりじわりと笑みを深めた。

「やっぱり王子には、あんた自身より他人の方が効くようですね。まあ別にあんたを責めるためってつもりはなくて、結果的にそうなっちまったってだけですがね」

「もったいぶるなよ」

　キラが玉座の間の出口へ向けて指招きする。エーデルワイスに首輪の鎖を引かれ、マヒロは連れ出された。歩くとなんだか、体のあちこちが痛む。

　扉とびらが開け放たれると同時、きな臭くさい匂においが流れ込んできた。物心ついた頃ころから見てきた、見慣れた、そして見み飽あきたような小さな世界。

　ミスマルカの城下が、一面に焼けていた。大方が焼け終えて、くすぶっていた。

「わざとじゃないんですよ、王子。モンスターが溢あふれ返った。必然、こうなります。ですがミスマルカに限ったことじゃありません。現在、各国の人口密集地帯は似たような有様になっています。どこの国も自分の領土を防衛するのに手一杯で、他所よそを救う余裕もないはずです」

「何をした？」

「俺たちは何もやっちゃいませんよ。やったのは魔王です。いえ、各地の紋章の封ふう印いんが解かれ、それによって遺い跡せきが発生させるバリアー……庇ひ護ごや結界と言った方があんたたちには通じますか。まあそういうのがなくなり、紋章も全て揃い、人類に反はん抗こうの芽はなくなった。機が熟した。これ幸いと魔王軍が雪崩なだれ込んできたわけです」

　一いつ旦たん言葉を切ったキラが、微び笑しようのまま振ふり返る。

「誰だれが？　面白いですね。強しいて言うなら、あんたが無む闇やみに紋章の封印を解いたからでしょう、マヒロ王子。そのくせいつまで経たっても肝かん心じんの聖魔杯が蘇らない。蘇らせない。蘇らせようともしない。この状況は、あんたが原因なのでは？」

　面白い。いや、笑うわけにはいかないので、マヒロは感情をぐっとこらえたが。なるほど、精神的に追い詰つめようというわけだ。そういう物語も何度か読んだことがある。

　正しいと思ってやってきたことが、実は全く望まぬ結果をもたらしていた、というトリック的な。オオヤシマから取り寄せた旧文明時代のコミックにも見たことがあった。登場人物はそれによって精神的な苦痛を与あたえられ、心を砕くだかれる。そのまま闇に吞のまれるような場合もあれば、家族や仲間に助けられて立ち直るような場合もある。

　まあその辺りは物語次第だが。

（……）

　そんな悠長なことを考えていられる時点で、やはり自分は勇者や物語の主人公ほど殊しゆ勝しようではないのだろう。

「……悪いのは僕じゃない。攻せめてきた帝国が悪い。そういう時代が悪かったのさ。それに人間を襲おそっているのは、僕じゃなくて魔物だ。で、魔王がいるんだろう？　そんな存在を許す世界が間ま違ちがっている。そんな世界を創つくった神様が悪い。あーもう間違いないね」

「結構です。ではもう少し具体的に話を進めましょう。現状生き延びたミスマルカの民たみは、カイエン宰さい相しようとシュライバン将軍の命でこの城に避ひ難なんしています」

　キラが指差した方角、庭の一角と言わず、大勢の民が寄り集まっていた。兵士は皆みな戦いに出ているのか、大半は女子供や年寄りといった非力な者ばかりだ。

　徹底している。

「王子が聖魔杯の在処ありかを教える、あるいはそれを蘇らせさえすれば俺は危害を加えません」

「僕がそうしなかったら」

「実は第一波で避難できなかった半数近くがすでに城下で喰くわれています。いま生きているもう半数もそうなります。その次はその半分」

　なるほど、具体的だ。

「……わかった。蘇らせてやる。紋章を寄こせ。全て焼き払はらってやる」

「聖魔杯の場所。起動方法をこちらに全て明かし、王子以外の者では決して起動できないと確かく認にんできてからです。それからが王子の出番です」

　庭から甲かん高だかい悲鳴が上がる。見ると、そこに魔物が発生していた。立ち向かえる兵士も騎士もいない。今から呼んでも間に合わない。男手にしても絶対数が足りていない。

　キラが嗤わらう。

「さあ王子。半分死にます」

「っ……、何が望みだ！　もう魔王軍の勝ちは確定したような言い方をしておいて、今さら聖魔杯で何をする必要がある!?」

「第一に、人類の反はん撃げきの芽を摘つむ意味で。第二に、それを使って人類を滅ほろぼす意味で。第三に、結果としてこのラクな世界を終わらせる意味で……まあ、そうそう都合良く俺の思い通りに奇き跡せきを起こしてくれるとは思っちゃいませんがね」

「全部同じ意味だ」

「そう、とりあえずは、あんたたちに使わせたくないってことです。本当に伝説通りの万ばん能のうの器うつわであれば、あんたがそれを使って反撃に転じる可能性もあるわけでしょう。何もしなければこのままです」

「甘言だ。この状況でどう手にしたところで、僕が願いを叶かなえる以前にお前たちに奪うばわれて終わるだけだ。反撃どころじゃない。なんと言われようと僕は……」

「断言しますよ。仮に今までのあんたが間違っていなかったとしても、あの一角にいる民は、今のあんたの判断で死にます。これは間違いなく、あんたが殺す分です」

「っ……」

　素す晴ばらしい。最高だ。

　今まで相対した中では、この男の交こう渉しようがベストだ。

　つまり、情けも容赦もない。

　方々で赤い舌が揺ゆらめくように焼ける城下。変わり果てた街。見慣れた……地平線。

「………わかった。言う。場所は地下だ。すでに帝国も何度も調べているが、見付けられていない場所がある。やるだけやってみる。だからあれをやめさせろ」

「助けてやれ」

　キラが言うと、まるで気付かなかったが、柱の陰かげにいた麒き麟りんが指笛を吹ふいた。途端、風ふう牙が衆の一党が庭に舞まい降り、民を守って戦い始める。さすがに、並の魔物であればてこずらない。

　見慣れた地平線。丘きゆう陵りようの稜りよう線せん。

「キラ」

　そう呟つぶやいて遠くを見るエーデルワイスの視線を追って、キラ本人も気付いたようだった。

「帝国軍……あれはルナス嬢じようの旗か。なるほど、愛いとしの三番姫きが来るまでであれば時間を稼かせげると踏ふみましたか、王子」

「いちいち嫌いやな奴やつだな君は。無む辜この民を救うためだ」

　半ば冗談、半ば強がりで言ったのだが、意外にもキラはそこで初めて、軽けい蔑べつするように目を細めた。

「起きたばかりの頭に生まれ故郷のこの惨さん状じようを突つき付けられて、まだ計算でものを言えるあんたの方がよっぽど恐おそろしいですよ。俺はね」

「……」

　言われて、あまりにも言い返す言葉がなく。

　マヒロは鼻で笑った。
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　遠方彼方かなた。初めてミスマルカに訪おとずれたときと同じ位置で、ルナスは双そう眼がん鏡きようを下ろした。

「マヒロの馬ば鹿かめ。私の許可もなく実家に帰るとは何事だ」

「さすがに心配？」

　傍かたわらで言ったのは、片手で胡桃くるみパンにかぶりつくパリエル。

「私の手から何度となく逃のがれた蛇へびだ。この程度でどうかなる男ではない。お前こそ、何年かはここで暮らしていたのだろう」

「それが？」

「あれは魔物の侵しん入にゆうを許したのではない。防護門を閉とざした中に魔物が発生しているのだ。街はもう壊かい滅めつ状態だろう。行ってまともに戦えるのか？」

「もう捨てた」

「何をだ？」

「思い出全部」

「……」

　閉口したルナスに、パリエルは指を突き付けた。

「全部帝国のせいだ。だから私が心を痛めるようなことは何もない」

　ゼムンで、キラとエーデルワイスに紋章ごとマヒロをさらわれて二日が経った。今では大陸東半の、ほぼ全すべての都市部がこのような籠ろう城じよう状態に陥おちいっていた。

　そして、そんな人類への反乱に対して即そく応おうした軍が二つ。一つは帝国三番姫、光こう輝きの剣けんルナス・ヴィクトーラ・マジスティアとその親衛隊。ヴェロニカ領で遊んでいたのを、話を聞くなりそのまま強行軍でミスマルカまで足を伸のばしてきた。約二百騎。

　もう一つが、現状護まもるべき国土を持たぬエルクレセル呉ご虎こ騎き士し団だん……なのだが、まだゲンツ以下の本隊は追い付いていない。軍量の少ないヴェロニカを守るため、リーゼル率いる解放軍ともどもそちらの防衛に就つかせている。なのでここにいるのは、あの会談時にゼムンにいたレイナーとクーデリカ以下、最低限のお付きの十名ばかりだ。

　そしてどちらもこの二日は、ほぼ夜通しの強行軍であったため万全のコンディションではない。それでも最もマヒロの身近にいた二人だからこそ、無理を押してここに至ったとも言える。

「さてどうするの？」

　パンを食べ終わったパリエルは、ぽんぽんと手を払う。ルナスはミスマルカ城を、剣で真っ直すぐ示して言った。

「攻める。キラの首を落とす」

「まーそうよね。行ってみなきゃ中の状じよう況きようもわからないし。ちなみに報ほう酬しゆうとか出る？」

「出たらどうする？」

「協力してあげる」

　二人の姫はつい先日まで干かん戈かを交えた敵同士であるが、一度は決着を付けただけあって妙みようにさばさばした空気があった。

　さすがに、人間同士で争っている状況ではない。別に手を取り合う必要はないが、力が余っているなら人間より魔物に向けるべきだ。

　そして上がそのような態度なので、下ももうとやかく言わなくなった。人間同士の殺し合いなら、平和なときにいつでもできる。

「人殺しを生業なりわいにしている傭よう兵へい風ふ情ぜいに金を出すほど、我が軍は落ちぶれてはいない」

「てめー背中に気を付けろよ！　月のない夜もな！　コノリート河にフタはできねーぞッ！」

　ベタな脅おどし文句を並べていると、レイナーとクーデリカに左右から腕うでを摑つかまれて引き戻もどされた。

　それを見たルナス姫宣のたまわく。

「……今のはどういう意味だ？」

「下々が使う慣用表現です。ルナ様がお耳を汚よごす必要はありません」

　メイドのライリスがぺこりと頭を下げた。

「なぁにが下々だ私だってエルクレセルの……！」

「きっとお山の方言ですよー。くすくす」

　メイドのフランソワがくすくす笑った。

「だっ……誰だれが田舎者だお高く止まってんじゃねーぞてめーらそのスカートめくって茶ちや巾きんずしに……！」

「もう、恥はずかしいから勘かん弁べんしてくださいパリエル様ッ……！」

　クーデリカがパリエルの口を塞ふさいで引き離はなした。

「よくわかりました。パリエル様は王族としての自覚が足りません。風格が足りません。品格がありません。悔くやしいですが圧あつ倒とう的にオーラとかが違ちがいすぎます」

「王族は嘗なめられたら終わりなんだよ！」

「その考え方がすでにチンピラじゃないですか。ほら、兄さんからも何か言ってやってください」

　キッとレイナーを見た。

「姫。今回はクーデリカが正」

「お前は自分の主がチンピラだと申すのか」

「俺が言いたいのはそういう意味ではなく」

　エルクレセル勢が主君のせいでどたばたしていると、ルナスの下に黒騎士の一人が参じた。

「本国の皇こう帝てい陛下より伝信、その場で待機するようにとのご命令です。現在、ライン要よう塞さいで編成したユリカ様麾き下か部隊がこちらへ向かっているとのことです」

「合流まで待てか……ユリカ姉が来てくれるなら心強いが、しかし……」

　戦力の逐ちく次じ投入は愚ぐ策さく。小出しにちびちび攻こう撃げきするより、あるだけの軍で一気に襲おそいかかる方が上策と、一いつ般ぱんに言われている。が、それはそのような状態で戦せん闘とう開始できるよう、よくよく準備を進めよという話である。

　別な黒騎士が伝信用の機材を背負って参じた。

「殿でん下か、シャルロッテ様よりご連れん絡らくです」

　姉に戦いくさのことで指図されるのは好きではないのだが、それで困っていても仕方ないので、ルナスは伝信係より差し出された受話器を取った。

「はい、姉上」

《状況は聞きました。待てそうですか？》

「私はヒマなので早く突とつ撃げきしたいのですが……それとも、ミスマルカがいつまで保もつか、という話ですか？」

《そうですね……そう……うーん……》

「姉上？」

　話の途と中ちゆうで口くち籠ごもるのは、頭の回転が速い上の姉にしては珍めずらしいことだった。

《正直、よくわかりません》

「は？」

《最悪は、キラが聖せい魔ま杯はいを蘇よみがえらせ、その主となってしまうことです。あの男は恐らく、本気で人類か、この世界の、どちらかを滅ほろぼすつもりです》

「つまり、それさえ防げばいいのでしょう」

《ええ。ですが正直なところ、私は……聖魔杯は蘇らない気がしています》

「……なぜです？　向こうはもう、紋もん章しようを全て揃そろえ、管理者の血を引くマヒロまでも手中に収めているのですよ。あとはどう口を割らせるかという段階で……」

《その状態になってから、もう二日が経過しているのでしょう》

　あ、とルナスは思った。

　キラがそのつもりで、すでに聖魔杯が蘇ったなら、もう何らかのアクションがあってしかるべきだろう。だが何もないから、まだ聖魔杯は蘇っていないと考えられる。その限りにおいて、管理者であるマヒロも無事であると推察できる。それが現在の希望だ。

「つまり、まだ何かが足りていない……ということですか？」

《あー、うん……、そういうことでも……》

　シャルロッテの言葉半ばに、ルナスはパリエルを向く。

「おい、エルクレセルの」

「なんだ、帝てい国こくの三番目」

「お前はしばらくあの城に勤めていたのだろう。紋章や管理者の他ほかに、聖魔杯を蘇らせるための条件を聞いたことはないか？　どんな些さ細さいなものでも構わん」

「知らないわよそんなの。紋章が唯ゆい一いつそうだっていうから、それを探してずっと他の国を旅していたようなものだし……」

　となると、マヒロがまだ帝国にも明かしていない何かを、管理者として未いまだに隠かくし通している。もしくは、マヒロにさえ伝えられていない何らかの条件がある。

　魔法。アイテム。儀ぎ式しき……。

《つまりね……もし、マヒロ王子がそういった最後の条件を隠し通しているのであれば》

「なんです？」

《あの子はきっと、それを隠したまま死にます。二日も守った秘密なら、今日、明日も守るでしょう》

　あの蛇が命を顧かえりみなかったことは過去に数知れず。

「……だから姉上は、聖魔杯は蘇らないと？　ですがそれは……」

　伝信器から漏もれた声を聞いて、パリエルは言った。

「それは間ま違ちがってる。それじゃあんまりにも、王子に何もかもを負わせすぎだ」

《パリスティエル姫ひめですか？　ええ、もちろんです。なのでお父様は意固地になって反対していますけど、お母様たちはその反対を言っていますし……ルナス、私が許可します》

　ルナスは口の端はしを持ち上げた。

「命令ではなく、ですか？」

《わかりました。命令します。可か及きゆう的てき速すみやかにマヒロ王子を救出しなさい》

「了りよう解かいしました。それより姉上たちは……帝都は無事なのですか？」

《全く問題ないわ。大陸一の大都会よ。どれだけの軍とハンターと冒ぼう険けん者がいると思ってるの？　心配しないで、あなたはマヒロ王子を助けることに集中しなさい》

「それはそうですね。了解しました」

《それからパリスティエル姫、聞こえますか？》

　シャルロッテの言葉に、受話器を向けられたパリエルが瞬まばたきする。

「……なに？」

《マヒロ王子のため、レイナーと共に妹を助けてあげてください》

「それが国を滅ぼした上に金貨九十枚を踏ふみ倒たおした相手に言う言葉か」

《金貨のことは知りませんが、望むのであれば報酬もお支し払はらいしましょう》

「おま……。まだしらを切るか……」

《何のお話ですか？》

「ふん、まあいいよ。言われるまでもない。王子は私が助ける。中原領の政務官だっけ？　人ひと質じちとしてはまずまずいいカネになりそうだからね」

《よろしくお願いします》

　そんなうやむやのうちに伝信は終わった。

「おい三番目。忠告してやるけどな、お前んとこの上の姉上、あれ絶対ロクでもないぞ」

「生憎あいにくと幼い頃ころからとてもよく知っている。騙だまされたのか？　それはご愁しゆう傷しよう様さま。まあ社交界ではよくある話だ、気を落とすなよ田舎いなか娘むすめ」

「きぃいいいいい!!」
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「さーてと」

　受話器を置いたシャルロッテは席を立ち、背後の大窓を振ふり返る。

　父が大陸に覇はを唱え、遷せん都としてより時々刻々とその育ち行く様を見守ってきた帝都が……今、燃えている。

　帝都の騎士団は精強だ。だが魔物も強い。

　大陸の方々と連絡を取り合ったところ、都市部、人口密集地帯ほどそれに比例してランクの高い魔物が大量に発生しているようだった。

　つまりこの帝都や、北の共和国首都、西域からの防ぼう波は堤ていとなる教団領中央はまさにそれだ。何しろドラゴンが混ざっている。あれは強い。四階建てや五階建ての街並より高く伸のび上がった首が火を点つける。ブレスはモルタル程度は容易に溶とかす。鱗うろこの一枚一枚が重戦車の装そう甲こう板以上に厚く、浸しん炭たん鋼板より硬かたく、ミスリル銀のように魔導性の皮ひ膜まくを帯びる。

　あそこまで強いと数以上に、とかく腕のある者が向かわなければ話にならぬ。それらが名のある武器を振ふるってようやく互ご角かく。それが数百と飛来する。加えて中小の並の魔物はその数千倍からが押し寄せる。帝都のみならず主立った都市は全すべてそのように包囲され、相互の往来は断たたれている。伝信器のおかげで声だけは通るが、どの国のどの町もどこからの助けも見込めぬ。今あるだけでどうにかせねばならぬ。

　この二日で帝都に常じよう駐ちゆうする騎士団の一割が失われた。負傷者はその三倍だ。腕に覚えのある者であれば民間人、冒険者からごろつきにまで声をかけてはあるが、魔物の群量がこのまま衰おとろえなければ、一週間はまあ保つまい。ならばこの二、三日で趨すう勢せいは決する。

　帝都が燃える。立ち昇のぼる黒こく煙えんで空は一面暗く、太陽がその輪りん郭かくをはっきりと現わしている。燃え盛さかる街並だけが昼なお明るい。おかしな話だ。

「……キラめ。ただでは殺さないわよ……」

「シャルロッテ様」

　メイドのフォルゴーレが懲こりずにまた来た。

「皇帝陛下が避ひ難なんの支度したくをなさるようにと」

　シャルロッテは首を傾かしげた。

「何度言われたところで、どこに行っても同じです」

「ですが……私もいよいよ、梃子てこでも動かせと命じられましたのです」

　シャルロッテは反対側に首を傾げた。

「でもねぇ。私は妹たちと違って、何の力もないのよ。戦えません。けど、皆みなが守ってくれます。そうなるように帝国軍令本部長として、我が軍を育ててきたつもりです。なので逃にげる必要など感じられません」

　振り返って、もう醒さめたティーカップを手に取った。

「彼らは守り切るわよ。そのために今死んでいるのだから」

「……はい」

　フォルゴーレは目を伏ふせると、それ以上は食い下がらなかった。

　主立った将軍たちは皆出で払はらった。

　総指揮は父が議場から直接執とっている。シャルロッテもキラ云うん々ぬんの一件で受けた謹きん慎しんはすでに解かれているが、ここまで戦術レベルの話になるともう軍令本部長の出る幕ではなかった。だからこの執しつ務む室でじっと待つ。

　リィン、と伝信器のベルが鳴った。

「はい」

《初めまして。番号は合っていますかな、プリンセス・シャルロッテ》

　来た。やった。よくやった、風の〇、一、二。

　会ったことはないが、おおよそ想像した通りの声だ。いや、大統領として在任中に、ラジオか何かで聞いたことでもあっただろうか。

「初めまして、アンディ・Ｊ・イエスマン共和国副大統領。そちらのご様子はいかがですか？」

《いやはや、聞こえると思いますが、レディと会話するにはいささか賑にぎやかなお祭りの最中でしてね》

　いいジョークだ。

　彼ほどの役職の者がこの会談を受けたのだ、防音の効いた大統領官かん邸ていかそれに類するような首都の中ちゆう枢すう部だろうに。この伝信越ごしにも、共和国の誇ほこる戦車軍団の砲ほう声せいと、主兵装であるマシンガンや、大口径ライフルの銃じゆう声せいが聞こえている。だとすれば状じよう況きようは、こちらとさほど変わらないか、より悪いか。

「では手短に用件だけでもお伝えしたいのですが、よろしいでしょうか」

《一時休戦の申し出、ということでよろしいですかな。プリンセス》

　どちらがそれを言い出したかは、平時であれば重要な案件である。だが今は非常時だ。

「はい。願わくばそれが永続的な協定とならんことを」

《……これはあなた方が始めた戦争ですよ。負けを認めるのですか？》

「いいえ。我が国は勝利します。その目的と対象は、グランマーセナル帝国建国当初より変わってはおりません」

　シャルロッテの目の前で天てん井じようが落ちた。

　何事かと思ったが、宮きゆう殿でんの屋根を突つき破り壁かべを崩くずし、ドラゴンの首が落ちてきたのだ。牙きばの一本がシャルロッテ自身ほども大きい。遅おくれて庭園に胴どう体たいが落ち、大質量は爆ばく弾だんのように濛もう々もうたる粉ふん塵じんを巻き上げ大地を揺ゆるがす。

[image: ]

「我が国は、全人類を以もつて魔ま王おう軍に勝利します。そのためだけに戦ってきました。今までも。今も。そしてこれからもです」

《いま……、何やらすごい音がしましたが、大だい丈じよう夫ぶですか？》

「少し風通しを良くしただけです」

　横にいるフォルゴーレが無言で、上空の魔法戦隊に向かって拳こぶしを振り上げていた。「怒おこりますよ」のサインだ。

《では……正式な書類は後日に調ととのえるとして、一時休戦、相そう互ご不ふ可か侵しんということでよろしいのですね》

「はい。すでに我が全軍に敵は魔物に限ることを通達しています」

《わかりました。こちらの議会でもすでにその方向で結論は出ていますので、すぐに大統領に伝えます》

　そして銃砲の音に混じり、イエスマンが側近に何やら伝える声がする。

　ひとまずはこれで良い。

《……これでこちらの全軍にも、すぐに伝わるはずです。とはいえ国防長官の見立てでは、どこかの軍と連れん携けいできるような余よ裕ゆうはないだろうとのことです》

「連携できずとも、もし中原近きん隣りんに余よ剰じようの兵があるならば、ミスマルカへ向かわせては頂けませんか」

《聖せい魔ま杯はい、ですか？》

「マヒロ王子です」

《……ほう》

　意外そうに口を閉とざした向こうへ続ける。

「聖魔杯を誰だれが手にするにせよ、また蘇よみがえらなかったとしても。今回の大攻勢で人類が受けた被ひ害がいはすでに甚じん大だいです。そして魔王軍のこの攻こう勢せいをいま切り抜ぬけたとしても、今回限りという保証はどこにもありません。いま目の前に広がるこの光景が、今後の日常とならぬ保証すらどこにもありません。ならば最低限、人類同士の緊きん密みつな連携は必要になります」

《……そのために、帝てい国こくはミスマルカへ軍を割さくのですか？　南部にはまだ余裕が？》

「もちろん。帝都に限れば、あと二日は保もつでしょう」

《プリンセス。それは余裕とは言わない。こちらより悪い》

「マヒロ王子は、いま死ぬかもしれません」

　イエスマンが深く嘆たん息そくする声が聞こえた。砲声は派手だ。どちらの状況がより悪いという論議は、ドングリの背比べや五十歩百歩の類たぐいであろう。

《あなたの思考は、我が国の国防長官によく似ているのかもしれませんね》

「先読みの魔ま女じよ殿どのはなんと？」

《もし彼を失えば、この状況を切り抜けたところで、復興は十年単位で遅れると言っています。その十年の間に今回のような事態が再発すれば、人類は絶ぜつ滅めつする。コノリート河流域の余剰部隊を、ミスマルカへ南下させよという主張を曲げません》

「我が国はライン要よう塞さいの駐ちゆう留りゆう部隊を再編成し、すでに北上させています」

　秘ひ匿とく作戦ではない。大手を振ふって向かえと命じている。だからこの情報は共和国側でもすぐに裏は取れるはずだ。

　となれば不可侵の約束はどうあれ、一応はそれに見合った軍を配するのが定石というものだ。ライン要塞の部隊がミスマルカを素す通どおりして北上する可能性も、全くないとは言いきれぬのだから。

　要は建前があれば良い。

《ＯＫ、プリンセス。それならばこちらの議会も納なつ得とくするはずです》

「よしなに」

　目の前にはドラゴンの首。血の臭におい。

　生気を失った宝玉のような目玉を見み詰つめて、シャルロッテは薄うすく微笑ほほえんだ。

　お前たちに心というものがあるのなら、我々のしぶとさに震ふるえ上がらせてやるものを、と。
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　その上空。

　長は谷せ部べ沙さ耶や香かを箒ほうきの後ろに乗せた天魔人、キャスティア・フルバレットは顔色を失っていた。

「ＷＴＦ………死ぬ……、かと思った……！」

　眼下には、屋根の一部が崩れたロッテンハイム宮。

「とと、とっ……とにかく、ご無事で、何よりだった……」

　得物を手にしたまま同じ顔をした沙耶香が、冷や汗あせを拭ぬぐって払はらう。

　防衛ラインで押さえきれなかった強大なドラゴンが、このロッテンハイム宮間ま際ぎわまで飛来した。キャスティは咄とつ嗟さに沙耶香を拾ってその高度まで上がり、間かん一いつ髪ぱつ、侵入を未然に防いだと思われたが……速度が乗っていたせいで慣性のまま、首が宮殿の屋根に落下した。胴体も敷しき地ち内に落ちた。

　侍じ従じゆう長のフォルゴーレが拳を上げるポーズで抗こう議ぎしている。そのゲンコツがどこに落ちるかは疑うまでもないが、『首のところに手刀』でないだけマシである。

「……しかし……、キリがない……！」

　沙耶香は最前までいた帝てい都と外周部を振り仰あおいで歯は嚙がみした。

　ゼムンよりユリカと共にライン要塞へ向かい、そこからユリカと分かれてワイバーン隊の翼つばさを借り、帝都に戻もどってきた。ところが主あるじであるルナスはヴェロニカの方から戻っておらず、その場の親衛隊だけ連れてミスマルカへ向かったという。

　帝都の様子が落ち着いてから参じよと命ぜられていた……が。

「これではいつまで経たっても、ルナス様の下へ向かえないではないか……！」

　戦域は一方向だけではない。東西南北、こうして空から見ればよくわかるが帝都一円が十と重え二十はた重え以上の魔ま物ものの波に覆おおい尽つくされている。外周を防衛する部隊はキャスティの師でもある氷将アークセラが率いているが、場所によっては地将クリストファーが指揮を執る上層区域にまで魔物の被害が及および始めている。

「ルナス様もユリカ様も強いから問題ないって。今のアタシらはどう考えてもシャルロッテ様を守らないと」

「……だが正直、シャルロッテ様をお守りするのは胃が痛い」

　ルナスは強い。いつでも鎧よろいをフルに着込んでいる。だから一いつ緒しよのときは安心して暴れられる。だがシャルロッテは……先ほど垣かい間ま見みたが、やはりドレス姿だ。

「あのご衣装に埃ほこりでも付いたらどうしようかと思う。お顔に傷でも付けたらと思うと……」

　そんなところにドラゴンの首を落とした。

　心臓が止まるかと思った。心臓が止まると人は死ぬのだ。それでキャスティは死ぬかと思ったのだろう。自分もそうだ。

「気持ちはわかるけどサヤカ、見たかい、シャルロッテ様の様子を」

「……見たが、何がだ」

　飛行型の魔物とすれ違ちがい様ざま、沙耶香は薙刀なぎなたを振ふるいそれを斬きり飛ばした。

　愛用の小型のマシンガン片手に振り返ったキャスティが、歯を見せて笑う。

「あれだけのものが目の前に落ちてきたのに、顔色一つ変えていなかったじゃないか」

　今いま頃ごろになって、沙耶香は目を丸めた。

「う……た……確かにそうだった……。あまりに……あまりにもいつも通りで、逆に気付かなかった……」

「ああもう、痺しびれたね。ゾクゾクする。あー、この人のために死ぬんだって、アタシは思ったよ。ていうか、なんでまだあんなところにいるのさ！」

　キャスティはマシンガンの弾だん丸がんをばら撒まきながら、飛行型の魔物の群れに突つっ込んでいく。合流した彼女の部下たち、魔法戦隊がその後ろから魔法を投射し、傷口を広げるように群れを駆く逐ちくしていく。

　インカム型の伝信器に、地上の騎き士し団からの声が入る。

《おい魔女、本当か!?　シャルロッテ様はまだロッテンハイム宮から避ひ難なんされていないのか!?》

《なんだと！　一番押し込まれている場所からはもう四キロ……いや、三キロもないかもしれんぞ！》

《こっちはアホな貴族や金持ちがどこかへ逃にげるって言って聞かねえのを、必死で押さえてるってのに……！》

「はっ、そんな連中どさくさに紛まぎれて殺しちまえばいいじゃないか！　モンスターが証しよう拠こも残さず平らげてくれるさ！　喰くってる間は何秒かでも足も止まるはずだ！」

「お、おいキャスティ、いくらなんでも……！」

《キャスティアさん、こんなときに冗じよう談だんを言うのはお止やめなさい！　現場が混乱するだけです！》

　キャスティの師し匠しよう、氷将のアークセラから苦言が入る。地上は火と煙けむりで旗印もよく見えない箇か所しよがある。外周に近いほどその様相は濃こい。

「冗談？　冗談じゃないよ、アタシはお師匠みたいに利口じゃないからね！　そんな連中のために死ぬくらいなら姫ひめ様のために死ぬ！　いいかよく聞け野や郎ろうども、軍令本部長のシャルロッテ様は目の前にドラゴンの首が落ちてきてもティーカップを手放さなかったぞ！　お前らはどうだ！　仲間の首が落ちたくらいで武器を捨てて逃げるのか!?」

《冗談じゃねえ！　ふざけんな魔女！　だから必死こいて踏ふん張ってるだろうが！》

《ははは！　どうせ空を飛べない俺らに逃げ場はありませんよ、魔女将軍！》

《ああ、やってやるやってやる！　死ぬまではな！　だが死んでからはどうだかわからんぞ！》

「それでいいのさ！　ファッキン愛してるぜ戦友たち！　これが終わったらウチの連中と合コンさせてやるよ！　生き残ったもん勝ちだ！」

　伝信を通して冗談とも本気とも付かない奇き声せいと歓かん声せいが聞こえてくる。

　弾たま切れになったマシンガンを捨て、キャスティが手の平を掲かかげた。放った稲いな光びかりが空を覆う魔物の群れに編み目のごとく伝でん播ぱし、焼き焦こがす。それでも落ちなかった魔物に部下たちがとどめを刺さしに行くが……最初の頃より、明らかにその勢いも衰おとろえ始めていた。

「……キャスティア隊長ー、全隊で二十人いなくなりましたー！　五人、行方ゆくえ不明ですー……！」

「お腹なか空すきましたー！」

「疲つかれましたー！」

「コンパしたいですー！」

　肝きもの太い魔女たちの声を背に、沙耶香も相手と距きよ離りに応じて長弓を使い、また薙刀に持ち直し、ときに建物の屋根に降りて一いつ閃せんを振り、またキャスティの後ろに飛び乗る。

「キャスティ、無茶をするな！　このままではお前たちも消しよう耗もうしきってしまうぞ！」

「まだ行けるさ、それにアタシらが上を押さえておかないと下がもたないだろ……！」

《キャスティさん、ハセベ将軍の言う通りです！　今またワイバーン隊の皆みなさんが戻ってきましたから、魔法戦隊は一度下がって休みなさい！　どちらかにでも壊かい滅めつされたら、いよいよ後がなくなります！　これはシャルロッテ様から前線指揮を任された私の命令です、いいですね！》

「ちっ……お師匠め、ひとの趣しゆ味みをわかったような言い方しやがって……！　悪いねサヤカ、そういうことだからアタシらは一いつ旦たんメシを食いに戻るよ！」

「ああ、ゆっくり休めよ！」

「お前こそヴェロニカで怪け我がしたばかりの病やみ上がりなんだ、無理するんじゃないぞ……！」

　そんなキャスティの声を背に受けながら、沙耶香は一等デカブツのドラゴンがいる区画目め掛がけて、宙を舞まった。全長四十メートル級、地上部隊目がけて炎ほのおを吐はこうと煌こう々こうと光を湛たたえた顎あごに、空中から矢を放つ。

（ッ……！）

　なるほど、言われた先から胸むな元もとに痛みが走る。短刀を食らった箇所。微び細さいな照準のブレが矢の軌き道どうを大きくずらし、石柱のような牙きばに弾はじかれる。

　だが意識はこちらに向いた。

「そうだ、貴様の相手はここにいるぞ！」

　四階建ての屋根に降りると同時、弓を薙刀に持ち替かえた沙耶香は布ふ陣じんする弓兵や魔法兵の間かん隙げきを縫ぬい、その最前線に立ちはだかった。

「帝国三剣けんが一人、長谷部沙耶香推参!!　いざ、その首落とし仕つかまつらん!!」

　爆ばく音おんと共にドラゴンが真っ赤な炎の渦うずを噴ふき出す。

「炎えん獄ごく!!　斬り裂さけッ!!」

　真っ青な炎をまとった刀身で、怒ど濤とうのごときブレスを断たつ。だが相そう殺さいしきれず、防ぎきることもできず、余波で左右の家並みが爆散する。狙ねらった獲え物ものを殺しきれなかったと悟さとると、ドラゴンは今一度大きく大気を取り込んだ。

「嘗なめるなあッ[image: !!!]」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に跳とび、見せた喉のど笛ぶえ目がけて一閃。血ち飛沫しぶきと共に大火炎を真っ黒く煙けぶる天に目がけて噴き上げながら沈しずみ始める。

「今日だけで九匹ひき……昨日と合わせてもう四十匹か……！」

　防衛部隊の歓声を背後から浴びながらドラゴンの腹を蹴けったとき、不意の衝しよう撃げきに襲おそわれた。気付いた時には、沙耶香は石いし畳だたみの上に転がっていた。

　気絶していたのは、ほんの数秒だろう。

　倒たおしたと思ったドラゴンが先に鎌かま首くびをもたげていた。沙耶香はその巨きよ大だいな手の平……前足に張り落とされたのだ。

　喉笛は斬ったが、まだ浅かった。頸けい椎ついまで断ち斬れていなかった。

　ドラゴンの腕うでが、天高く振ふり上げられていた。質量は数トンは下るまい。

　眼まなこはこちらをなんの感情もなく捉とらえている。

「……」

　悔くやしさも恐おそろしさもなく、ただそうあろうとして冷静に薙刀を構え直した時には。

「ハァッ!!」

　気合いと共に飛んできた弾丸のような黒い影かげが、落下してきたドラゴンの腕を飛ばした。そして影は真っ直すぐ落ち、ドラゴンの眉み間けんを割って竜りゆう骨こつの奥深くまで刃やいばを貫つらぬき通す。完全な止とどめであった。

　上から下まで黒尽ずくめをした、覆ふく面めんの男。

　自分と同じように方々でドラゴンを殺して回っているのか、すでに腕周りなど黒装束も鎖くさり帷子かたびらも破れ、傷だらけ、火傷やけどだらけであったが、その直刀を振う筋骨や、覆面から覗のぞく眼まな差ざしに揺ゆるぎはない。

「無事か」

「あ……ああ」

　オオヤシマの忍にん者じや村にいて、あのレイナーと互ご角かくの戦いを演じた貴たか月つきなる忍しのび。滅めつ多たに人前に姿を現さず、沙耶香も彼がシャルロッテの直属になっているとは最近まで知らなかったのだが。

「面めん目ぼくない……助かった」

　だいぶ意識がはっきりした。

　ドラゴンの巨きよ軀くの向こうから、中小の魔物が流れ込んできたのをあしらいながら沙耶香は問う。

「シャルロッテ様のお側そばにいなくて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「俺は頭領の命に従うのみ」

「そういえば園長というか、今は座長というか……彼女は」

　貴月が視線を向けた先から、メイド姿の彼女がやってきた。

「貴月はさすが速いですねぇ、追いつくのが大変です」

　葉は多た恵えが大通りを左右に横断すると、そこにいつの間にか無数の糸が張られていた。やってきた細かな魔ま物ものはそこで糸を断ち切れず、足止めされる。街路や屋上の部隊がそこに、魔法や魔導被ひ膜まく付きの矢を射かける。

　今の魔物の勢いでは、いずれまたドラゴンが来て焼き払はらわれるか、糸を支える建物の方が先に崩くずれてしまうだろうが、それまでは妨ぼう害がいになる。

「長谷部将軍はご無事でしたか？」

「ああ。今しがた彼に助けられた」

「そうでしたか。よくやりました、貴月。あのクラスのドラゴンに止めを刺せる人はなかなかいませんからね～。長谷部将軍もお身体からだをお大事に。あ、これ今度劇場でグッズ販はん売ばいする予定だったお菓か子しですけど、おやつ代わりにどうぞ」

　葉多恵のなんの危機感もない笑え顔がおを見ていると、沙耶香は先ほど、わずかでも死を覚かく悟ごした自分が馬ば鹿からしくなった。

　もらった饅まん頭じゆう菓子の包みを見る。劇団ニンニン座のマスコットキャラクター、ニンニン君の顔があしらわれている。

「……ニンニン丸？」

「にんにんまる、ではなくて、にんにんがん、と読みます。滋じ養よう強きよう壮そう、疲ひ労ろう回復、とにかく、効く。と評判の……」

　ぱくり。沙耶香は一齧かじりした。

　今度売りに出す予定だったのに評判とはよく考えれば不思議な話なのだが、戦い詰づめで小腹が空いていたのだ。

「なんというか……食えなくはないがうまくもないような……」

　はっきり言えば、ビミョーなお菓子だった。

「ニンニクとニンジンと私が百パーセント天然由来成分から合成したオリジナル化合物、メタ・アンフェタ・ニンが二千ミリグラム配合で今ならなんと……」

「頭領。商売はあとにしろ」

「おっとそうでした！　私は一度、避難場所に指定されているうちの劇場の様子を見てきます。貴たか音ねちゃんたちがいるので大丈夫だと思いますが、貴月は引き続きドラゴンを退治して回りなさい」

「承知」

　葉多恵が帝てい都と中心部の方へ、貴月は他の外周部へ、一足跳とびに姿が見えなくなった。

（……そうだな）

　死に急いでも仕方ない。ドラゴンを効率的に殺せる者は数が限られている。自分が倒れれば、結局その分のしわ寄せが他ほかの誰だれかや、他の部隊へ行ってしまう。焦あせる必要はない。誰だって全すべてを倒し全てを守りたいだろうが、それができないから、いま個々にできることを精せい一いつ杯ぱい行っているのだ。

　戦いはまだ長い。いつ終わるとも確証がないのだ。

　ニンニン丸を全て、口の中に放ほうり込む。

　得物を振り回し続けて疲労が抜ぬけきっていない肩かたから、余計な力みが抜けた気がした。

「ハセベ将軍！　隣となりの街区から中型のドラゴンが飛来したとの報告がありました！」

「わかった、すぐに向かうと伝えてくれ！」

　レイナーとパリエルから一本を取るまでは、こんなところで、魔物などにやられていられるものか。




　　　　◆




　ミスマルカ城下。

　まるで廃はい墟きよのような、ある館やかたの屋根裏部屋。

「定時」

《こちら風一号。律りち儀ぎなことだな。さっきまで無む駄だ話していた最中だってのに》

《同じく二号。まあ時間は時間だからいいんじゃないか。そっちの首しゆ尾びはどうだ》

《首尾も何も、こっちはもぬけのカラだ。おかげで防護門には何の魔力も通っていないが、開閉のための導力すら確保できない。灯あかりも付かない》

《同じく。詰め所から何からの兵隊が出で払はらったんだろうな……導力の方は回路が魔物に喰くわれたか、それとも城内で意図的に供給を断っているか》

「そうか、ご苦労だったな。俺たちはもう引き上げていいそうだ。あとはルナス様のお仕事になる」

《お早いお出ましで》

《ゾッコンってやつだな。愛いとしい王子様があそこに囚とらわれているんだろう？》

《普ふ通つう、さらわれるのはお姫ひめ様と相場が決まっているもんだが》

《我が国のお姫様方は、そこまで軟なん弱じやくではないからな》

「……やれやれ。お前たち、聖せい魔ま杯はいが蘇よみがえるまでそうして待つつもりか」

《見たいな。この何年、そのために大陸中を駆かけずり回ってきた》

《ああ、見たい。あの王子の末まつ期ごというなら、それだけでも見たいものだ》

　それが心しん裡り。いたくわかる。

「……そうだな。この目で見るというのでなくとも、そのニュースを帝都で聞くというのは、俺たちではないな」

《そういうことだ。鉄火場に我が国の姫様とあの王子がいる。あのときのように、またここで何かが起きる。何かが始まる》

《もしくは、あのとき始まったものがここで終わる。せっかくだ、同席しようじゃないか。歴史の変わり目に》

「そうだな。そうしようか。通信終わる」

　終わって、零ゼロ号は窓から振り返る。

「聞こえていたと思うが、俺たちはもう少し残る。あんたたちはどうする？　ＣＩＣ」

　様式や規格は違ちがうが、こちらが用意したのと同程度の出力を持つ背負い式の中型無線伝信器が一台。第一皇女と副大統領との会談に用いた機材だ。そこに若い身空の、銃じゆうを担かついだ戦せん闘とう服姿の女二人。

　その上官の方が口を開いた。

「我々も残る。裏切り者の鴉カラスを一羽、仕留めろとの命令だ」

　中央Ｃ情報Ｉ管理局Ｃの特とく殊しゆ工作部隊、フラワーコード。隊長の方はカトレアで、その部下はチューリップというらしい。可愛かわいらしいことだ。

「ペルーナのときに出た、クロウコードの白いヤツか。オオヤシマの風ふう牙が衆絡がらみだそうだが、方法はあるのか」

「正直言って我々だけではお手上げでな。帝国は麒麟という不死身の忍者と何度かやり合ったそうだが、情報があるなら高く買いたい。仕組みか根源は同じようなもののはずだ」

　肩をすくめる。

「悪いが、俺たちはその辺の案件に関かかわっていない。いや、聞いた話では……」

《どちらもパリスティエル姫が直接関わっているんじゃなかったか？》

《って通信終わってないのかよ》

　零号は溜ため息いき一つ。

「……まあいい。方法はあるか？」

《ない》

《ないな》

「ないそうだ」

「聞こえている」

　カトレアは小さく溜息をつくと窓の外へ視線を移した。喰うものも殺すものもなくなった城下町は、魔物の蠢うごめく音だけが伝わってくる。

「……なら、そちらのプリンセスの動向を覗うかがわせてもらおう。白しろ鴉がらすがそのまま死ねばよし。死ななければ隙すきを見て我々が手にかける」
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「突とつ撃げき！」

　抜ばつ剣けんしたルナスは一声上げて、あとは真っ直すぐ防護門の前まで下ってきた。こうしてあの城を目め掛がけるのはもう何回目だろうかと七星剣けんに魔力を込めて、二年前に破ったばかりの門をまた破る。

　手て応ごたえは軽い。もちろん無む垢く材を鋼はがねで束ねた重量的なものはあるが、斥せつ候こうに入った〝風〟からの報告にあった通り、魔導障しよう壁へきなどは一いつ切さい施ほどこされていないようだ。

　溢あふれ出すような細かい魔物を蹴け散ちらして城下町に雪崩なだれ込むが、見張りもいない。兵もいない。通りには魔物と、魔物の残ざん骸がいと、わずかにそれと戦った兵の亡なき骸がらと、逃にげ遅おくれた人々の残ざん滓し。

「……見える限り殺してやるっ」

　パリスティエル姫が。

　いや、パリエルが、疾しつ風ぷうのごとく馬を駆って突つっ込んでいく。

「思い出は全部捨てたのではなかったか？」

「思い出したのッ!!」

　なら仕方あるまい。

　自らも猪ちよ突とつは好きだし得意であるルナスは、部下である騎き士し団長へ命じた。

「危ないようなら加勢してやれ」

「よろしいのですか？」

「敵は魔物に限るとの命令だ。それにあれは、もっと腕うでの立つ奴やつにぶつけられる」

　いま見えているような雑ざ魚こであれば黒騎士の敵ではないが、城まで進めば否いやが応でもエーデルワイス以下の連中とぶつかる。そうしたときに使い減りしないのは、パリエルとレイナーくらいのものだろう。

「進め進め！　パリスティエル姫に倣ならい見える限りを蹂じゆう躙りんせよ!!」

　動物型。人型。

　生物型。機械型。

　魔物の数は多いが、個体としてはそこまで強くはない。黒騎士団の練度と装備であればものの数ではなかった。街路を埋うめるような大なりも混ざっているが、家を踏ふみ潰つぶすような特大まではいない。何より人の軍隊のように作戦や陣じん形けいを組むわけでもない。この分であれば城までもそう苦戦はしまい。

　パリエルが汗あせだか返り血だかわからぬような額を拭ぬぐう。

「やっと広場か……！　くそ……！　誰もいないなんて……！」

「待て、パリスティエル！　静かすぎる！」

　ルナスはパリエルの馬の前に自らの馬を割り込ませて、制止した。人がいないのは当たり前であるが、この広場は広さの割に魔物の姿がほとんどない。街路には裏も表もあれほどひしめいているというのにだ。

「……罠わな？　その、宰さい相しようの」

「わからん。だが嫌いやな感じがする。私は戦場では、理り屈くつより自分の感覚で選ぶようにしている」

　だから楽しくなると徐じよ々じよに歯止めが利きかなくなってくるのだが、それはそれとして。

「迂う回かい路はあるか？」

「それは道を選べば、どこからでもお城には行けるけど……どんな種類の罠？　もし待ち伏ぶせの類たぐいなら、背中を見せるより先に暴あばいてしまった方が」

　パリエルが言いかけたところで、広場の中心部から半分ほどが陥かん没ぼつした。

　陥没した土ど砂しやが途と端たんに隆りゆう起きして、巨きよ大だいな機械が、ぬうっと空へ伸のび上がった。

　パリエルが見上げた目を丸くする。

「で……でかっ!?　三十メートル？　四十メートル？　魔物？　それとも、宰相が帝国から持ち出した機械なの？」

「まさか！　人型の兵器であればタクロー王子に研究を任せているが、こんなごちゃごちゃしたガラクタは見たことがないぞ……！」

　機械は虫のように屈くつ曲きよくした四本脚あしで、生き物のように滑なめらかに穴から這はい出した。

　四本脚を生やした胴どう体たいのような部分には、頭も腕もない。起き上がった鉄てつ鍋なべのようなアンテナがぐるぐる回りだし、腹部にぶら下がったレンズやら筒つつやらがこちらを向く。

「じゃあ魔物ね。こういうのは、なんて言うんだっけ？　メカニカル？　マシニカル？」

「そんなことより、こちらに来るぞ！」

　レンズが光ると、バチッ、バチッと石いし畳だたみが爆はぜ、軒のきが焼けた。黒騎士団の持つ盾たてや鎧よろいが、あっという間に虫むし喰くいになる。

「こざかしい！」

　ルナスは七星剣を振ふり上げた。その胴体目掛けて刃やいばから光が走る。追って魔ま導どう騎士も魔法を打ち上げるが、衝しよう撃げきに身み動じろぎもせず、こちらに歩みを進めてくる。

「……私の剣が通じないか。確かにこれは先に叩たたき潰さねばなるまい」

　ルナスは手て振ぶりで部下に後退を指示しながら、器用に馬に後ろ歩きさせていく。

　何せ光を放つその胴体部分は屋根より高い。射程距きよ離りはわからないが、どこからでも狙ねらい撃うたれる可能性がある。

　パリエルは舌打ちしながら、上空から飛来した雑魚を切り捨てる。

「もう、ぐずぐずしてたら他ほかの魔物がまた湧わいてきた……！」

《パリエル様！》

　黒騎士の控ひかえと共に、外の陣に控えさせていたクーデリカからだった。伝信器自体は帝国軍からの借り物であるが。

《なんだか、魔物の数が急に増えました！　そちらに集まっているようにも見えるのですが……！》

　それを聞いたルナスは、機械の怪かい物ぶつを振り仰あおぐ。てっぺんでぐるぐる回っている、目め障ざわりなあれ。

「……あれが呼び寄せているのか？　そんな気がするが」

「どうせ倒たおさなくちゃ前に進めないんだから！　あなたたちで引き付けて！　行くぞレイナー！」

「了りよう解かいした」

　馬を飛び下りたパリエルはレイナーを引き連れ、姿勢を低く、路地裏を回り込んでいく。

「おい待て……！　まったく、ヴェロニカでもやたら突っ込んできたが、ほんとにバカ姫ひめだな。やむを得ん、魔法を使えるものは魔法を撃て！　弓を持つ者は射かけよ！」

　部下の一人が進言した。

「しかし矢玉が弾はじかれたりすれば、あの二人に当たる恐おそれがあります……！」

「ああいうバカはちょっとくらい当たった方が薬になる！　元の敵だ、死んでも構わん！」

「はっ！」

　そんなこんなで斉せい射しやが始まった。

　魔法は装そう甲こうの皮ひ膜まくでほぼ分散させられるようだが、矢はうまくすれば突き刺ささるようであった。ならば魔ま法ほう弾だんよりは直接叩くに限るのだが、ただ射い貫ぬくにしては装甲板が厚すぎる。かといって近付こうにも、ハリネズミのように辺り構わず光線のようなものをばら撒まいてくる。

　またパッパッとレンズが光り、黒騎士団側で張った魔導障壁が、家が、鎧が、激しい火花を散らす。

　瞬しゆん間かん、この国の衛兵のものだろうか、どこかで拾ったらしい盾を頭にかざしたパリエルが、突っ込んだ。その背後に、両手で黒の剣を引きずるように低く構えたレイナーが続く。

　機械の足元まで後一歩というところで、パリエルの掲かかげる盾が一発で爆ぜた。虫食いだけで済む黒騎士団の大盾はやはり質が違ちがうのだろう。

　ともあれ、もう遅おそい。

　レイナーが低く跳ちよう躍やくし、全体重と共に漆しつ黒こくの刃を振り抜ぬく。振り抜いた。つまり完全に脚の一本を切断した。機械の巨きよ軀くが揺ゆらぐが、まだ三本ある。倒れない。レンズの大半が黒騎士団側からレイナー一人に集中したのを見て、今度はルナスが馬の腹を蹴った。

　不可視の光線を勘かんだけで、鞍くらに片脚だけかけて身体からだを真横に倒してかわし、その姿勢のまま機械の脚の一本を叩く。半分ほどまで刃が立ったところで一気に魔力を込め、爆ばく発はつと共に振り抜く。

　それで四本あるうちの、対角線上の一本ずつ。

　ゆらゆらするが、まだ倒れない。

「……意外と丈じよう夫ぶなものだな」

　馬に大きく弧こを描えがかせながら鞍に掛け直したルナスは、舌打ち一つ。

　倒れはしないが、明らかに照準が遅くなり、攻こう撃げきの正確さもなくなっていた。一秒当てれば鎧に穴が空くところを、フラフラするので狙い続けられなくなっているのだ。その隙すきにレイナーが三本目の脚を叩き切る。これで一本脚。脚自体は長いので突けば支えになりそうだったが、伸ばそうとした先で瓦が礫れきに引っかかり、結局そのまま転こけた。

「今だ、かかれ！」

　あとはもう、蟻ありの群がるように総そう掛がかりで、物ぶつ騒そうな部品から叩き壊こわしていく。

　陣に控えているライリスから伝信が入った。

《ルナ様、今何か倒れたのが見えましたが、きっとそれです。城下町へ向かっていた魔物の波が、散り散りになり始めました》

「そっちは大だい丈じよう夫ぶか？」

《はい、ご心配には及およびません。視界に入れば普ふ通つうの魔物のように向かってきますが、……なんというのでしょう？　我を忘れたように襲おそいかかってくる様子ではなくなりました》

　暴れて壊して喰らうだけのような魔物に、我というのも確かにおかしな話である。だが実際、この機械が現れた当初よりもそのような気配は薄うすらいだ。上空の魔物の中にも、諦あきらめたようにどこかへ飛んでいく個体すらある。

　騎士団からまるでストレス解消のように叩かれまくった機械が、いよいよ観念したように煙けむりを噴ふいて動かなくなった。

　もう心配はないだろうと見やると、あれが出てきた地面の穴をパリエルとレイナーが見下ろしていた。ルナスは馬を寄せて尋たずねる。

「何か見付けたのか？」

「地下から出てきたじゃない？　モグラの穴みたいに魔物の通る道でもあるのかと思ったんだけど……で、どこか魔物のアジトに通じてるとか」

「……少なくとも我が軍が調査した際には、そんな大おお袈げ裟さなトンネルはなかったはずだが」

　いま見てもそのようなものはない。最前までそれが収まっていただろう空間だけだ。ルナスが部下に調べてみるように命じると、パリエルの方にも無線伝信が入った。

《クーデリカです。パリエル様はご無事ですか？》

「うん、平気。そっちは？」

《はい、問題ありません。先ほどのやぐらのようなものは、何だったのですか？》

「機械タイプの……魔物？　たぶん」

「もしくは他の魔物を呼ぶか、操あやつるかする兵器だ」

　ルナスの言に、パリエルが首を傾かしげる。

「それは……状じよう況きようだけ見ればそうだけど、証しよう拠こはあるの？」

「証拠はないが、比ひ較かく的てき魔物の気配が薄い中原で、普ふ段だんまばらにしか出で会くわさない魔物どもの足並みがこれだけ揃そろっているのだ。何らかの統制があるのは事実だろう。クーデリカと言ったか？　そのように他の部隊や各国にも伝えてくれ。包囲されている各都市とも、電でん撃げき的に籠ろう城じようを強しいられたから気付かぬだけかもしれない。どこか近きん郊こうにそのような魔物か、装置が紛まぎれている可能性があるとな」

《あ……う、はいっ……》

　さすがに帝てい都とまでは要よう塞さいを中ちゆう継けいするが、親衛隊の持ち歩く伝信器にはそれくらいの無線出力がある。パリエルに貸しているのは、その子機。

　仇きゆう敵てきの姫からの命令には素す直なおに頷うなずけぬようなクーデリカだったが、人同士の諍いさかいをしている場合ではないことも、わかっているのだろう。

《……あの、それであれは何というのですか。機械型の、やぐらのようなあの名前は》

「ヤグラーン」

「ヤーグラン」

　ルナスとパリエルの発声は同時であった。
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　地面が多少揺れる。音は二方向から聞こえた。

《パリエル様！　城下の北西と南東の方に、同じものが現れたようです！》

　同じことを、ルナスの身に付けている伝信器にライリスが言う。

　パリエルが嘆たん息そく一つ。

「どうするの？　やる？」

「タイミングを見計らって時間差で出してきたとなれば、単なる時間稼かせぎの可能性もある。この二体で打ち止めという保証もない……が」

　放置してあまりに魔物が増えすぎれば、身動きを封ふうじられる可能性もある。まるで無む尽じん蔵ぞうの魔物どもと違い、こちらは元より数が少ない。

「ルナス殿でん下か！」

　ヤグランの出てきた穴を……正確にはそこから覗のぞく横穴を調べてきた黒騎き士しだった。

「あそこに見えるのは、我々が調査した地下道の一つです。調査時の印がありました。しかし見取り図を持ち合わせていないので、正確にどこに通じているかまでは……」

「ライン要塞からの援えん軍ぐんは……まだかかるか」

　言ってしまえばこれは城しろ攻ぜめだ。その手の地図、構造図、その他資料も持ってくるように要塞側の部隊へ言い置いていたが、間に合わないものは仕方がない。

「……まああの城の地下と造りが同じだ、城内までは通じているだろう。パリスティエル、レイナー、共に来い。残りの者は一度陣まで後退して待機、ライン要塞からの援軍を待って再突とつ入にゆうだ」

「お一人で向かわれるのですか!?　それはさすがに……！」

　騎士団長の進言を片手で遮さえぎる。

「問題ない。ハイランドの光の御み子こを除けば、レイナーは大陸で最強の男だ。私も以前にそれを飼っていた自負がある。このバカ姫も今の飼い主なりの腕うではある」

「ですが、その二人に対し殿下お一人というのでは……」

　ルナスは笑った。

「この二人は病気だ。真っ向から斬きり合うことだけが楽しい連中だ。背中を見せていた方が安全なくらいだ」

　それを聞いてあんぐりとしたパリエル。

「もうちょっと言葉を選べ。どんな病気よ」

「まともな奴やつは、笑いながら死地に突つっ込んできたりしないものだ」

　ルナスは重じゆう鎧よろいながら、横穴目め掛がけてひらりと舞まい降りた。

「来ないのであれば手て柄がらは全すべて私がもらう。貴様らに報ほう酬しゆうは出ない」

「ちょ、ああ、もう、どっちが病気なんだか……！」

　パリエルは追って穴に飛び込んだ。言われるまでもなく、レイナーがそれに続く。ルナスの部隊は武運を祈いのる言葉だけを残し、引き上げていく。

「うわ……すごっ……ほんとに帰っちゃった……」

「死ねと言えば死ぬ。殺せと命じれば親でも殺す。誇ほこるべき自じ慢まんの部隊だ。貴様のところの傭よう兵へい団はどうだ？」

「ふ、ふん……うちの兵隊はそんな、機械みたいな冷血じゃないのよ。一いつ緒しよに国を蘇よみがえらせるって目標があるんだから」

　喋しやべりながら少し進んで、ルナスは立ち止まった。

　明りがない。地上の光が届かなければ真っ暗くら闇やみだ。

「バカ姫ひめ、魔ま法ほうは使えるか？」

「はいはいバカなので使えません」

「ふん、使えんヤツだ」

　ルナスは自身の掌てのひらの上に、魔法で光球を浮うかべる。

「え……。魔法、使えるの……？」

　きょとんとしたパリエルに、呆あきれ返ったようにルナスは言った。

「魔人の娘むすめで王族だぞ。教養としてこのくらい当然だ。私を何だと思っている」

「え……突とつ撃げき大好きな、イノシシみたいな、そういう系の……」

　ルナスは振ふり返った。

「そう言えばここにも私と同じ王族で魔人の娘がいた気がしたのだが……ああ、お山の方はイノシシばかり食べているから風習が違うのだな。すまないすまない」

「むっがーーーーーー!!」

　ずるずる、ぞろぞろという音や、振しん動どうが床ゆかや壁かべ越ごしに伝わってくる。地上を徘はい徊かいしている魔物のものだろう。

「……この通路は静かだな」

「いざとなったら王様が使うこともある秘密の抜ぬけ道なんだから、魔物が湧わかないような……結界？　みたいなの、してあるんじゃないの？」

　魔物は、湧く。

　地面から生えるではないが、しかし空の上から雨のように降ってくるものでもない。大勢が囲む食しよく卓たくの中心に現れたりはしないが、そこから目の届かぬ木こ陰かげにいつの間にかいることはある。つまり全く神出鬼き没ぼつというよりは何らかのルールがあり、メカニズムとしては、召しよう喚かん魔法に近いものだろうと言われているが……具体的には解明されていない。とりあえず人の気配があると出て来ない、というのが通説だ。

　人の気配が絶えない家の中、街の中には出て来ない。その延長線上で、気配自体は上空や地下まで影えい響きようが及ぶとされている。そういった気配を魔導力で人工的に模も倣ほうし、発生させる。あるいは、壁や柵さくに流すことで魔物の発生を抑よく制せいすることができる。もちろん湧ゆう出しゆつを防げるというだけで、別の場所からてくてく徒歩でやってきた魔物まで撃退できるわけではないが。

「……ん」

　ルナスは違い和わ感かんを覚えて立ち止まった。

「どうしたの？」

「魔物が来る」

　明らかに前方から反響する多くの足音。群れで現れた。

　膨ぼう大だいな量の魔物を水とみなす。水はいかなる隙すき間まにも染しみ込んでいく。

　あの魔物がどこかの出口か入り口から染み込んできたとするならば、城内のそれではあるまい。

　ルナスは明りを灯ともしたまま。なのでパリエルがレイナーと共にその群れを切り崩くずしながら、言った。

「こいつら、お城から逆流してきたってわけじゃないよね」

「だろうな。出口が一つや二つと限ったわけではないだろうが……いや待て、そう言えばダミーの通路も幾いくつかあったな」

　歴史の古い城であり、町だ。間者を騙だますための通路、城内から城下への脱だつ出しゆつ用の通路、城内から城下外へ脱出するための通路、城下と外をつなぐ通路……調査時の印や番号はどこかに振ってあるはずなのだが、防ぼう諜ちようのため、結局は見取り図がないと何が何を示しているのかはわからない。共和国のスパイが案内通りに進んで玉座にたどり着けたのでは洒落しやれにもならない。

「……確かに王子の護衛をしてた頃ころ、とにかく神出鬼没だったのよね。ていうか最悪、遭そう難なんまであるかもよ」

　通路自体はそこまで広くない。ひとまず出会した魔物の群れを退治して、また静かになった。

「ん」

　地上からの微び振しん動どうはまだあるが、それに紛れるように……兜かぶとを脱ぬいだルナスは剣けんを壁の石積みの隙間に突き刺さし、その柄つか尻じりに耳を当てた。

「……この壁の向こうにも、魔物がいるな」

「え……」

　パリエルが真似まねして剣を突き刺し、耳を柄に当てる。

「……ほんとだ。すごい、なんか聞こえる……」

「冒ぼう険けん者の入門書に書いてあったぞ。常識ではないのか？」

「ぼ……冒険者じゃないし。傭兵だし」

　それはそれとして、今度は後ろから足音が聞こえてきた。魔物ではない。人間の足音、二人くらい……だが、鎧の金属音はない。かなり身軽な様子だ。

「誰だれだ」

　ルナスが明りを向けて誰すい何かすると、マント姿の男がフードを脱ぎ、何本かのレンズを束ねたようなゴーグルを外して跪ひざまずいた。

「シャルロッテ様の命により潜せん入にゆうしていた諜報部隊、〝風〟の零号です。殿下が単身で地下道に入られるのが見えましたので、差し出がましいことは承知の上で……」

「ああ、畏かしこまらずともいい。ご苦労」

「はっ」

「そっちのもう一人は？　我が国の者ではないな」

　共和国側の戦せん闘とう服を着た小こ綺ぎ麗れいな女が、小しよう銃じゆうを背中に回して敬礼した。

「共和国中央情報管理局のカトレア・セントレアと申します。我が国の副大統領より、事態解決のために助力を惜おしまぬよう命じられて参りました」

「あ、あーっ！　お久しぶり！　そんなかっこだから気付かなかったけど」

　驚おどろいたパリエルに、カトレアが営業抜きのシニカルな笑え顔がおを見せた。

「ああ、ペルーナ以来だな」

　立ち上がり、顔の大半を覆おおうようなゴーグルを着け直した零号が言う。

「助力と言いますが、目的は白しろ鴉がらすという工作員の抹まつ殺さつだそうです。風ふう牙が衆一派としてキラ・アースヴィンスの下に付いたそうです」

「わかった、カトレアだな。裏切り者を出したのはこちらも同じだ、仲良くやろう」

「寛かん大だいなお心こころ遣づかい、感謝致いたしますルナス皇女」

　顔合わせが終わったところで、零号が言った。

「ときにルナス殿下はどちらへ向かわれるおつもりで」

「城だ」

「はっ。私どももそうではないかと察して追ってきたのですが、広場からのこの通路はダミーです」

　零号がマントの下から地図を取り出し、広げた。

「なんだ、地図を持っているのか」

「恐おそれながらこれ自体は軍部にあるような正確なものではなく、一いつ般ぱんにも売られている城下の見取り図です」

「ふむ、それで」

　零号がフェルトペンを取り出し、描かき付けながら言った。

「ルナス様がいらっしゃるのが、今は広場からの……こういうルートになります。それとわからぬように逸それて、結局は外から外へ通じるものです。ですが……」

　今度は城の方から、いま引いたダミー通路の方へ線を引く。

「このように、城内からの通路が今いる通路の近くを通っています」

「ふむ。ならば広場からの距きよ離り的てきにも、やはりこの壁の向こうの空間がそれではないのか？」

「そうなのですか？　しかしながら、隠かくし扉とびらなどの類たぐいは王族でなければ作動させることができないと……」

　零号の言葉にパリエルが頷うなずいた。

「そうそう。それにさっきの話からしたら、お城からの通路に魔ま物ものがいるっていうのもおかしいじゃない。城内にももう魔物がいるってこと？」

「それなのだが、キラはともかくミスマルカに仕えていたエーデルワイスがこうした地下道の存在を知らないはずがない。もしヤーグランの出現が奴らの仕し業わざであれば、地下道にも何らかの方法で魔物を流し込んでいたとしてもおかしくはあるまい」

　零号が付け加える。

「それに城じよう郭かく、城門には強固な魔導障しよう壁へきが作動していました。あれを正面から破るのは、相応の攻こう城じよう部隊を用意しなければ至難かと存じます」

「うむ。そういうことなら話は早い」

　ルナスは今一度壁へ、今度はくさびのように深く、剣を押し込んだ。

「なんにせよこの通路はハズレだということだッ──!!」

　魔力を剣に込め、それを切っ先から解放……爆ばく発はつさせる。

　爆風に顔を覆い、それが収まると土つち埃ぼこりに涙なみだを拭ぬぐい、咳せき込みながらパリエルは言った。

「げほっ！　げほっ！　ちょっと、バカじゃないの!?　こんな狭せまいところでいきなりそんな魔法使って……！」

「ごほっ、ごほっ……！　文句を言うな、ひとまず道は開けたようだぞ……！」

　果たせるかな、ルナスの放った魔力は爆風となって向こうの空くう洞どうへ抜けた。土ど砂しやに飲まれるようにして、魔物の残ざん骸がいが通路に散さん逸いつしている。
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　地下の玄げん室しつへ降りる階段の手前だ。

「……何か爆発したぞ」

　エーデルワイスに連れられたマヒロはふと立ち止まり、振り返った。後ろには風牙衆の連中も続いているが、その先頭で、キラがさしたる風もなく首を傾かしげる。

「時間稼かせぎのつもりですか？」

「いや、聞こえただろう」

「聞こえました」

　と、マヒロの首輪を引いて再び歩かせながら、エーデルワイス。

「ルナス殿でん下かの仕業でしょう。そのような魔力に感じました」

「……え。でも騎き士し団は引き返したんじゃなかったのか？」

　瞬まばたきしたマヒロに、旧文明時代の端たん末まつを覗のぞきながらキラは答えた。

「ええ、ジェネレーターのカメラではそんな風に見えたんですが……まあ離はなれた位置からの映像でしたからね。少数だけ引き連れて進んでいるのかもしれません」

「さすがの僕だって、それで本当に間かん一いつ髪ぱつ助けに来てくれるなんて思っちゃいないよ。それよりさぁ」

　マヒロは手て枷かせされた両手を上下したり、裸足はだしのままの両りよう脚あしを上げ下げしながら言った。

「目が覚めてから、っていうか、ここまで歩く間も、なんか妙みように身体からだがだるいっていうか……節々が痺しびれるっていうか」

　エーデルワイスは言った。

「まだ傷口が完全に塞ふさがったわけではございません。みだりに動かれませんように」

「は……？　余は寝ねているうちに怪け我がでもしたのですか」

　エーデルワイスは言う。

「念のため、聖せい魔ま杯はいに関する何かが隠されていないか検あらためさせて頂きました」

「……どうしたって？」

　なんだかぞっとしたものを感じながらも意味を摑つかみかねたマヒロへ、キラが補足する。

「俺はそこまでする必要はないと言ったんですがね。その女、王子の体をあちこち開けて直じかに調べたんですよ。さすがに頭の方は、後々知りたいことすら聞き出せなくなる恐れがあるのでやめさせましたが」

「……エーデルワイスが？」

　と、横を歩く彼女を向く。

「はい、わたくしが切開し、縫ほう合ごうしました」

「そりゃ君の趣しゆ味みがパッチワークというのは知っているが、人の体をそんな簡単に……」

「理り屈くつは同じことです。糸で形を整え、治ち癒ゆ魔ま法ほうで傷口を塞ぐだけです。造作もございませんでした」

「でした……って……。まあ……なるほど、二日も寝かされたなんてどういう意味だかわからなかったが」

　マヒロは笑った。

　笑えた、という方が正しいか。

　言うなれば外げ科か手術を行ったわけだ。全身を切り開いたとなれば大手術だが、怪我と違ちがって傷が綺麗な切開痕こんだけならば魔法で即そく日じつ塞がる。全身がだるいのは、純じゆん粋すいな体力の消しよう耗もう……治癒魔法の副作用だろう。

「で、何か見付かった？」

「何もございませんでした」

「そうかい。ははっ。言われてみれば物心つかないうちに、父上に何か仕込まれている可能性もあるかもと思ったが……」

　キラが失しつ笑しようしながら煙草たばこに火を点つける。

「……ここの王様ってのは、そこまで外道だったんですか？」

「まあね、目的が決まったら迷わない人ではあったよ。実際、そうして聖魔杯の鍵かぎとなるための因子を、僕は生まれる前に埋うめ込まれていたらしい」

　キラが立ち止まった。

「因子？」

「まだグランマーセナルがマジスティア王国だった頃ころだそうだ。わかるだろ？　戦乱期の当時は、大陸中に散らばる紋もん章しようを集めるなんて夢のまた夢だった。だから父上は、人工的にそれを生み出そうとしたらしい」

「なんです？　初耳なんですが、それ」

　マヒロは肩かたをすくめる。

「そりゃそうだろう。僕も父上ではなく、ハイランドの女王陛下から聞いた話だ。父上と、そのヒルダ女王と、パリエルの父のリュミエル王がそういう計画を進めていたらしい」

「……ってことは、アンゼリカ王女やリーゼル王子、パリスティエル姫ひめも？」

「ああ。その因子とやらのメカニズムがどうなっているかはわからないが、彼女たちがやたらめったら強いのはそのことも関係しているんだろう。僕は幼いうちに空っぽになるまで暴走させてしまったが、パリエルたちは戦いの中で少しずつ発散し、うまいことコントロールしているわけだ」

　キラは指に煙草を挟はさんだまま。

「……空っぽになったあんたは、それから？」

「充じゆう塡てんされると思うだろう？　でも恐らく父上はそれを封ふう印いんしたんだと思う。何をどういう形で封印したのか、どうすれば解けるのか、わからずじまいのまま死んでしまったけどね」

　マヒロは側近でもあったエーデルワイスの方を見る。

「わたくしも詳くわしくは聞かされておりません」

　受けてマヒロは、自じ嘲ちようを見せた。

「だから僕は、一応は魔人なんだが、ほぼ人間としてやってきた。でなければ、今までだってもうちょっとうまく、楽に立ち回っていられたさ。魔法を使ったり、自分で戦ったり」

「……そして先代の目もく論ろ見み通り、聖魔杯のカギになることさえできた。あんたと、パリスティエル姫と、ハイランドの……どちらか一人でいいんですか？　それとも姉きよう弟だい両方必要なんで？」

「さあね、知らないよ。聞いてどうする？　君たちはもう、本物の紋章を全部揃そろえているのに」

「好こう奇き心しんですよ」

　くゆる紫し煙えんの向こうで、キラの目は笑っていない。

「……まあいいです。確かに、聞いてどうするって話ですね。先に進みましょうか」

「わかったよ」

　マヒロは改めて玄室への階段に足をかけ、それを降り始めた。背後からキラが言う。

「あんたには口を利きく度たびに感心しますよ」

「なんで？」

「この土ど壇たん場ばでそんな話を打ち明けられれば、そりゃあやっぱり気になります。思わず足を止めて聞き入ってしまう程度には。こっちは下手に王手をかけているものだから、その程度の余よ裕ゆうも慢まん心しんもありますしね。それで一分でも二分でも時間が潰つぶれれば、その分だけ時間稼ぎになる。大したもんですよ」

　マヒロは歩きながらほくそ笑えむ。

「玄室までは長いからね、暇ひま潰つぶしの話くらいはしてやるよ。今度は何が聞きたい？」

「その玄室の先に、本当に聖魔杯があるんですか？　軍の調査隊が見付けられないような都合の良い隠し扉があり、その向こうに体ていよく聖魔杯が鎮ちん座ざましましていると」

　マヒロは立ち止まり、百八十度振ふり返った。

「なら、今から上に戻もどるかい？　それで避ひ難なんしている半分を殺す。それで今度は僕に言われるまま、どこへ向かう？」

「……」

「そう、主導権を握にぎっているのは結局僕だ。確かに君たちは人ひと質じちを取っているかもしれないが、聖魔杯に関する情報を持っているのは僕だけだ。要は君たちが信じるか、信じないか、それだけの話さ。民たみを殺すと脅おどして出てきた情報だから信用に足るだろうと、君たちが勝手に判断しているだけだ。疑うなら戻るしかない」

　結局は、話すこと自体が体のいい罠わななのだと言わんばかりに。

「それともせっかくここまで来たんだから、玄室まで降りて、本当に隠し扉があるかどうかを確かめてみるかい？」

「いいですよ。玄室まで降りましょう」

　また、歩き始めながらキラが煙草を吹ふかした。

「こっちとしてもね。あんたがただ時間稼ぎしたいわけじゃないのは、見えてるんですよ」

「どうして？」

「実際のところ、あんたの肩に掛かかっているのはミスマルカの民のみならずです。俺は人類の絶ぜつ滅めつを目論む魔ま王おうの手先。その俺に直接向き合っている人類代表は、あんたただ一人。あんたがどうにかしなければ、俺の勝ちです」

　即すなわち人類の滅亡。

「ならあんたとしても、逆転の目として聖魔杯に賭かけたい気持ちはあるでしょう？　少なくとも、無意味に人に死なれて喜ぶタイプじゃない」

「……わかってるじゃないか。十中八九、君たちに奪うばわれるとしても……確かに、僕が選ばれる可能性が一でも残るなら。どうあれ、紋章が五枚とも揃っているんだから。そしてあとはもう滅ほろびるしかないっていうなら、一に賭けてみるしかない。ただ、どうせ蘇よみがえらせるなら完全に言いなりの状じよう況きようより、味方が傍そばにいてくれた方がいいなとも思う。だから時間も稼ぐさ。誰だれか来ないかな～ってね」

「時々真っ正直なところは嫌きらいじゃありませんよ、王子」

　そして幾いくつかの踊おどり場も過ぎ、開けた空間にまみえる。ドーム状の空間に、墓ぼ碑ひがある。ここに父がいる。母もいる。先祖代々の全すべてをこの一枚の碑が現わしている。ミスマルカ王朝に連なる者の、終しゆう焉えんの地。

　玄げん室しつ。

「せっかくです、お祈いのりするくらいは待ちますよ」

「いいよ別に。親族どころか臣民でもない人間をこんな大勢引き連れて、墓参りもないだろう」

　取り巻きのような風ふう牙が衆の面々に混ざり、白鴉が言った。

「道理よな。何となれば我らは階段で待たせてもらうが」

「地上で待ってくれるなら」

「それはできぬが道理」

　含ふくみ笑いする白鴉にマヒロは肩をすくめると、墓碑の前まで歩みを進めた。そして、そこに刻まれた碑文……ミスマルカ王国建国の叙じよ事じ詩し……の中に並ぶ単語の幾つかを、ある順番通りに指でなぞっていく。なぞった単語のみが発光していき。

「……」

　やがて。いま降りてきた入り口から見て、真っ直ぐ正面方向の壁かべが動き始めた。後ろからはざわめき。

　今マヒロの触ふれたそれが暗号であり、この碑石こそがパスワード入力装置である。

　キラが失笑した。

「……軍ではわからないわけです。これは魔導的なものではなく、旧文明時代の生体認にん証しようとタッチスクリーンだ」

「そうなのかい？　僕も今の時代の生まれだから、詳しくは知らないんだけど」

　現在用いられている『触れただけで作動する仕し掛かけ』というのは通常、魔導力が通るか、あるいはその波長に感応して扉とびら側が作動する、そういう魔法的な仕掛けだ。

　これが電子的に作動するものとなると、旧文明以前のテクノロジーにしかない。そしてそこまで古く、かつこうして作動する生きた遺い跡せきとなると、西域方面にあるかないかの噂うわさが流れてくる程度だ。もしくは、聖せい魔ま杯はいの各起動紋章が祀まつられていた祭さい壇だん。

　要するに、見て、触れて、魔力的な仕組みや反応を見られなかった調査隊は、これをただの石碑としか判断できなかった。確かに歴史ある城だが、そこまで古いテクノロジーが、こんな味のある墓石の形で残っているとは思わなかった。

　開いた壁も、断面を見れば鏡のようになめらかな、厚さ数十センチもの合金である。シャングリラが眠ねむっていた船体の隔かく壁へきに近い。

「……聖魔杯の正体がなんであれ、この先がそれを隠かくすに相応ふさわしい場所であることに間ま違ちがいはなさそうですね」

[image: ]

　満足げにキラが述べたときだった。

　降りてきた階段側でも、これから向かう隠し通路側でもない方角の壁が、光と共に吹き飛ぶ。

「キラ・アースヴィンス!!　見付けたぞ、そこに直れ!!」

「嫌いやです」

　キラは笑って踵きびすを返した。

「任せたぞ」

「任された」

　キラに応こたえた白鴉は霧きりに姿を変えると、爆ばく発はつの土つち埃ぼこりに混じり、すぐまたルナスの目の前に実体を現わした。

「どけ！」

　ルナスが怒ど号ごうと共に振り下ろした刃やいばを、白鴉が棍こんで弾はじく。

「どけぬ」

「王子ッ!!」

　パリエルが叫さけぶが、そちらの行く手には風牙衆の上じよう忍にんと下げ忍にんの包ほう囲い網もう。

「パリエル……！」

　当のマヒロはと言えば、エーデルワイスに鎖くさりで、首輪で引きずられていく。

　その二人の後を追って、キラもマヒロの開けた通路に入った。

「少し計算外でしたよ。まさかルナス嬢じようが騎き士し団どころか侍じ従じゆう隊すら連れず、あれほどの少数で乗り込んでくるとは。愛されたもんですね」

「……まあ、そうなるように立ち回ってきたからね。君たちの方こそ、まずいんじゃないのか？　あの三人は強いぞ」

「どうでしょうね」

　肩かたをすくめるキラ。首輪を引くエーデルワイスへもマヒロは続ける。

「紋もん章しようだけ持って引き上げた方が利口なんじゃないか？　少なくとも僕たち人類側に聖魔杯は蘇らない」

「……」

　エーデルワイスは答えない。

「無む駄だですよ。その女には、誰やら生き返らせたい人物がいるそうですのでね」

「……は？」

　マヒロが見ると、キラが失しつ笑しようした。

「万ばん能のうの、奇き跡せきの器うつわ。死人を生き返らせる。神の御み業わざです。それができればまさに奇跡でしょう？」
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　キラがマヒロをさらってより二日が経たった。

　風牙衆総代、麒き麟りんの耳にも各国各地からの情報が飛び込んでくる。そして南北の端はし、帝てい国こくと共和国の様子を伝令から聞いた麒麟は玉座の間を出てバルコニーに馳はせた。

「ちぃとばかしヤバイですぜお頭かしら。共和国の首都も、帝都も、教団領まで中も外も魔ま物ものだらけだそうです。どこの国も、この勢いがあと一週間も続けば兵隊がいなくなるって有様で……」

　頭領のケセランパサランは城下を見下ろしたまま。振り返りもせずに言う。

「なんだ、今さらびびっているのか幻げん蔵ぞう。見よ、貴様が常々吹いている、世界が壊こわれる様であるぞ」

「……人っ子一人いなくなっちまうんじゃあ、面おも白しろみってものがありませんぜ」

　人がいて、ルールがあるのに、そのルールが守られないのが楽しいのだ。その矛む盾じゆんに怒いかり、悲しみ、困こん惑わくする様こそがおかしいのではないか。誰かがそれを見て馬ば鹿か正直に切せつ歯し扼やく腕わんしていてこそ、滑こつ稽けいなのだ。

　だから端はなから何もないのは、麒麟の考える無法とはまた違ちがう。誰もが諦あきらめ何もしないのでは、そもそも誰もいないのでは、何を笑えばいいというのか。

「俺はお頭が冷静なのが意外でしたぜ。あんたはもっと人間てのが好きなもんだと」

「そうか。まあ嫌いではないが。確かに、蜘蛛くもなどよりはよほど好ましい」

「真面まじ目めに尋たずねますが……よろしいんで？」

「何がであるか？」

「本当に、人類ってのが滅びちまっても」

　ケセランパサランは長い黒くろ髪かみを、城下からのきな臭くさい風になびかせ、けたたましく笑った。

「バカを言え幻蔵。こんなものは上辺だけの茶番だ。人間をなめるな。この程度で人類が滅びるものか。そんな簡単に絶滅するようなら誰も苦労はしなかった」

「……」

　そう吐はき捨てた目を、愛いとおしくも憎にくむような声こわ色いろを、麒麟は真に恐おそろしきモノであるのだと実感した。

「なんですかい、その……苦労ってのは。誰だれかが、絶滅させるのに苦労したとでも」

「いま北の魔王がしているではないか。その手先であるキラも。そして何より、生き延びてしまった人類そのものが、だ」

　要は葉は多た枝え党の鬼おに蜘ぐ蛛もと同じ。

　そんな小こ娘むすめのような外見なのに、バケモノにしか見えなかった。

「まあ目の前にいる連中は死ぬだろうがな。だがどこかには生き残るであろう。ゴキブリやネズミができることを、人間ができない道理がない。第一それで四百年前の大戦争を生き残ったのである」

　庭のあちこちに身を寄せ合う民たみを示して彼女は言う。

「……大人しく滅ほろんでしまえば、怒りも悲しみも絶望もせずとも良いというのに、なぜか生きたがる。死にたがらない。それで生きる。そして怒りだ悲しみだ絶望だと文句ばっかり言う。それが人類ではないか。殺せば死ぬが、滅ぼそうとしても滅びない。これはそういう種族なのだ」

「はぁ……」

　ケセランパサランはようやく麒麟を振ふり返った。

「そうか。結局はお前もあの宰さい相しよう、キラの同類か」

「そりゃまた……どういう意味で？」

　少なくともあんな気味悪いほどの美形ではなく、あれほど酸素か何かのようにニコチンも吸わない。

「お前は人間同士の争いが好きなのであろう」

　奪うばう。殺す。泣く。叫ぶ。

　そこに感情がある。人を除いた他の一いつ切さいの動物が持たぬか、あっても見せぬものだ。魔物もしかり。人だけが内面の全すべてを剝むき出しにして闘とう争そうする。

「そりゃあ物言わない魔物より、さも善人面づらした連中がギャーギャー言いながら殺し合ってる方が好きですが……キラのやつも、そうだって言うんですか」

「理由はちょっと違うようであるがな」

　そのとき、上忍の一人が参じた。

「玄げん室しつにルナス皇女一味が現れました！　城下より地下通路を通ってきたようです！」

「地下だとぉ？　やっぱ魔物程度じゃ足止めにもならねえか……お頭、どうします？」

「ふむ、やはり騎士団を退かせたのはブラフであったな。行ってやれ、幻蔵。鴉カラスだけでは手に余るであろう」

「お頭は？」

「わらわはここで世界の壊れる様を見たい。気が向いたら加勢してやる」
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　混戦。

　まだ壁かべを打ち抜ぬいた土埃も晴れやらぬ中、ルナスは向こうの通路に消えた三人の姿に舌打ちする。

「ちっ、あと一歩か……！　ここは玄室か？　そうだな、間ま違ちがいない」

「へえ、ここが……私はさすがに初めてだ。王族しか入れないって言われてたから」

　パリエルが物もの珍めずらしげに玄室を見回す。レイナーと共に、飛びかかってきた風ふう牙が衆の下忍を両断して、血ち糊のりを払はらうついでに切っ先で指す。

「アレが地上に向かう階段？　で、王子たちが消えたあっちはどこに？」

「いや、あれは私も知らん。以前マヒロと来たときはあんな入り口はなかった。そもそも私がこの城に駐ちゆう留りゆうしていた間、そのような通路の報告はなかったはずだ」

　同じく風牙衆を軽くあしらうルナスの後ろ、零ゼロ号が短たん剣けんで下忍の鉤かぎ爪づめを受け止めながら首しゆ肯こうした。

「おっしゃる通り、あのような通路の存在は調査隊の資料にはありませんでした！」

　カトレアがライフル銃じゆうで風牙衆の包囲を牽けん制せいする。

「そしてこの歓かん待たいだ！　あれこそが正しよう真しん正しよう銘めい、聖せい魔ま杯はいへ通じる道ということだろう！」

「その通りよ。宰相殿どのとマヒロ王子は、すでにあの道の通ずる先にいる……一足遅おそかったようだなカトレア」

　すうっと傍そばを流れた靄もやが一気に密度を増し、白く人ひと影かげを形作る頃ころにはカトレアはその場を飛び退のいていた。

「遅くはない。生憎あいにく私の目的は聖魔杯ではなく貴様の処分だ、白鴉。なぜ裏切った」

「くっく！　今さら聞いてどうする？」

「報告書に書く！」

　カトレアの放った銃じゆう弾だんは、まるで煙けむりを素す通どおりするように白鴉の体幹を突つき抜ける。背後からのパリエルの刃も同様、まるで空を切るがごとくすり抜ける。

　ルナスが振り下ろした七星剣けんは、片手一本の棍で弾かれる。そのまま突き込んでくるのを、今度はルナスが右に左に刃で捌さばく。

「ほう、強いな……！　銃と大たい砲ほうに頼たより切りの共和国にも貴様のような手て練だれがいるのか！」

「くっく、そちらはまるで修しゆ羅ら道の亡もう者じやよなルナス姫ひめ」

　嘲あざけるような声の次には、その姿が霧きりへと溶とけ、斬きり込んだルナスは肩すかしを食ってたたらを踏ふむ。

　カトレアが言う。

「あれはもう我が国の手の者ではありません、ルナス皇女」

「わかっている。それで」

　言いかけたときには、向こうに再び白鴉の姿ができていた。

　梵ぼん字じの描えがかれた覆ふく面めんの下、ひゅうっと口笛を鳴らすと下げ忍にんが隊形を立て直す。

「あいつは不死身なのか？　それとも姿を持っていないだけか？」

「それが……よくわかっておりません」

「おい、ＣＩＣの犬なのだろう」

「先のＣＩＣ長官が、それを斡あつ旋せんした魔ま人じん組織と、当の風牙衆との間で余計な詮せん索さくをしないという契けい約やくを交かわしたのだそうです」

　剣を構えたまま、ルナスは顔だけ振り返った。

「アホか」

「私も初めて聞かされたときは同じく思いましたが……、それを補って余りあるほど奴やつの能力は有望です。忍しのび込めない場所はなく、腕うでが立ち、捕ほ縛ばくはおろか発見すらほぼ不可能。そんな存在、野放しにしておくくらいなら形だけでも囲っておこうということだったのでしょう」

　強すぎるというのは、得てしてそういうことだ。結局本人がその気になったら、繫つなぎ止めておく術すべがない。

　白鴉が含ふくむように笑った。覆面を垂らした奥で、飄ひよう々ひようたる声で言う。

「まあそういうことよな。ルナス姫もそこな猟りよう剣けん殿どのに首輪を抜けられた身なれば、あまり言えたクチでもあるまい？」

　ルナスは唸うなって。

「だが飼い主としては私の方が優ゆう秀しゆうだった。横のこいつは生まれ育ちやらを餌えさにしているだけだ」

「おい今そういうこと言ってる場合じゃないよね？」

「では文句を言わずに黙だまっていろ」

「おいレイナー、言ってやれ」

「……」

　言わなかった。

「ほら見ろ野の良ら姫」

「うるさい、今の主人は私だ！」

「どっちが優秀かという話をしているのだ！」

「あの、お二人とも」

　零号が極きわめて冷静に述べた。

「急ぐべきではありませんか。向こうから挑いどんできません」

　進もうとしないのなら、いたずらに血を流す必要もない。進ませないことが彼らの任務なのだから。目的は、聖魔杯が蘇よみがえるまでの時間稼かせぎ。もしくは……。

「よう鴉、まだくたばっちゃいねえか」

　もしくはこの増ぞう援えんまでの時間稼ぎもあったか。階段の方から降りてきたのは何やら汚きたならしい長ちよう髪はつをしたチンピラ風の男だったが、素す肌はだに革かわのベスト一枚、開はだけた前から覗のぞく体付きは並ではない。

「くっく。お姫様方は意地の張り合いにお忙いそがしいと見えてな。物珍しさ故ゆえに見物していたところよ」

「そうかいそうかい。お姫様らしくお城で踊おどってりゃあいいものを、まーだ鎧よろい着て傭よう兵へいなんぞやってんのかパリエル団長」

「生憎これが私の夜パー会テイー服ドレスでね……！」

　まんざらでもなく麒麟に言ってから、パリエルはルナスへ告げた。

「あれが麒麟だ。霧にはならないけど、どこまで刻んでも死なないから気を付けろ」

「なるほど、ユリカ姉の言っていた奴か」

　こちらの目的はマヒロの救出。

　リミットは聖魔杯の復活まで。

　無視して進めぬのなら多少時間をかけても無力化するしかないと、ルナスは気を引き締しめた。

　だが敵は何が弱点かもわからない霧の忍にん者じやと、不死身の忍者。ただでさえ身軽な上に、ダメージをものともしないから鎧を着ける必要もないのだろう。殺せるならば簡単な話だが、そう簡単には行かぬらしい最悪の相手だ。

「その節は姉が世話になったそうだな。お礼にたっぷりと踊らせてやるぞ」

「へっ、言ってくれるじゃねえか。銀ぎん髪ぱつ鬼きとちんちくりんには素す性じようが知れちまってるからな……最初から飛ばして行くぜぇッ！」

　麒麟は取り出した注射を自身の首筋に打ち込む。と、瞬またたく間まにその肉体が、禍まが々まがしいほど不自然に隆りゆう起きし始める。

　麒麟も白鴉も無言であったが、視線の動きと気配から、こちらに集中するつもりだとルナスは察し、身構えた。

　同じことを悟さとったパリエルがガードに入ろうとするのを、上忍と下忍の小隊が包囲する。その助すけ太刀だちにレイナーも加わる。

「おらぁ!!」

　正面から振ふり下ろされた麒麟の鎌かまを、ルナスは七星剣で受ける。忍の暗器らしく小ぶりであるが、硬かたい。重い。強い。そして冷気が足元をすり抜けるのを感じたときには、背後に気配があった。

「後ろだ！」

　と、雑ざ魚こを相手取りながらパリエルが叫さけぶ。

　ルナスもわかってはいるが、二正面。これは麒麟の初手を受けた時点で、そうなるような戦術なのだ。

　カトレアが援えん護ごに銃弾を連射するが、麒麟の肉の鎧にはまるで通じない。そして零号の刃やいばも、やはり白鴉をすり抜けてしまう。

　と同時、ルナスは白鴉の棍で背を打たれ、床ゆかを転がった。安直に的の小さな頭を狙ねらわない辺りは、見た目にそぐわぬ堅けん実じつさと言うべきか。だがルナスはそれを無視して、とにかく麒麟の立ち位置を見み逃のがさぬようにする。

　捉とらえどころのない白鴉の動きに痺しびれを切らし、先に片付けようとしたところで、麒麟が本命の一いち撃げきを打ち込んでくるに違ちがいない。

「ひゃはは！　さすが帝てい国こくの戦いくさ姫ひめは踏んできた場数が違うらしいな！」

「そうとも、とっくにお見通しだ！　次は何を見せてくれる!?」

　だからあえて麒麟を狙った。ルナスから刃を振る。最初こそ軽めに打ち込み、麒麟に受けさせる。受けたと見るや一気に押し込み、その場に押し留とどめる。

「うっ、ぐ!?」

「さあ！　次を見せてみろ！　見せねば貴様の眉み間けんが割れるぞ……！」

「からぁすッ!!」

　麒麟が叫び、再び死角から、今度は頭部目め掛がけて白鴉の棍が振ふるわれた。それをルナスは首の動きの紙一ひと重えでかわす。平らかな剣と違い、円柱が高速で空気中を動けば乱気流が多く発生する。つまり唸り音がする。気配と合わせて聞けば、かわすのは容易たやすかった。

　一度行き過ぎて胴狙いに来たところを、ルナスは片手一本で摑つかみ取った。

「ぬぅ！」

「私を殺したければ殺すための得物で来い！　物もの干ほし竿ざおで貫つらぬけるのは洗せん濯たく物ものだけだぞ！」

　笑い、ルナスは棍から白鴉を振り解ほどいた。そして次の踏み込みで麒麟目掛けて振り下ろすが、ガードした鎌に弾はじかれ、棍は思うさま床を打ち砕くだく。

　しなり、跳はね上がったところを、白鴉に奪うばい返され、次の一撃からはルナスが防ぐことになる。

　麒麟は後転、側転、宙返りして自身の獲え物もの、奈な落らくという名の鎌を拾って呻うめいた。

「なんてぇ馬ば鹿か力ぢからしてやがる……！　いくら帝国の血統書付きだからって普ふ通つうじゃねえ」

「総代よ。これは鎧がまずおかしい」

　根元も先せん端たんもない棍の手数の多さでルナスを圧あつ倒とうしながら、白鴉が言った。

「尋じん常じようならざる魔ま力りよくにものを言わせて、全身の鎧にそれを巡めぐらせているのだ」

　そう、普通は小手先、爪つま先さきまで覆おおうようなフルアーマーを着て、こうまで自在に動けるものではない。故に高級な鎧の中には、ただ重い素の板金鎧、それ自体が何らかの魔力を帯びた鎧、あるいは込められた鎧、等様々あるが。

　ルナスの場合は自己の魔力を導通させることで、それを制せい御ぎよしている。魔力を通した分だけブーストがかかっているのだ。防ぐにしてもどこを狙われるかを読めれば、その部分だけ特に強化することもできる。先ほど白鴉の攻こう撃げきを摑み取れたのも、そうと読んでいたからだ。

「だが速さより力に振れているのが性分よな。とんだ猪いのしし武む者しやよ」

「否定はしないが貴様、なぜ息が上がらないっ……！」

　これほどの竜たつ巻まきの如ごとき勢いで棍を振り回しているというのに、くっくと不気味に喉のどを鳴らす音が未いまだに聞こえている。打ち合いの中でも、不自然なまでに息いき遣づかいというものが伝わってこない。

　喋しやべってはいるが、息をしていないというのであれば、そもそもこの男は……。

（しまっ……!?）

　踵かかとが退さがらない。わずかに考え込んだ隙すきに、ルナスは壁かべ際ぎわまで追いやられていた。

「くっく！　さあ金かな床とこだ！　まず一つ！」

　白鴉の突つきが胸当てを打つ。だがその衝しよう撃げきは鎧の表層のみならず、ルナスの胸から背に駆かけ抜ぬけた。

「がはっ……!?」

　ルナスが血を吐はくと同時、胸当てが砕け散る。背にした壁などは、鎧よりも大きくヒビが入っていた。

「足を止めるな！」

　というパリエルの助言が聞こえるが、そういうことができる状じよう況きようではない。向こうの忍衆も精せい鋭えいを引き連れているのだろう、パリエルとレイナーの二人をしてもこの短時間ではまだ片付かない。カトレアと零号もどうにかこちらに割って入ろうとしているが、まず包囲を崩くずせない。

「二つ、三つ！」

　白鴉がビリヤードでもするような軽さで、ルナスの肩かた当あてを砕いた。爪先同士が一歩と離はなれぬ至近距きよ離りではかわしようも受けようもない。近すぎて自じ慢まんの大たい剣けんを振るう余地すらない。

　ルナスは止とどめに心臓か頭を狙ってきたらまたぞろ摑み返してやろうと山を張っていたが、白鴉はそれを先刻承知のように狙いを逸そらす。鎧は壊こわされ、ならば次は小手かと思えば、突きではなく、今さら横よこ殴なぐりに兜かぶとを打ち壊される。

　人を操あやつる術にも長たける、これが忍者の厄やつ介かいどころだった。動きを読み、心を読み、翻ほん弄ろうするのだ。乗せられてはいけないのだが、そうなるまいと抵てい抗こうすることすら織り込み済みで仕し掛かけてくる。

　どうあれこのままではじり貧ひんだ。次で仕掛けてやる。どこを狙ってくる。

「七つ！」

　心臓！

「摑まえたぞ!!」

　ルナスはすんでの所で棍を摑み上げ……それが罠わなだと気付いた。そもそも律りち儀ぎに、一つ二つとカウントなどしている時点でおかしかったのだ。それまで数えていたからといって、その次のカウントでも白鴉が攻撃しなければならない道理がない。

　煙けむりのようになった白鴉の体を通り抜けて、麒麟が現れる。下げ卑びた笑え顔がおで鎌を振り上げた。

「もらったぁ!!」

「殿でん下かッ！」

　零号が無理に風ふう牙が衆の包囲を押し通る。腕うでや顔を深く斬きり付けられながら、ルナスの前に身を挺ていした。そして麒麟が振り下ろした鎌の刃は、その背を通って腹まで貫く。

「野や郎ろう、余計な真似まねを……！」

「大義[image: !!!]」

　麒麟が零号から鎌を引き抜くより早く、ルナスは拳こぶしで麒麟の顔面を打ち砕いた。自慢の薬液も、頭骨や脳のう髄ずいまでは強化できなかったのだろう。

　これで一匹ぴき。

　死なずとも、動けるまでに再生するには時間がかかると下の姉が言っていた。ならば殺せずとも、壊せば時間は稼げるということだ。

「くっく、総代殿どのがやられたのでは分が悪い」

「貴様、逃にげるか！」

　ルナスが言う間に白鴉がまたも霧きりへと溶とける。そして今度の霧は煙えん幕まくのごとく視界を遮さえぎりながら、玄げん室しつ中に広がり始める。

　それがどうした。

　姿形がどうあれ、獅し子しに背を向けた以上は獲物に過ぎぬ。

　七星剣の由来となる宝玉、その七つ全すべてに魔力を導通させる。

「下がれレイナー！」

　とルナスが言った視界の端はしで、レイナーが目を丸くしたパリエルを抱かかえて地面に転がった。カトレアはすでに霧を警けい戒かいし、先に通ってきた通路の中。

　ルナスは倒たおれた零号を背にして叫ぶ。




「エクスキャリバー・ブレイジング!!」




　玄室の端から端までを、光こう輝きの剣が横薙なぎに蹂じゆう躙りんする。切っ先に沿って走った純白の光線が光の面を成し、そこから光は天地に充じゆう満まんし、炸さく裂れつする。玄室を覆う石床が風圧に負けて剝はがれるかのごとく、沸ふつ騰とうして捲めくれ上がる。

「さあ次はあるか!!　あるならば何を見せてくれる、風牙衆ども!!」

　玄室だった地下空間に響ひびき渡わたるのは、グランマーセナル帝国第三皇女の怒ど号ごうのみ。鉤かぎ爪づめを付けた上忍下忍の類たぐいは、見る影かげもない。

「くっく……ふ……、これほどとはな……閉所であれば勝てると踏ふんだが……まったき暴力の化け身しんよ……」

　半身になった白鴉はその名とは裏腹に、覆ふく面めんも衣ころもも自身の血で真っ赤に染めて転がっていた。

「ふん、やはり魔法には弱かったようだな」

　カトレアが再三の土つち埃ぼこりに咳せき込みながら、通路の方から現れた。白鴉へ油断なく銃じゆう口こうを向けたまま。

「……やはりとはどういうことですか、ルナス皇女」

「霧になるということ自体がヒントだ」

　ルナスは足元にうずくまっている零号へ、治ち癒ゆ魔法を施ほどこしながら答える。鎮ちん痛つうを施しながら鎌を引き抜き、止血魔法に切り替かえる。

「常に至近距離でのみ姿を確かにする……いきなり間近に姿が見えたら、誰だれだって手近な武器で戦うだろう。呪じゆ文もんを唱えるどころか、驚おどろいて精神統一する暇ひまもあるまい。つまりそうして魔法で攻撃させないことがこいつの戦法だったのだ」

　並の魔ま法ほう剣けん士しでも、剣に魔力を込める暇もない。アークセラのような並以上の者には、そもそも近付かなければいい。

「そして離れたときは霧になって姿をあやふやにしているのか、霧だけ撒まいて実体化しているのか知らんが……場所が悪かったな、鴉とやら」

「しかり、しかり……。あるだけの空間を全て灼やかれたのでは、たゆたうだけの霧や霞かすみに逃げ場もなし。くっくっく……」

「その割には大した余よ裕ゆうだな。貴様は何だ。人やバケモノはそうまでなったら口など利きかぬものだ」

「……我とはそれよ……御み仏ほとけの罰ばつも、これにて……一貫の終わりと……な……」

　指すための手指もない白鴉が、何を示しているのか理解できない。一面に残っているのは上忍下忍の灰か、その焼け残りと、二つに折れた棍こんだけだった。

　そしてそれきり、白鴉の体も溶けて消えた。霧にはならず、どこにもなくなった。

「……具合は？」

　零号の容態をパリエルが尋たずねる。ルナスはかぶりを振ふった。

「生憎あいにく、治癒術は専門ではない……。傷が深すぎて、私では止血が追い付かん……」

「……お気になさらず、殿下……随ずい分ぶん楽になりました……」

　と、彼は口の端はしから血の泡あわを流しながら言う。

「どうぞ、先にお進みください……」

「わかった。帰ったら父上に言って褒ほう美びと勲くん章しようを取らせる。だから生きろよ」

「……ありがたき、お言葉……」

　立ち上がり、背を向けたルナスへカトレアが言った。

「ルナス皇女、こちらの任務は片付きましたので、彼は私が連れて行きます。上の……城内に避ひ難なんしている中に、医者がいないか探してみます」

「大だい丈じよう夫ぶか？　おそらくまだ、風牙衆やキラの手の者がいるぞ」

　カトレアはポーチのメディカルキットで零号の傷口を洗い、ステープルで簡単に縫ぬい留める。

「その時は考えます。魔物の群れをかいくぐって城下を脱だつ出しゆつするよりは、方法はあるでしょう」

「わかった。では頼たのむ」

　頷うなずいたルナスへ、パリエルは言った。

「いいなら、行こうか」

「ああ」

　ルナスは湿しめっぽく後ろを見ることもなく、マヒロが連れ去られた通路へと走り出す。共に行くパリエルとレイナーの足取りにも未いまだ翳かげりはない。

　その後ろ姿を目で追いながら、零号は呟つぶやいた。

「……見たかった……な……」

「何がだ」

　傷口にテープを巻き終えたカトレアが、彼の腕に肩を入れる。

「さあ立て」

「ぐうっ……！　……何かが起きる……何かが始まる……、そういう歴史の変わり目に……立ち会いたいと思うだろう……。それがたとえあの王子や、この世界の末路であっても……」

　零号を階段へと歩かせながら、カトレアは笑った。

「帝てい国こくのスパイはロマンチストだな」

「……ずっと日ひ陰かげを歩いて来たんだ……表おもて舞ぶ台たいに立ち会うことを夢見るくらい……、何が悪い……」

「大衆小説じゃないんだ、そう簡単に世界が滅ほろびてたまるか。貴様は死なせないし、上に行けばもう一戦か二戦はあるんだからしっかり働いてもらうぞ。そして本国に帰ったら勲章と褒美だけもらって、また日陰者の日々が続くんだ」

　零号も顔色は悪いままだったが、ようやく笑った。

「……ふ……、共和国の諜ちよう報ほう員はドライすぎるな……生きていて楽しいか……？」

「そちらの皇女とこちらの副大統領が会談した。世界はもう変わったんだ。私たちが変えた。帰ったら有給を取ってバカンスだ。楽しいに決まっている」

「……ああ。……その通りだな……それくらいが、俺たちにはちょうどいいのかもな……」
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「は!?　はああっ!?　それで、ルナ様を置いて自分たちだけ帰ってきたんですか!?」

　ライリスが声をひっくり返らせた。

　一方の親衛隊長は平然と答える。

「そういうご命令だ」

「だ……だからってあり得ませんよ！　あり得ません！　無茶をお諫いさめするのが忠臣というものでしょう！　結局あなた方、騎き士し団のそういう甘やかしが姫ひめ様の奔ほん放ぽうな振る舞まいに繫つながり、私たち侍じ従じゆう隊にツケとして回ってくるんです！」

「我々は命令に従っているだけだ」

「そういうのは服従ではなく責任の放ほう棄きと言うんですよ！」

　ヒートアップしたライリスの横で、フランソワが言った。

「まあまあ、ライリス、落ち着きなさい。姫様のお出かけ好きは今に始まったことでもありませんけど……それで、受けたご命令はそこまでですか？」

「いや、ライン要よう塞さいからの増ぞう援えんを待って再突とつ入にゆうせよと仰おおせ付かっている。ヤグラ型以外は雑ざ魚こばかりと言えども、実際あの量だ。掃そう討とうするには我が隊だけでは荷が重い」

　帝国の騎士とメイドの間に、クーデリカはそれとなく割って入った。

「あの……、それでパリエル様と兄さ……レイナーもついて行ったのですか」

「ああ、そうだとも。本当に殿でん下かお一人では問題だが、レイナーの奴やつは相変わらず常じよう軌きを逸いつした強さだったし、そちらの姫もまるで遊んでいる風だった」

　するとメイドの片方がまた言った。

「問題です！　そんなバケモノじみたのと一いつ緒しよだなんて！　ああもう、ルナ様ルナ様……」

　メイドが右往左往しているところに、轟ごう音おんが近付いてくる。

　陣じん地ちに突つっ込んできたのは魔物ではなく、ライナー級……主にヴェロニカで使用されている、大型トラックであった。運転席にもシールドが降ろされ、車両前面とバンパー部分には、撥はねたか轢ひいたかした魔物の残ざん滓しが相当量残っている。

　と、そのキャビンのドアが開き、中から降りてきた純白の鎧よろい姿にクーデリカは驚いた。

「リーゼル王子……！　なぜこちらに!?　解放軍と共に、ヴェロニカの救援に当たるとおっしゃっていましたが……」

「ああ、そっちはもう片付けてきた」

　クーデリカ他ほか、話を聞いていた帝国側の騎士団員らまで目を丸くした。当代最強のＳランク勇者の名は、武を嗜たしなむ者であれば帝国将兵にも例外なく、その人となりまで含ふくめて知られている。

　宗教国家ハイランドの第一王子であり、故ゆえに敬けい虔けんな信徒でもある光の御み子こは、場を読めぬような悪質な冗じよう談だんを言う人物ではない。

「その……片付けてきた、とは？」

「あれだ」

　リーゼルがミスマルカ城下を指差した先、お姫様たちがヤーグラーンとか命名していたあれがのさばっている。

「あれが魔物をおびき寄せている元げん凶きようなんだ。あれさえ倒たおせば、魔物の異常な増加は防げる。すでに現れてしまった残りは、シーナやゲンツ団長たちに任せてきた。それでクーデリカ、パリエルとレイナーは？」

「は……はい、マヒロ王子を救うために先ほど城下町へ突入したのですが……、魔物の量が多すぎるので正面突破を避さけ、ルナス皇女と三人で地下道から潜せん入にゆうしたのだそうで……」

「そうか。一足遅おそかったか……」

　リーゼルがやや残念そうにミスマルカ城を望む。

「わかった、俺はこれからあの二つを倒して城内に向かう」

「ま、待て待て！」

　黒騎士団の隊長らが進み出る。

「当たり前のように言ったが、我らは増援の到とう着ちやくを待つようルナス殿下より命ぜられている。同行はできんぞ」

「大丈夫、もちろん俺一人で充じゆう分ぶんだ」

　何がもちろんかがさっぱりわからない。

　わからないが、勇者はすでに剣けんを手にしている。

　悪質な冗談を言う人物ではない……はずだが、それでもクーデリカは諫めた。

「まさかお一人で向かう気ですか？　いくらなんでも無茶です……！」

「君も知っているだろう。少し前に、マヒロからの手紙をパリエルに見せてもらったことがあった」

「ありましたが……！」

　マヒロと、パリエルと、そしてリーゼルの三人がこのミスマルカで会する。そうしたいか、そうすべきかは忘れたが、そのような内容だったのはクーデリカも覚えていた。

「今後の人類の趨すう勢せいは各国以上に、マヒロと紋もん章しよう、そして聖せい魔ま杯はいの方にある。だから俺は行かなければならない。これは神しん託たくを受けた、勇者としての勘かんだ」

「お……お言葉ですが！」

　クーデリカもまた傭よう兵へい団として、戦いの中で過ごしてきた一員だ。

「いくら勇者といえど、ヴェロニカにおけるリーゼル王子の采さい配はいはいささか芳かんばしくないものでした！　今回おっしゃっていることは、明らかに、それ以上に……しかも勘って！」

「たかが魔物だ。人を傷付けずに戦うより、よほど簡単だよ」

　当たり前のような笑え顔がおで告げて、リーゼルは城下目め掛がけて丘きゆう陵りようを駆かけ下りていった。

　その速度からしてすでに、駄だ馬ばごときでは追い付けるものではない。

　騎士団員らも、啞あ然ぜんとそれを見送るしかなかった。

「し……正気か……」

「だが、ルナス殿下と一いつ騎き打うちをしてまるで退ひかなかったのは見たぞ……」

「……見ろ、もう防護門を抜ぬけた」

「確かに勇者と言えば魔物退治の専門家のようなものだが、だからといって……」

「しかしあの身のこなしであれば、魔物をかいくぐって城に辿たどり着……」

「……ちょ……おい、見ろ……」

　誰だれかが指差した先で、眩まばゆい光が見えた。ルナスが放つそれより幾いく分ぶん青白い、静せい謐ひつな光だったが……かと思うと、ヤグラ型がゆっくりと傾き始める。それはクーデリカがここで最初に見たのと、同じ光景だった。

　押し黙だまった隊長に、クーデリカは尋たずねた。

「……あれはもちろん、強いのです、よね？」

「殿下と、レイナーと、そちらの姫と、我ら……総そう掛がかりで最初のあの一体のみだ」

　別の騎士が曰いわく。

「強い……はずなんだがなぁ……」

　そうこう話している内に、もう一体も傾き始めていた。
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「……二体だけか。いや、パリエルたちが倒した分も含めて三体……」

　今しがた地に沈しずんだヤグラ型を踏ふみ締しめて、リーゼルは大剣を肩かたに担かついだ。ヴェロニカに姉が置いていった、銘めいピースメーカーだ。

　他の魔物は、うろうろしている。手当たり次し第だい襲おそいかかってくるような凶きよう暴ぼう性は潜ひそみ、町の外でよく見る様子に戻もどった。つまりもうこの付近にヤグラ型の魔物はいないということだ。

　そして大通りの向こうにそびえる、ミスマルカ城を振ふり仰あおぐ。各国代表が集つどった会合は、空回りばかりしてひどく大変であったが、そんな苦労がもはや懐なつかしくもある。

　リーゼルは懐ふところにしまっておいた、マヒロからの手紙を広げた。パリエルがレンキスの遺い跡せきで渡わたされたというものだ。

　いつかこのミスマルカの地で再会できれば……と、そのようにしたためられている。字はマヒロの直筆で間ま違ちがいない。もっとも、まさかこのような状じよう況きようを想定してのものではなかっただろうが……。

「けど……こんなタイミングでもなければ、帝てい国こく領になったミスマルカに俺やパリエルが入れる道理もないしな」

　この手紙を見たリーゼルが母ヒルダを問い詰つめると、観念したように教えてくれた。そこには国のためとは言え、我が子を実験台に供した慚ざん愧きと悔かい恨こんも見受けられたが、リーゼルもいちいち責めるようなことはしなかった。

　そのチカラの由来が何であれ、自分と姉は、人々のために戦えるほどに五体満足にこの世に生を受けられた。それ自体感謝すべきことなのだ。

　そしてヒルダは、若きラヒルⅡ世に連れられて、聖魔杯の安置された部屋に通されたことがあったと言っていた。その場所も教えてもらえた。

　リーゼルもハイランド代表として滞たい在ざいしていた際に、城内のおおよその間取りは把は握あくしていた。迷わず聖魔杯の安置された部屋まで辿り着けるだろう。

「よし」

　リーゼルはヤグラ型の残ざん骸がいを蹴けって跳とび、まっすぐにミスマルカ城を目指す。あまりのスピードに、風でも通り過ぎたように背後を振り返る魔物もある。単に勢い任せに殴なぐられ、他ほかを巻き込み転がって道を空けるだけの魔物もある。

　それでも立ちはだかろうとする魔物には、姉の大剣をぶんと唸うならせると、生身の魔物は二つに弾はじけ、機械の魔物はスクラップとなり、骨の魔物は粉と砕くだけた。

　ミスマルカ城が近づく。

　堀ほりは広く、城じよう壁へきは高く、跳ね橋も同じくらい高々と持ち上げられていたが、リーゼルは走ってきた速度を落とさず、堀の縁ふちを踏みしめ、蹴った。全身をバネにして高々と跳ちよう躍やくする。

　そして堀のまだ半ば、城壁の上まであと半分、体が重力に従い始めたところで唱える。

「エアステージ！」

　足下に固化させた大気を、今一度踏み込み、さらに高く跳ぶ。

　そのまま空中で一回転。城をドーム状に包み込む結界めがけて、遠心力を乗せたピースメーカーを振り下ろす。

「シールドブレイク！」

　結界を一部だけ破り、物見塔とうの一角に音もなく着地した。

　一息つき、片かた膝ひざで姿勢を低くしたまま周囲を観察する。

「よかった……どうやら、まだ城内にまでは魔物は入っていないようだ」

　目を凝こらすと庭の片かた隅すみに、風ふう牙が衆らしき忍にん者じやが見張っているのが見えた。その向こうには、避ひ難なんしてきた民たみの姿。

（……中庭か、裏庭の方に集まっているのか？　それとも……）

　マヒロの性格を逆手にとって、人ひと質じちとして集められているのか。一国としては小さなミスマルカだが、城下の住民全すべてが避難しているとなれば何千人は下らないだろう。さすがに自分一人で救出するのは手に余る。下手に手を出せば、余計な混乱を招くだけだろう。

（……今は、マヒロだ）

　リーゼルは腰こしのポーチから不可視化結界の紋章符を取り出し、使用した。

　城壁から庭先に降り立つ。風牙衆がちらほら見回りに歩いているが、リーゼルは風を読むと……庭の草花が揺ゆれるのに合わせて、駆け抜ける。

　階段を一足跳びに飛び越こえ、閉とざされたままの大扉とびらを無視して今度は壁かべを蹴り、その上のバルコニーに着地する。

「誰であるか」

　黒くろ髪かみの女が、こちらに視線を寄よ越こした。

（……気付いた？　俺に……？）

「せーのっ」

　女がどこからか取り出した枕まくらを投げ付ける。

「っ!?」

　いないはずの場所にぶつかったらおかしいとリーゼルがステップを踏んだところに、女が合わせてきた。横よこ殴なぐりの……枕。

　気付かれたのはいい。だが枕というのが不気味に思い、リーゼルは勇者の勘でそれを防いだ。

（なんだっ……!?）

　巨きよ人じん族に殴られたかのような衝しよう撃げき、弾き飛ばされそうになって、バルコニーの手て摺すりに腰を打ち付ける。

「ほう、わらわの一撃を受けて声一つ上げぬとはなかなかであるな。ただの火事場泥どろ棒ぼうではなさそうだ」

　その悠ゆう々ゆうたる微び笑しようは、リーゼルをしても女がただ者でないことを予感させるに充分なもの。会話する気があるのなら、と、リーゼルは結界を解いて姿を現した。

「マヒロはどこだ」

「もう連れて行かれた。一足遅かったな」

　ぽーん、ぽーん、と手持ち無ぶ沙さ汰たにボールでも扱あつかうように、片手で枕を放ほうっている。

「それで、お前は誰であるか」

「俺はハイランドの王子、リーゼル・ファリス・マクラーレン。君こそ、何者だ」

「わらわこそ風牙衆頭領、ケセランパサランである。そうか、噂うわさに名高い最強の勇者か。マヒロ王子を救出し、聖魔杯で世界を救いに来たといったところか」

「そうだ」

　ケセランパサランが呆あきれたように、一度閉口した。

「……ふん。まったく。そうだ、ときたか。大した自うぬ惚ぼれだ。まるで、自分が行けば全て解決できるような言いぐさであるな。だがだめだ。わらわがここを通さぬ」

　彼女が二回、指を鳴らすと、バルコニーの上から、下から、奥の部屋から、通路から、覆ふく面めんし、鉤かぎ爪づめを付けた忍者が蜘蛛くものように静かに現れ、リーゼルを取り囲み始めた。

「なぜだ？　君たちだって、大陸中がどんな状況に陥おちいっているか理解しているはずだ。その片棒を担ぎ、魔王軍に利するような真似まねをして何になる？　人類の滅ほろびた世界で君たちは何をするつもりだ？」

　が……忍者たちは、話を聞いている様子もない。

　答えるのはケセランパサランのみ。

「麒き麟りんと同じことを言うのであるな。だが人類はそこまで脆ぜい弱じやくではない」

「……なんだって？」

　ケセランパサランがリーゼルを指さすと、忍者が一いつ斉せいに躍おどり掛かってきた。

「人類は滅びない、と言ったのだ。わらわがここで邪じや魔まをし、お前を倒たおしたところで人類は滅びはせぬ。逆に言えば、お前がわらわをぶちのめして先へ進み、聖魔杯を手に入れても入れなくても、関係なく世界は続いていくということだ。まあ一助くらいにはなるであろうが、些さ細さいな変化でしかあるまい」

　風牙衆の繰くり出す鉤爪を手てつ甲こうで防ぎ、刀を剣けんで弾きながらリーゼルは言う。

「なぜ、そんなことが言える……？」

「わらわは信じているからな。人類を。嫌きらいではない。むしろ好き。だが、苦境から這はい上がる様が一番好きである」

「……そのために、魔王軍に与くみするような真ま似ねをするというのか？　そんな自己満足のために大勢が犠ぎ牲せいになってもいいというのか……!?」

　リーゼルは襲い来る風牙衆を打ち据すえ、難なく投げ飛ばすが、鍛きたえ上げられたレンジャーたちはまるで痛覚を持たないかのようにすぐに起き上がってくる。

　どうにか傷付けぬまま立ち回り、間合いを仕切り直したとき、ケセランパサランは言った。

「では聞こう、勇者よ。この城に逃にげてきた民草は我が風牙衆の手中にある」

「……！」

　リーゼルは思わず動きを止めた。

「わらわが一声命じれば、何百人かは簡単に死ぬであろう。さてどうする？　無視して大陸全土の全人類のために聖せい魔ま杯はいを取りに向かうか？　だがそのために何百人かを犠牲にするのは、許されることだと思うか？」

「貴様……！」

「ああ、勘かん違ちがいするでないぞ。わらわが答えを聞きたいとか、お前を苦しめたいというわけではない。あくまでもそういう状況で、お前自身がどうするかという話である」

「……そうか。だとしたら、全く意味のない問いだ……！」

　リーゼルは目にも留まらぬ速さで踏み込み、ケセランパサランが瞬まばたきするより速く、その姿を斬きり捨てた。

「っ……。なるほど……、そも、命じさせぬ……かっ……」

　まるで綿の詰まったクッションでも斬ったような滑なめらかで軽い手て応ごたえ。断たたれた女の身体からだからはドロドロと真っ赤な鮮せん血けつの代わりに、モコモコと真っ白な綿毛が溢あふれ出してきた。

「マヒロに何度も教わったんだ。あいつは最大の目標のためには、選びはしても決して迷わない。こうしている間にも、大陸中で尊い犠牲が払はらわれていることを考えれば……そんな話に惑まどわされること自体が罪なんだ」

「……そうか。わらわは人類が好きであるから、人類に頑がん張ばって欲しいのであるが……だから封ふう印いんが解かれるのは嫌いやであるのだが……お前たちの世界だ。やられてしまったわらわは観念して、諦あきらめるとしよう」

　言い終えるとケセランパサランの身体は全て綿毛となり、タンポポのそれのように風に乗ってどこかへと流れていく。

「……っ……、ここは……」

　それまで、まるでどこを見ているのかもわからなかったような忍者たちが、目に生気を取り戻もどし、辺りを見回している。

　それから何か、違い和わ感かんを覚えたように耳を押さえ、被かぶった覆ふく面めんの内側から……ケセランパサランを形作っていたのと同じような小さな綿毛を摘つまみ出して、不思議そうに眺ながめている。

（……操あやつられていた、ということか……）

　かなり深い暗示だったのか、それとも催さい眠みんか。それまでリーゼルを取り囲んでいた忍しのびたちは、最前の様子も覚えていないようにこちらに尋たずねてきた。

「……俺たちはいったい、ここで何をしていた……？」

「恐おそらくだが、全員操られていたんだ。ケセランパサランと名乗る女に」

　その名にすら聞き覚えがあるのか、ないのか。忍者たちは忍者同士で、顔を突つき合わせるようにしている。

　それにしても、彼女は気になることを言っていた。

　人類が好きだから、封印を解かれるのは嫌なのだと。聖魔杯と人類そのものに、なにか関連性があるとでもいうのだろうか。

　不思議な雰ふん囲い気きの……人なのか、魔人だったのかも、今となってはさっぱりわからないが。

　リーゼルは忍者たちへ言った。

「もし正気に戻ったのなら、庭に避難しているミスマルカの民を魔物から守ってはもらえないか」

「だが……俺たちだけでは如何いかんともできぬ。せめて総代の命がなければ」

　そこに部屋の方から女の声がかかった。

「白しろ鴉がらす、それと麒麟という男であれば、地下の玄げん室しつでルナス姫ひめに討うち取られた。もう跡あと形かたも残ってはいないぞ」

「あの総代たちが……!?」

　まさかと息を吞のむ忍者たち。

　部屋の方から現れたのは、傍かたわらに負傷した男を担かついだ女だった。

「カトレア。君もミスマルカに来ていたのか」

「お久しぶりです、リーゼル王子。こちらの方で喧けん噪そうが聞こえたので様子を見に来たのですが……」

「ああ、こっちはもう大だい丈じよう夫ぶだ。……それより、彼は？」

「帝てい国こくの方の諜ちよう報ほう員だそうですが、ルナス姫を庇かばい、その麒麟という男にやられたのです」

　リーゼルは怪け我がをしている男に、ポーチから取り出した薬草とポーションを差し出した。

「使ってくれ。神しん殿でん教団から支給された強力なアイテムだ」

「……そうか、ありがたい……まさか、帝国の日ひ陰かげ者ものである俺が、連合の象しよう徴ちように助けられる日が来ようとは……」

「それはそれ、これはこれだ。今は同じ人類同士、傷付いている者を放っておく訳にはいかないだろう」

　リーゼルは言ってから、再度忍にん者じやたちの方へ声をかける。

「君たちもどんないきさつや、命令があったかは知らない。だが、今は人と人とが協力し合わなければいけないときなんだ。わかってはくれないか」

　位の高そうな一人がわずかな間の後、首しゆ肯こうした。

「……承知した。我が配下には、民たみやお前たちに手を出さぬよう命じておく」

「頼たのむ」

　なんだかんだで時間はかかったが、結果的にはこれでいい。最善のはずだとリーゼルは踵きびすを返し、聖魔杯のある部屋に向けて再び走り始めた。
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　教団領北部に位置する大神殿。

「恐れながら申し上げます！」

　教皇、枢すう機き卿きようの列席する中に参じた聖騎き士しが畏かしこまる。

「魔物の勢いは止とどまるところを知りません！　一両日中にはこの大神殿にも魔物の手が迫せまるやも知れません……！」

　状じよう況きようは逐ちく一いちこの議場に届けられていた。打てる手、考えられる策、逐一出入りする聖騎士に伝えられていた。聖騎士団、異い端たん審しん問もん会ともそのように領内各地で奮戦を繰り広げていた。

　にもかかわらず、状況の好転する報はやってこない。

　枢機卿の一人が、議長でもある教皇クラウディスの方を窺うかがう。

「猊げい下か、こうなればせめて猊下だけでもご避ひ難なん遊ばされませ。この大神殿は私どもだけでもお守り致いたします」

　隻せき眼がんの教皇は、ゆっくりとかぶりを振ふった。

「どこの国にも、いま玉座を空けようという王はいないでしょう。尚なおのこと、この私は神より神殿教団とこの地を預かる身。決して逃げ出すわけには参りません」

「ですが、御おん身みに万が一のことがあればその後の教団が……」

「そのときは、あなたたちがお逃げなさい。そしてよく話し合い、教えを広めるのです。教団の本質とは、領土でも、人でもありません。教えなのです。我々がいま、聖域からの防ぼう波は堤ていとして立ちはだかっているのは、それを伝えるべき人々を守るためなのです」

「「「はい、猊下……！」」」

　頭こうべを垂れる枢機卿の面々の中に、もちろんエミットもいた。

　祖父のかつての仇であったはずだが、自分も一度はこの男に殺されたはずなのだが……どうにも彼は、やはりもう別人なのだ。

「エミット枢機卿」

「あ、はい？　猊下」

「あなたが一番お若い。先の教皇のお孫としての地位もあり、性格も明るく、人望も厚い。あなたは先に預言者様と共にこの大神殿を脱だつしなさい。異端審問会のアズレセウスたちであれば、いかなる魔物の包囲でも突とつ破ぱできるはずです」

　そんなことまで言われてしまう。

「そんな……若じやく輩はいである私ばかりが、そういうわけには参りません。若いだけの私では、えっと……つまりです、仮にもし万が一何かあった場合に、そこまでは人がついてきません。それに、そんな強い異端審問官は、やはり、それこそ、信徒たちを守るためにこそ戦うべきです！……ね、預言者様!?」

　クラウディスよりさらに奥の一つだけある席で、起きているか寝ねているかわからない、白一色のような女が微笑ほほえむ。

「そうですね。エミットは楽しいから、私のそばにいなさいな」

　その傍らに控ひかえる、両目に眼帯をした聖騎士長が呆あきれたように口を曲げる。

「……そういうこと言ってるんじゃねえだろうがよ……」

「暇ひまならあなたも、少し外に出て息いき抜ぬきをしていらっしゃい。クーガー」

　場内が、少しざわついた。

　常に肌はだ身み離はなさぬ聖騎士長に、まさか預言者直々に行けと勅ちよく命めいした。だからクーガーの方が訝いぶかった。

「おい……いいのか？」

「かまいませんよ。私の庭が、少し、鬱うつ陶とうしい」

　表情は穏おだやかだが。

　長く長く一いつ緒しよにいた眼帯の男は、その女の感情が穏やかならざることを察した。

「……この先がどうなるのか、視みえてねえのか」

「視ていません。ＬＩＶＥ大好きだから。でも、大神殿という私のリビングにまで土足で踏ふみ込んでくるのはちょっとムカつきます。リラックスして楽しみたいの。だから、行って、蹴け散ちらしてらっしゃい」

「ああそうかい、視えすぎるってのも難なん儀ぎなこったな。んじゃせっかくだ、俺はちょっくらその辺を回ってくるぜ……」

　そうしてクーガーは散歩でもするような足取りで、ひらと手を振り室を出て行く。

　だが、聖騎士長御おん自みずからの出立である。すでに悲報や絶望的戦況ばかりが飛び込んできている中でも、いよいよ状況が逼ひつ迫ぱくしてきたという思いが枢機卿たちの中で新たになる。

「……ま、ちょっとくらいイライラした方がいいのよ」

　と、横の席のショーペンハウアー枢機卿が鼻で笑ったのを、エミットは聞き逃のがさなかった。自分と同じか、ともすればそれよりも若いように見える美女であるが、預言者と昔なじみっぽい謎なぞの枢機卿。

　そんな彼女へ、エミットは小声で言った。

「あの……預言者様がただならぬお方であることは、私も存じ上げています」
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「どうしたのですか、改まって」

「その預言者様と古ふる馴な染じみらしいショーペンハウアー枢機卿がただならぬ方なんだろうなというのも、薄うす々うすわかっています」

「その、古ふる狸だぬきみたいな言い方はオバサンぽくてあれだけど、うん、実はね、そう、ここだけの話、ただならぬのですけど……やはりわかる人にはわかってしまうのかしらね、そういうただならぬ気配が」

　まんざらでもなさそうなショーペンハウアーへ。

「その、お二人がホントの本気を出されたりしたら……今回のこの大攻勢は、どうにかならないものなのでしょうか」

　なるほどそういうことかと察したように、ショーペンハウアーは微笑んだ。

「……できるとしたら？」

「どうすれば、そのお力を振るっていただけるのか、教えていただけませんか。私にできることであれば、なんでも……」

　しかし皆みなまで言うなと、ショーペンハウアーは頷うなずいた。

「そうですか。ですが実は、そのためにあなたにできることは、あなたはもう全すべてし尽つくしているのです」

「え……？　いえ、ですけど……」

　ショーペンハウアーはもう、エミットの方を見ていない。

「あのときのマリーチは、単純に〝エーテル結けつ晶しよう〟の分を使っただけ。いまの私たちには、基本的に何もできないのです。見て、聞いて、言うくらいしか。たとえ今あなたが命を捧ささげても、クラウディスや他の枢機卿が何をしても、私たちには何もできません。ですが……あなたはすでに、それに匹ひつ敵てきすることを成し遂とげました。勇者ジェスを導き、マヒロ王子に引き合わせ、あの王子の眠ねむっていた心に火を点つけた」

「……我が勇者が……王子様の心に……？」

「そうです。きっと最後はその心根で、この先の世界が決まるのではないでしょうか。もっとも、私はマリーチのように何でも視えるわけではありませんから、それこそ……たぶん、ですけどね」
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「……ふう、予断を許さないとはこういうことかな」

　共和国首都、大統領府官かん邸ていで、各官かん僚りよう機構への通達を終えたアンディ・Ｊ・イエスマンは一息ついた。

　そこから見える街並は昨日、一昨日から変化がない。白はく煙えんも黒こく煙えんも収まる気配がない。曳えい光こう弾だんも引っ切りなしに空を駆かける。戦せん車しや砲ほうと大口径野や砲ほうのパーカッションが、絶え間なく強化ガラスの窓を叩たたき、床ゆかを微び細さいに震ふるわせている。

　昼を過ぎ、一いつ旦たん議会から戻もどってきた大統領、シャックス・ブレグナムがプレジデントチェアに身を預けた。

「終わった終わった。いつもこれだけ素す直なおに審しん議ぎが進めばいいのだがな……」

「それじゃあ民主主義じゃないよ、大統領。大勢の意見をまとめるのは、いつだって難しく、ややこしくなくちゃいけない。時間を要するからこそ、議論というものは常に冷静さを取り戻し、洗練されていく」

　そうでなければ脚きやく本ほん通りの劇場型答弁か、ただの罵ののしり合いだ。そして大たい概がいはそのどちらかであるのだが。

「今はあくまで、非常事態というだけさ」

「その通りだな」

　シャックスは束つかの間の休息にネクタイを緩ゆるめ、給仕に用意させたホットドッグにかぶりつく。

「我らが国防長官は？」

「さっきオフィスの方で見かけたが、忙いそがしさは私たちの比じゃないよ。伝信係に全土からの状じよう況きようを全て速記させて、その書類一枚一枚に命令を速記し返して、本当に全軍を一駒一駒指していたからね」

「士官や下士官の仕事まで奪うばうつもりか……？」

「そ、そんなつもりはっ……！」

　と、後ろ向きで山のような書類を両手に抱かかえて、ドアをしっぽで器用に開けて、セリアーナが入ってきた。

「そんな、楽しんでなんかいません！　国防長官が将しよう棋ぎを指すみたいな言い方は……不謹きん慎しんです！　訂てい正せいしてください、訂正してください、訂正して欲しいんです～っ！」

　アンディはやれやれと苦く笑しようし、彼女の背後を指差した。

「その割には君のしっぽがね、ご機き嫌げんに揺ゆれているんだよ」

「それ以前に顔に出ているがね」

　二人からの指し摘てきに、はっ、と書類を置いたセリアは緩んでいた頰ほおを両手でむにむにし、ふりふりしていたしっぽをしゅっと正す。

「こほん。事態は芳かんばしくないんですよ、お二人とも」

「なるほど。では具体的な戦況はどうなっている？」

　がつがつとホットドッグを食べ進めるシャックスへ、セリアーナは書類の山を崩くずしながらもう一度咳せき払ばらいする。

「こほん、……ホールケーキに喩たとえると、どの町も外側のクリームを舐なめ取られてしまった感じです。村落くらいであればそうでもないみたいですけど、都市部はもう、ボコボコの穴だらけです」

　シャックスが唸うなる。

「身も蓋ふたもないな」

「そうなんです～。こんなの無理ゲーにもほどがあるんです～。移動、増ぞう援えん、補給は全部使用不可、そのくせ敵は無制限のどこまで耐たえられるかサバイバルモードみたいなものです……！」

　また嬉うれしそうに口元が緩みしっぽが振ふれ始めたのを、アンディは再び短く指差す。

「あ、こほん。なので……。入ってくる状況から察するに、中原や帝てい国こく本土に至るまで、もう長くは保もたないでしょう。どの国や地域も、数の暴力に知ち恵えや地の利と言った搦からめ手でどうにか拮きつ抗こうさせている状況です。あと一週間、魔ま物ものの勢いが衰おとろえなければ、我が国も詰つみです」

「……詰みというのは、つまり？」

　アンディの問いに、セリアーナは足下を指差した。

「ここ、キングにチェックメイトがかかります。逃にげ場はありません。大統領。副大統領。あなた方が失われれば、このゼピルム共和国の歴史は終しゆう焉えんを迎むかえます」

「随ずい分ぶんはっきりと言ってくれるね」

「事実だからこそ、そこまではっきり言えるのだろう」

　ホットドッグを口に詰め込んだシャックスは、水で一気にそれを流し込んだ。

　そして一服するまもなく、すぐさまネクタイを締しめ直す。

「俺は閣議に顔を出してくる。何かあればそちらに連れん絡らくをくれ」

「了りよう解かい、大統領閣下」

「いってらっしゃいませ～」

　大統領執しつ務む室に、副大統領と国防長官。

　国防長官は、持ち込んだ書類の山を選より分けては何かを書き付け、お茶を汲くんでは何かを書き付け。

「はぁぁ、すごい～、ウルトラベリーインセインハードヘルモードのリアルタイムリアルストラテジ～です～……♡」

　具体的な意味はアンディにはわからなかったが、こんなに目をらんらんと輝かがやかせたセリアーナは初めてのことだった。

「こんな傾かたむきかけた世界をそれほどに楽しめるんだ……君は人や、魔人や、獣じゆう人じんなんて即そく物ぶつ的な存在じゃあないんだろう？　もっと高こう尚しような、神にも近しい何か……」

「高尚かどうかはともかく、極東地域ではそういう種族として扱あつかわれていたこともありました。教団の言うところのとは違ちがって、宗教観と程度の問題ですけど」

　謎なぞの国防長官が、自らについてこんなに具体的に言げん及きゆうしたのも初めてのことだった。

　なのでアンディはより具体的に質問する。

「で、あるならば……神秘的な超ちよう常じようの力で、魔物の群れを薙なぎ払はらうようなことはできないのかい？」

「はい。それはできません」

　あっさりと言って、言いながらも指令書への書き付けは続く。

　アンディは食い下がるように付け加えた。

「何も私を助けてくれというんじゃない。例えば仮に……そうだな。もし、私が生け贄にえになったりしたら、この国や大陸を救うために、そういうことはできたりしないのかい？」

　ようよう上げたセリアーナの面は、苦笑していた。

「おじさんの人ひと身み御ご供くうなんて、私はあんまり嬉しくありません」

「そうかい。そりゃ困ったな……」

　肩かたをすくめるアンディへ、セリアーナは続ける。

「冗じよう談だんです、お気持ちだけいただいておきますね。まあ、私に限れば元よりこういう頭脳労働の方が得意というのもありますけど……それを抜ぬきにしたって、あなた方は充じゆう分ぶんに強いんです」

「強い？　私たち人間が？」

「はい。目の前で呆あつ気けなく何十万人も死に続けられたら、それは少しは弱気にもなるでしょう。でも、もっと大きな視点で見ればきっとわかります。あなた方人類というのはかつて全人類同士で何千万人も殺し合い、それでもなお平然とこの地球の王者たり得た、そしてあろうことか平和の最果てまで行き着いた、最強の種族なんです。個人個人の力はか弱く思えるかも知れませんけど、コミュニティとしてその力を一つに団結させたときのエネルギーは……それこそ、私たちなんて。だから、弱気にならないでください。最前線の兵士たちはみんな、勝って生きるために戦っています」

「……」

　確かに、弱気になっていた部分はある。むしろこの状況下で気き丈じように振る舞まえる者は多くはないだろう。せいぜい、それを顔に出さないようにするくらいだ。

　だが、それこそが為い政せい者しやの仕事の一つでもある。

「私がこのしっぽを振って助けられるのは、せいぜい、それが届く範はん囲いの何人かでしかないんです。しかも、形なり振ふり構わずそれをしても、マヒロ王子をキラ・アースヴィンスにさらわれてしまいました……」

「ああ、わかったよ。すまなかった。責めているつもりはないんだ。可能性を、片かたっ端ぱしから確かめたいと思っただけでね」

「はい」

　書き付け書き付け。しっぽふりふり。

　アンディは南の方を見た。見える限りは、一面、同じような光景だったが。

「……マヒロ王子は無事だろうか。もしこんな状況で聖せい魔ま杯はいが蘇よみがえったら、伝説の神器は誰だれを選び、どんな奇き跡せきをもたらすんだろうね」

「大だい丈じよう夫ぶです。マヒロ王子は、こんな時代には珍めずらしいほど理性を信じている人でしたから。きっと、悪用させるようなことだけは妨さまたげるんじゃないでしょうか」

　にこにこ。ふりふり。書き込み書き込み。
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　帝都。

「あの……、これは……」

　敵将ではあったが一国の王女、賓ひん客きやくとしてロッテンハイム宮の客室に幽ゆう閉へいされていたアンゼリカは、目の前に自分の鎧よろいが揃そろえられたことを見て、瞬まばたきする。

　瞬きした先に、メイドを連れたシャルロッテ皇女がいる。

「先ほど、そちらにドラゴンが墜おちたのをご覧になりましたでしょう」

　この部屋からも、落ちたままのドラゴンのしっぽが見える。

「はい。すごい音でしたから……その前にこの宮きゆう殿でんにも、何か落ちてきたようでしたが」

　シャルロッテは伏ふし目がちに頷うなずいた。

「はい。正直に申し上げますと、もうこの宮殿も安全ではありません。アンゼリカ王女にはヴェロニカでの戦いくさの成り行きで、人ひと質じちとしてこちらへお出いでいただきましたが、此こ度たびの事態はそれとは事情の異なるものです。どうかこれ以上事態の悪化する前に、身み支度じたくを調ととのえておいてください」

「……状況は、それほどまで良くないのですね？」

　アンゼリカも、この帝国がどれほど強大で、それが擁ようする軍がいかに精強かを知っているつもりだった。そして数日前、初めて噂うわさに名高い帝都を見たときは、祖国では考えられないようなその街並の豊かさに目を見張った。移送される馬車の中だというのに、初めて都会を見る幼子のように終始窓に張り付きっぱなしだったのだ。

　それほどの国が、その軍をしても、都市の状況は。

「先刻、父王陛下が決断を下しました。帝都外周の大半の守備を放ほう棄きし、集めた騎き士し団で打って出る作戦です」

「っ！　ですが……それでは、街の人々は……？」

「現在、上層区と呼ばれる、この中心部周辺に避ひ難なんさせています」

　苦く渋じゆうするシャルロッテの表情に、アンゼリカは察した。通常であればこれだけの大都市の人口を、一部に押し込めるというのは時間的にも空間的にも難しい話のはずだ。

　だが、それをする。

　否いな、できるということは。

「もう、それほどまでに犠ぎ牲せいが……」

「はい。ですから最後の手段として、刺さし違える作戦です。魔物を呼び寄せている、機械型の魔物の存在が多数、帝都周辺に確かく認にんされました。それらを全すべて駆く逐ちくするのが早いか、魔物の群量がこの中心部へ到とう達たつするのが早いかの勝負になります。ですから、アンゼリカ王女は……」

「わかりました」

　アンゼリカは、メイドの手から己おのれの鎧を取り上げた。

「私も戦います」

　それを聞いたシャルロッテは、先に深く頭こうべを垂れた。

「ありがとうございます。そう、おっしゃっていただけますか」

「どうかお顔を上げてください、シャルロッテ皇女。そうは言っても、現げん役えきだった頃ころほどの力を発揮できるかもわかりません」

　面を上げて、シャルロッテはかぶりを振る。

「兵はみな心身とも疲つかれ切っています。せめてお声を掛かけていただくだけでも構わないのです。妹たちと違って何ら戦う力を持って生まれなかった私には、それすら許してもらえません」

「かしこまりました。強い剣けんをお願いします。なるべく大きく、折れないものを。私が使っていたのは、サフィナの陣じん地ちに置いてきてしまいました」

　シャルロッテが背後を振り返り、控ひかえているメイドへ軽く頷くと、メイドは急ぎ足で部屋を出て行く。別なメイドが左右や後ろから、あたかもアンゼリカをドレスで飾かざり立てるかのように手て際ぎわよく、鎧をその身にまとわせていく。

「それで、魔物を呼ぶ魔物は何匹びきいるのですか？」

「えっ」

「えっ？」

　一いつ拍ぱく。

「え……、シャルロッテ皇女。魔物を呼ぶ、魔物が……いるのですよね？」

「はい、います……けど、アンゼリカ王女には帝都の人々を守っていただけるのでは……？」

「はい。ですから、それをやっつけてくれば……守れます……よね？」

　なるほど、ＯＫ、と頭の中を整理したシャルロッテが、整理した内容を口にする。

「あの……大変申し上げにくいのですが、こちらとしましてもお預かりしているだけのアンゼリカ王女の身に万一何かあったらいけませんし、人質を盾たてにしたように見られれば国際社会に対して言い訳できませんので、第一に安全な場所へ避難していただき、もし余よ裕ゆうがあれば残り少なくなった守備隊の士気を上げるために応おう援えんしていただきたいという此度のお願いでして、最前線のさらに先にまで行ってしまわれるのはさすがに我が国としても承服致いたしかねると言いますか……」

「あ、ごめんなさい……政治的な難しい話は母と弟に任せっきりだったもので、あんまり……」

「おうふ」

　横を向いたシャルロッテがぴしゃりと自分の額を打って、随ずい分ぶん何か言いたげな顔をしたが。

「えっと。じゃあ有り体ていに申し上げますが……魔物の軍勢は、強大です」

「まさか。いくら現役を退いたとはいえ、さすがに魔物ごときに後おくれは取りません」

　兜かぶとを目ま深ぶかにしたアンゼリカは、危あやうげな瞳ひとみで力強く微笑ほほえんだ。

「神国の巫女みこである私には、主のご加護があるのですから……！」




　　　　◆




　帝都、西外がい縁えん部。

　すでに幾いくつかが崩くずれた防ぼう護ご壁へきの中の、ある一角。

「魔法隊、放てーッ!!」

「二十秒後に騎士団は吶とつ喊かんを開始する!!」

「打って出るぞぉッ!!　気合いを入れろぉ!!」

　散乱する人と魔物の死し骸がいはほぼ同数という、数と数がぶつかり合う最も凄せい惨さんな激戦区であったが、ここにのみドラゴンがいなかった。天魔将以下の腕うで利ききが総出で帝都中心部の守備に当たり、ドラゴン数十匹を引き付けている今……全周防ぼう御ぎよを捨てた皇帝ネオシスの采さい配はいにより、黒騎士団の主力はこの一カ所に集められていた。

　とかく守るだけではもう後がない。第三皇女より連れん絡らくのあったヤグラ型モンスターの存在も、ワイバーン隊と魔法戦隊の偵てい察さつによって確認された。

　帝都周辺に、およそ五百体。

　ここに搔かき集められたのはそれを撃げき破はするために編成された決死隊、約四千。

「三！　二！　一！　突とつ撃げきぃいいいいいいいいい!!」

「吶喊開始ぃいいいいい!!」

「とぉっかあああああああああん!!」

「さあ死にに行くぞ野や郎ろうどもぉ!!」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ[image: !!!]」

　崩れた防護壁の隙すき間まより帝都の外へと動き始めた隊列の先頭に、遠方や上空から魔物が吐はき出した火球が着ちやく弾だんする。落下までに幾つかの魔法が刺さったが全ては減げん殺さいしきれず、先頭で数十騎が溶とけ、弾はじけ、吹ふき飛ばされる。馬が暴れ、流れが滞とどこおったところに、人の姿形や匂においを嗅かぎ付けた魔物どもが群がりだす。

　だが、魔物の包囲を破って外に出るには、どうあっても集団としての勢いがいる。一いち網もう打だ尽じんにされようとも集団としての突破力がいる。被ひ害がいは、最後の一騎となるまで織り込まれている。

　全騎がそれを承知の上で志願した。

「怯ひるむな!!　動きを止めれば後ろが喰くわれる!!　踏ふみ越こえていけ!!」

「進め!!　進め!!　進めぇええええ!!」

　だが。

　防護壁の上の守備隊から張り裂さけんばかりの声がかかる。




「ドラゴンだぁあああああああああ!!　でかいぞおおおおおおおお[image: !!!]」




　そこから百メートルほど離はなれたところで、防護壁が外側から吹き飛んだ。視界の届かない黒こく煙えん渦うず巻まく空の上から、常じよう軌きを逸いつした巨きよ軀くが急降下し、壁かべを打ち崩したのだ。

　爆ばく音おんにそちらを向いた全員が破は滅めつを直感した。全隊、外へ突破するために表に向かって隊たい伍ごをなしている。その側面、右う翼よく側に。防護壁が崩れ、土つち埃ぼこりの晴れたその場所に、ドラゴンの首が伸のびていた。こちらに向かって顎あぎ門とが開く。高温、高圧縮の炎ほのおのカタマリが喉のど奥に輝かがやき始める。

　命令など聞く暇ひまも下される暇もない。この密集隊形では騎士たちに逃にげる隙間もない。

　随ずい伴はんの重装歩兵が大盾を足下に突つき立て、死を覚かく悟ごしたそのときだった。

「神しん威いであるッ!!」

　町の方から一直線の低てい伸しん弾だん道どうで飛んできた一ひと振ふりの大剣が、水すい晶しよう玉だまのような目玉を易やす々やすと貫つらぬいた。そして怯んだドラゴンの悲鳴が上がるより早く、無地の鎧、青衣の騎士がその頭目がけて馬から飛び移り、目玉から剣を引き抜ぬき、振ふり下ろす。

　地面が弾はずんだ。

　眉み間けんの分厚い竜りゆう鱗りんと竜りゆう骨こつは貫かん通つうを許さなかったが、勢いのあまりドラゴンの頭部が石いし畳だたみの床ゆかに叩たたき付けられ、バウンドしたのだ。地を震ふるわせ、そうして浮うき上がったところに、青衣の女騎士は一回転からのフルスイングで大剣を叩き付け、大木のような喉笛を搔き切った。

「つ……強いっ……！」

「何者だ……!?」

　常軌を逸した強さにざわめく黒騎士団へ、女騎士は再び騎乗しながら叫さけんだ。

「我が名はハイランドのアンゼリカ・ファリス・マクラーレン！　シャルロッテ皇女の命により助すけ太刀だちに参りました！」

「ハイランドの光の巫女だと……!?」

「対魔旅団の軍神だ……!!」

　その名に聞き覚えのある騎士たちが口々にする間に、ドラゴンが新たに作った裂け目から、魔物が怒ど濤とうとなって溢あふれ出してくる。

「ライトニング・ウェーブ!!」

　光の衝しよう撃げき波はが迸ほとばしり、ドラゴンの残骸と共に魔物どもが帝てい都との外へ吹っ飛んだ。流れのベクトルが外に向いた。少なくとも、防護壁の上で戦っていた弓兵や魔法兵たちからはその場所だけ、取り囲む魔物の流れが逆流したように見えた。

「これより打って出ます!!　死にたい者、死んでも構わない者は私に続きなさい!!」

　馬の腹を蹴けって、まさか、本当に単騎でその裂け目から帝都の外へと躍おどり出す。

　それこそがカリスマ。その様子を見ていた者らはまるで天意を得たかのように、反射的に手た綱づなの方向を変えた。

「三陣じん、四陣右う翼よくはアンゼリカ王女へ続けぇ!!」

「そうだ！　そうだ！　ここにいたってどうせ死ぬ!!」

「上等、こっちは元より死ぬ気で志願してるんだぜ!!」

「美人は好きだ!!」

「死んでも食らいついて雑ざ魚こどもに彼女の背後を取らせるな!!」

　表に出たアンゼリカはロッテンハイムの宝物庫に眠ねむっていた中でも一等の大業わざ物もの、銘めいライキヤツチ麦畑ヤー・のイン・聖者ザ・ライで魔物の群れを狩かり進む。道が開け、馬が駆かけられればそこからが騎き馬ばの本領。

「王女、ご命令を!!　我ら地じ獄ごくまでも駆ける所存!!」

「本隊の血路を開きます!!　これより先の二百メートル、見える限りを殺さつ戮りくしなさい!!」

「お安いご用ッ!!」

「蹂じゆう躙りんする!!」

「進めぇええええええええええええ!!」

　皆みな々みな絶ぜつ叫きようし、どこが隙間かもわからぬような魔物の群れに突っ込んでいく。敵も味方もすれ違ちがい様ざまの一いつ瞬しゆんに首が飛び腕うでが飛ぶ。武器を失い、主あるじを無くした馬が彷徨さまよう。

　アンゼリカに続いた数百のうちの半分が、一度の交差で脱だつ落らくする。だが防護壁の出口に群がる魔物の密度も、騎士団の捨て身の体当たりにより相当散った。群れからはぐれた魔物は、防護壁の上からの弓矢、魔法で容易たやすく駆く逐ちくされる。

　アンゼリカは速度を落とさない。そもそもが後ろを振り返らない。遠心力に負けぬよう内側へ低く身を乗り出し、馬の勢いを殺さぬ大きな円えん弧こで、そのまま再度群れの方へと進路を定める。

「なんて速度だ……！　手た綱づな捌さばきも超ちよう一級か……！」

「あれが勇者とは！　まるで戦士をあの世に導くヴァルキュリアだな……！」

「ついてくぜ、行く先はきっと天国に違いない！」

「おう、生き延びるなんて簡単な仕事は他ほかの奴やつらに取っておけ!!」

「突っ込むぞぉおおおおおおおおおお!!」

　蛮ばん勇ゆう、暴勇、前へと進めるのであればありったけの勇気を奮い、声を嗄からして恐きよう怖ふを殺す。恐怖さえ死んでしまえば、いかなる魔物も敵ではない。

「道が……開いたぁ!!」

「全隊、進めぇえええええええええええええッ──!!」

「突撃!!　突撃!!　突撃ぃいいいいいいいいッ!!」

　ついに騎士団が包囲を突破する。

　黒金鎧よろいの精せい鋭えいたち一騎一騎が、矢となり弾たまとなり、怒いかりと復ふく讐しゆうに満ちた怒濤となって躍り出す。

　もう帰れるかどうかもわからぬ帝都など、振り返りもせず駆けていく。




　　　　◆




　ラジオから女性アナウンサーの声。

《ぱかぱぁーん♪　緊きん急きゆう速報です！　ゼピルム共和国のアンディ・Ｊ・イエスマン副大統領とグランマーセナル帝国シャルロッテ・アルセイン・マジスティア第一皇女が非公式に伝信会談を行った結果、停戦と共同戦線を合意したと両国政府から公式に発表がありました！　非公式会談を公式に発表するってよくわかりませんが、こんな事態ですからね！　すみませんうちのスタジオもモンスターに機材とかいろいろされて、ちょーっとジングルとか出ないんですが、仲良しなのはいいことですね！》

　原げん稿こうをめくる音。

《はい、ぱかぱーぁん♪　続いて大陸で戦う全軍、全冒ぼう険けん者、全ハンター、全市民の皆様にお伝えします！　今回のモンスターの大攻こう勢せいは、あるマシンタイプのモンスターが他のモンスターを呼び寄せる元げん凶きようとなっているそうです！　ヴェロニカ周辺ではその全百九十二体をリーゼル王子がやっつけたことで魔ま物ものの増加が止まった模様！　また帝国領旧ミスマルカの帝国騎士団からも同様の情報が入っております！　えー、名前はヤグランです！　町の外周部、また古くからある都市部では地下構造に潜ひそんでいる可能性もあるそうです！　各国各都市とも壊かい滅めつ的状じよう況きようが伝わってきておりますが！　なんとかヤグランを探し出し、優先的にやっつけてください！》

　原稿をめくる音。

《なお、ええと……原稿がない……えっとスタッフがいま怪け我がをしてまして、他に何名か、昨日から戻もどって来ておりませんが……。なので、……頑がん張ばりましょう！　負けませんよ！　人類は！　リーゼル王子は、もうヴェロニカを救いました！　昨日までヴェロニカで戦争してた同士でも、モンスターという脅きよう威いを前にすればきちんと協力できるんです！　なんで最初からそうできないのか、馬ば鹿かみたいですけど!!　でもできたんですから、頑張れますよ！　今、もう少しだけ、頑張りましょう……！　きっとなんとかなるって、信じましょう……！……ＺＺＺラジオのリトラ・ライトが、午後二時をお伝えします……！》







[image: 第四章　争奪戦]




　　　　[image: ]




　長い通路。

　薄うす明あかりだけはある。パリエルの記き憶おくの中で思い当たるのは、紋もん章しようの祀まつられた旧文明の遺い跡せき。紋章それぞれが聖せい魔ま杯はいを蘇よみがえらせるためのものであるのだから、その根幹である聖魔杯が同じようなところに安置されていてもおかしくはない。というか、当たり前か。

「怪我とか、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　パリエルの前を行くルナスは胸当ても兜かぶとも壊こわされ、上は手てつ甲こう以外、鎖くさり帷子かたびらだけになっている。まあそれで麒き麟りんを殴なぐり殺したのだし、鎖帷子自体もただの鉄や合金ではなく、ミスリル銀か何かなのだろうけど。

「私は問題ない。お前たちこそ、雑魚に後おくれを取ったりはしていないだろうな」

「俺は問題ないが」

　珍めずらしくレイナーから口を開いた。

　かと思うと、視線はこちらの持つ長ちよう剣けんを見る。

　パリエルの手にした剣はヴェロニカで、ゼムンへ向かう前にチカから送られた、市し販はんの中では最高級の業物なのだが……いま見るとすでに刃はこぼれ著いちじるしかった。そこに結構な血ち脂あぶらを吸っているので、切れ味自体は新品のときより望むべくもない。城下に突とつ入にゆうしたときには魔物など、バターを熱したナイフで切るがごとくであったのだが。

　風ふう牙が衆の出自となるオオヤシマは、旧文明時代由来のスクラップ、言うなれば質の良い合金がよく採れる。だから風牙衆もそれを使った得物を擁ようしている。手加減無しの殺す気同士で打ち合えば、普ふ通つうこうなる。

「大丈夫よ。なんとかなるってば」

　剣は消しよう耗もう品だ。レイナーの黒の剣のようによほどの曰いわく付きか、ルナスの七星のように強力な魔導皮ひ膜まくが何層にも施ほどこされていなければ、……包丁ですら研とがねば切れ味は落ちていくのだからして。

　ルナスが言った。

「討うつべきはキラとエーデルワイスの二人だけだ、問題あるまい」

「そういうこと」

　パリエルが相あい槌づちする頃ころに、通路の出口が見えた。明るい。広い。先ほどの玄げん室しつよりまだ広いように思えるが、おかげで薄暗い。

　水の音。

　部屋の奥は泉に満たされていた。その縁ふちにキラと、エーデルワイスと、病人のような服で手て枷かせを付けられたマヒロがいる。

　三人が見み詰つめる先に、悪い冗じよう談だんのような光景があった。泉のさらに先。

　数百からの器うつわ。




　杯さかずき。




　金もある銀もある銅も真しん鍮ちゆうもクリスタルもガラスもあるだろう。背の高いもの低いもの口の広いもの狭せまいもの底の浅いもの深いもの。

　それらありとあらゆる全すべての組み合わせのようなものが、壁かべ一面に何段にも並べられている。

　煙草たばこ片手にキラが煙けむりを吐はく。

「……まあ実際、悪夢のような光景とはこのことです」

　眉まゆ根ねを寄せてルナスが言う。

「当然、全部が聖魔杯というわけではなく……」

　パリエルは剣を構えることも忘れて呟つぶやいた。

「この中のどれか一つ、ってことでしょ」

「正解！」

　とマヒロが元気そうに振ふり返った。

「さあ！　さあどうする!?　どうだい!?　意地が悪いだろう、本当に！　ミスマルカ王朝という代々の聖魔杯管理者は！」

「マヒロ！」

　呼んだのはルナスだった。

「貴様、これを知っていたのか！」

「当たり前じゃないですか！」

「それで貴様は、親の首を落とされ、あれだけ生気を失ったようなフリをして、さも国民全員を人ひと質じちに取られたようなツラをして、それでもやはり私を欺あざむいていたのか！」

「そうです！」

　マヒロは笑っていた。心底楽しそうに。嬉うれしそうに。

「それが管理者というものですよ、ルナス様」

「このっ……、蛇へびめっ……！」

「ですがよく考えてください。言われて、脅おどされて、ここにこうして案内して……そこから僕に、どうしろと？」

　何の真剣みもなく、冗談のようにキラが尋たずねた。

「どれが本物なんです？」

「さあ？」

　マヒロの笑え顔がおを、キラが横から蹴けり飛ばした。エーデルワイスが鎖を持っているので、倒たおれることもできなかったが。

　首輪に喉のど輪わを絞しめられながら、それで咳せき込みながら、それでもマヒロは笑顔を崩くずさなかった。

「げほっ、ごほっ」

「あんた妙みように人好きするくせに、人をムカつかせる天才ですね」

　キラの言葉に、なんかそれわかるなー……とパリエルとルナスは共感したが、そういう状況ではないので言わなかった。その代わり。

「王子、冗談を言っている場合じゃありませんよ！　今はもうどこの国も、このままじゃあと一週間、保もつか保たないかって有様なんですから！」

「……そうか……ごほっ。うん……、ルナス様が単身で現れたってことは、帝国をしてもなりふり構っていられないってことだろうし。いや、ミスマルカ城下だけでもあんな風に演出とか、げほっ……幻げん覚かくとかで僕を言い包くるめようとしているのかとも思ったんだが……」

　それはそれで。

　その方が、随ずい分ぶんと幸せな、救いのある話であっただろう。だがパリエルもゼムンからここへ至る道すがらに、幾いくつかの国と町々を見てきた。ルナスたちも同じような光景を、ヴェロニカからこちらに向かうルートで見てきていた。

　そうでもなければ……互たがいがここまで手を取り合うには、過去の遺い恨こんが深すぎる。

　協力してここに至ったのは、今をなんとかしなければ、この先の復ふく讐しゆうも制せい覇はもあったものではないと互いに実感しているからだ。なんとかできる可能性の一つが、聖魔杯でありマヒロであると賭かけているからだ。

「……まさかパリエルが帝国と一いつ緒しよっていうんだから、お互いなりふり構ってる状況じゃないってことだね。そうかそうか……」

「いや、納なつ得とくしている場合じゃなくて……」

「仕方ないだろ、僕はゼムンで気絶させられて、さっき目が覚めたばっかりなんだ。まあ、おかげで今は、だいぶ頭がはっきりしたけどね」

　小さくあくびをするマヒロに、再度キラが尋ねた。

「では王子。世界の危機を実感したところで、教えていただけませんかね」

「……どれかは知らない。本当だ」

　キラが足元で煙草を揉もみ消し、嘆たん息そくした。

「俺だってそう何度も蹴りませんよ」

「僕だって男になんかそう何度も蹴られたくはないよ」

　マヒロは言い直した。

「どれが聖魔杯かは知らない。けど、どれが聖魔杯かを確かめる方法は知っている」

「……方法というのは？」

「持っているだろう？　そのための紋章だ。聖魔杯にかざせば反応し、紋章に秘ひめられたチカラが器に注ぎ込まれる。伝承によれば虹にじ色いろのっ」

　言葉途と中ちゆうで、マヒロは首輪を引き寄せられた。片やに鎖、片やに紋章を五枚広げてエーデルワイスが問う。

「殿でん下か」

「はい」

「わたくしが持っています」

「そうだね」

「わたくしは世界の行く末になど関心がありません。わたくしは、ただもう一度会いたい者たちがいるだけでございます」

「……さっきもキラが、そんなようなことを言っていたけどさ」

「お教えください。わたくしは紋章を渡わたしません。世界を滅ほろぼすためにも使いません」

「冷血女」

　キラの声を無視して、胸むなぐらを摑つかみ上げるように首輪の鎖を引き上げ続ける。

「お教えください、殿下。そのためにわたくしは彷徨さまよい歩いて参りました。情報を得るために風牙にも身をやつしました。その手がかりを摑んだと聞いてグランマーセナルにも仕えました。聖せい魔ま杯はい簒さん奪だつのためにこの国に仕えました。やがて王となるあなたに母として姉として教師として全てを与あたえて参りました。誰だれ彼かれ構わず仕えて参りました。必要な全てを講じて参りました」

「……そうだね。まあ父上よりは、君といた時間の方が長かった」

「お教えください。どれが器でございますか、殿下。叶かなえば、わたくしは殿下の下僕として生しよう涯がいを捧ささげます。世界人類が滅びようとも、わたくしが殿下をお守り致いたします。わたくしにとっては、これが全てなのでございます」

　無表情。

　全くいつもと変わらぬ無表情。

　マヒロは手枷をされたままの両手を持ち上げ、エーデルワイスの頰ほおに触ふれた。

　泉に注ぐ地下水脈の音以外に、全くの無音。無音のまま、パリエルは心身の用意をする。ルナス、キラ、そして他でもないエーデルワイス自身もそうだろう。

　マヒロがどれかを打ち明けた瞬しゆん間かん、全てが決まる。

　そういう気配だった。

　だがマヒロは、エーデルワイスの頰に触れたまま、口の端はしを吊つり上げる。

「……ズルは無しだ、エーデルワイス。探すんだ。あの日。あの日。あの日、あの夜、その姿で、これが騙だますことだと君は言ったな。所しよ詮せんその程度だと僕を笑ったな」

「……」

「今度は僕が笑う番だ。そうだね。でも、じゃあヒントをあげようかエーデルワイス。愛いとしい愛しい僕の母にして姉にして教師にしてお世話係よ」

[image: ]

「……」

　エーデルワイスが、首輪の鎖くさりを手放した。

　マヒロが足を、踵かかとを地に着ける。

「銅ではない」

「……」

　赤しやく銅どう色した杯さかずき、緑ろく青しよう色した杯が一いつ斉せいに爆はぜた。
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「見えたか」

　というルナスの問いに、

「見えた」

　とパリエルは応こたえる。聞くくらいだからルナスも当然見み逃のがしてしまいそうな程度には見えていたのだろう。

　糸だ。ほぼ不可視に近い細さの糸が、エーデルワイスの指先の動きだけで舞まった。十数から数十本。それが一斉に、マヒロの指定した杯を砕くだいた。切り砕いた。

　マヒロが続ける。

「……銀ではない」

　銀色。恐おそらく、鉄もステンレスもプラチナもあったかもしれないが、一言に銀色とくくれるものが全すべて砕けた。

「金ではない」

　金、金メッキ、金きん箔ぱく、真しん鍮ちゆう、そのような色味のものが全て砕けた。

　すると。

　ものの見事に、ガラスか、クリスタルか、樹じゆ脂しか、そのような透とう明めい感かんを保つ杯だけが段上には残る。

「エーデルワイス」

「はい殿下」

「今の中に、聖せい魔ま杯はいが紛まぎれているとは考えなかったのか」

「殿下も必要としているはずでございます。キラに手にさせぬためにわたくしに壊こわさせるなどと、安直なことは考えないでしょう。聡そう明めいな殿下であれば、キラが選ばれぬことを確かく認にんするまでは希望を捨てないはずでございます」

　そうでもなければ。

「そうでもなければ、この小さな国をして帝てい国こくに立ち向かおうなどと、そもそも本気では考えませんでしたでしょう」

「……」

　微び笑しようを浮うかべたままのマヒロに、今一度問う。

「さあ殿下。他ほかには」

「聞いた話だ。伝承だ」

「結構です」

「初代聖魔王は、それをとても壊れやすいように作らせたらしい」

　エーデルワイスの指が、ぴくりとだけして動かなかった。『壊れにくい』のであれば壊そうとしてみれば少しは確かめられる話だ。だが『とても壊れやすい』を確かめるのは至難である。わかりやすく証明してしまえば……手て遅おくれになる。

「だから、金属製はまあ違ちがう。極きよく端たんに薄うすければへこんだり曲がったりはするだろうけど、壊れるというとちょっとニュアンスが違う気がする。なら樹脂でもないだろう。細工の複雑な木工ならそう呼べるかもしれないけど、木はそれこそ樹脂や何かでコーティングしたり、湿度や温度の整ったところで保存してやらないと腐くさったり割れたりしやすいから、こんな地下に保存しておくにはシンボルとして不充じゆう分ぶんだろう。割れるか壊れるかはともかく、その点で言えば……クリスタルよりも、陶とう器きや磁器やガラスかもしれない。でも材質としてのステータス性を加味すれば、やはりクリスタルかもしれない」

　木製や、陶製や、石の杯は元よりない。

「わかるかい？　ただ儚はかないだけの砂の器うつわではないことが重要だったんだ。何よりも美しく、高こう尚しように見えて、その実とても儚いものであることを……聖魔王は言いたかったんじゃないかな。僕は今なら、そんな風に思えるんだ」

「ご託たくは後で結構でございます、殿下」

「ご託は後で伺うかがいますよ、王子」

　ご託は後で、の部分まで、キラと合わさった。

　どうあれ段上に残る透とう明めいな器は、数えるほどしかない。たかが十数個。二十もない。一つ一つ確認することだって充分できる。

　キラが続ける。

「それよりさっきあんた、シンボルって言いましたね」

「言ったっけ？」

「言いましたよ。何でも夢の叶う奇き跡せきの道具に聖魔王は、美しく高尚で儚い、何のシンボルを求めたんですかね？」

「そうやって自ら時間稼かせぎに乗ってくれるとは、嬉うれしい限りだよ」

　キラは煙草たばこを指に挟はさんだまま言った。

「揺ゆさぶりの相手はしませんよ。あんたはこの期ごに及およんでもまだゲームをしているつもりですか。この二日で、もうすでに何十万人かは魔ま物ものに食い殺されているっていうのに、あんたは自分にルールを課しているように見える」

「……ルールって？」

「一つは力に頼たよらない。今までのあんたがやってきたことです。あんたはこの城で目覚めてからこっち、何を見ても言われても、手て枷かせをはずそうとか、首輪を抜ぬけようとした例ためしすらなかった」

「どう考えても無む駄だな足あ搔がきだからね」

「もう一個はそれです。あんた、噓うそをつかないようにしていませんか？」

　マヒロが不意を突つかれたように、作り笑いを浮かべた。

「……大したもんだな、君は」

「そんな回りくどい言い方をされればわかりますよ。誰だれも言わないだけです。いや、こんな状じよう況きようでまさか、そんな馬ば鹿かげた遊びをしていると誰も思ってないだけかもしれませんがね」

　パリエルはルナスと目を合わせて、何となくお互たがい首をひねった。

「あそこの二人は後者のようだぞ」

「あんた本当に、逃にげ出そうとすることが無駄な足搔きだと思いますか？」

「……」

　と、珍めずらしくマヒロが、言葉に詰つまってしまった。

「不利になる証言は黙もく秘ひってわけでもないでしょうが、……どれが本物なんです？」

「……さあ」

「これは噓ではない。とぼけただけです。じゃあ改めて聞き直しましょうか。この残った中に本物の聖魔杯はありますか？」

　マヒロは普ふ段だん言い返すタイミングで口を開き。

　開きかけて。

　声はなく。

　やがて観念したように肩かたを落とした。

「本物の聖魔杯は、この中にはない」

　目の色を変えたが表情は変わらないエーデルワイスが、マヒロの爪つま先さきが床ゆかを離はなれるほど首輪の鎖を引き上げた。

「殿でん下か。怒おこりますよ」

「ぐ、ふふ……っ、う……」

「殿下、聖魔杯はどこかとお聞きしているのです」

　その聞き方ではだめだ。

　もっとも、なぜ自らにそんなルールを課しているかもわからないし、だからこの先もマヒロがそれに従うという確たる保証もないが。

「念のため伺いますが、もう冷血女がぶっ壊した中に混ざってたってことはありませんよね？」

「それは、ぁ、げほ、ない……ぁぐ……っ」

「ないそうだ。放してやれ」

　エーデルワイスは、持ち上げた鎖を放さない。

「おい貴様、マヒロを放せ！」

　見かねたルナスが声を上げた。完全に手中にあるので、手は出せなかったが。

「そいつが力押しでどうにかなる相手ではないことくらい、わかっているだろう！」

「……」

　向けられたエーデルワイスの目はひどく冷たい。まるで、見ず知らずの人間のヤジを疎うとむがごとく。そもそも交こう渉しよう相手として見られていないのだ。

「エーデルワイス！」

　パリエルは言った。

「王子には言葉だけだ！　言葉以外、興味がないんだ！　力を振ふるうような相手は、ゴミかクズぐらいにしか思わない、そういう奴やつなんだ！」

「パリエル……。いえ、もうわたくしの部下ではないのですから、パリスティエル姫ひめとお呼び致いたしましょうか」

　想像以上にぞっとした。

「……気持ち悪いからパリエルでいいよ」

「ではパリエル。殿下を幼い頃ころより見守ってきたこのわたくしより、ほんの数年護衛として共にいただけのあなたの方が、殿下の本質を熟知しているとでも」

「私が熟知しているかはわからないけど、少なくともお前は勘かん違ちがいしている」

　持ち上げた手から首輪付きのマヒロをぶら下げたまま、エーデルワイスが言う。

「殿下は素す直なおな良い子でございました。こうして一睨にらみすれば、わたくしの申し上げることを何でもお聞きくださいました」

「……それじゃ躾しつけじゃなくて虐ぎやく待たいだ」

「ご自由に遊ばされませと申し上げれば、本当にどこへなりとご自由に出歩かれたものでございます」

「……」

　なぜ。

　なんで今、そんな話を。

「わたくしが見み逃のがしたのです。弟でもできたつもりになって、城下の外にまで殿下を連れ立ったあなたを」

「……本当か？」

　とマヒロが言った。

「全すべてを賭かけたと申し上げたはずです。妃ひ殿でん下かを亡なくされた陛下は半ば腑ふ抜ぬけとなりましたが、それでもマヒロ殿下に何かを託しておいでのご様子でした。なのでお心残りであるらしい殿下もお亡くなりになれば、わたくしが妃殿下の後あと釜がまに収まることもできると考えました。聖魔杯の管理者の一族となるために」

　エーデルワイスは再び視線をパリエルへ移す。

「幼子二人くらい、魔ま導どう盤ばんでごく脆ぜい弱じやくな魔物を呼べば充分なはずでした。まさか殿下どころか、国一つ滅ほろびるまでの事態になるとは考えが及びもしませんでしたが」
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「お前がッーー!!」

　待てと制止する声が聞こえた。反はん響きようして、ルナスのものだったか、マヒロのものだったか、怒いかりに髪かみの逆立つようなパリエルの思考では判別もできなかったが。

　マヒロという人ひと質じちのことなど忘れて、パリエルは一いつ閃せんしたが、外れる。器用にマヒロの身み柄がらを振ふり回したエーデルワイスにかわされた。

「殿下を連れ出したのはあなたです、パリエル」

「黙だまれ、何がどうだって構うものか、お前を殺す!!」

　二太刀たちめをやはりかわされる。レイナーが見事に間を割って入り、パリエルの足元に敷しかれていた蜘蛛くもの糸を断たつ。

「姫、冷静になれ。そんな太刀筋で何が斬きれる」

「過去だ!!　私の全てだ!!　あいつが奪うばった私の全てだッ[image: !!!]」

　わかっている。挑ちよう発はつだ。この場を攪かく乱らんしたいだけの罠わなだ。だが、誰が止められる。家族が死んだのだ。国が滅ぼされたのだ。その張本人が今なおここに生きているのだ。

　殺さねばならない。あいつが生きているということは、自分の家族とエルクレセルの崩ほう壊かいを肯こう定ていするということだ。許されない。

「姫っ……！」

「ガキのお守もりは大変だな、色男」

　キラの声と同時に、すぐ後ろでひどい音がした。レイナーにすまないと心の中では思いながら、パリエルは振り返れなかった。

　あと半歩で仕留められる。パリエルは踏ふみ込み、直後にエーデルワイスが鎖くさりごとマヒロの体を盾たてとして引き寄せる。

　……構うものか。

　刃やいばを返す。

「このバカ姫がっ!!」

　ルナスの声と一いつ緒しよに、パリエルは白い光で横よこ殴なぐりに吹ふき飛ばされた。泉の水面みなもに跳はねて転がり、一度沈しずんでからもがいて這はい上がる。

「げほっ！　っはあ、何をする！」

「頭を冷やせ！　バカが！　マヒロを殺してどうなる、くそっ……！」

　見ればレイナーはキラに伸のされた後だった。致命的ではなさそうだが、逆上した自分を守ろうとして相当いいのをもらったのだろう。それにとどめを刺ささせまいと、ルナスはキラと渡わたり合っている。いや、麒麟と白しろ鴉がらすとの戦いで消しよう耗もう著いちじるしいのだろう、押されている。

「早くこっちに来て手伝えバカ！」

「うるさいっ、わかってるよバカっ！」

　水をかぶって頭はほんのり冷えた。まだ濡ぬれた頭から湯気が立つ気分だったが、……わかってはいるが、しかし手前にエーデルワイスがいる。マヒロを連れている。二人でキラにかかれば、確実に後ろから何か仕し掛かけられる。

　目の覚めるような音が響ひびき渡る。レイナーの黒の剣けんを拾い上げたキラが、ルナスの七星を弾はじいた音だ。

「いやはやあんなに可愛かわいらしかったのに、お強くなりましたねルナス嬢じよう」

「貴様は……なんだ!?　何者だ!?」

　片手の指に煙草を挟んだまま、ルナスの剣を片手のみの剣で払はらい、ときに蹴けり込み、ただそれだけで笑えみさえ浮うかべたまま、ルナスを圧あつ倒とうしている。

「ヒトではないな!?　少なくとも魔人がそうまで動けば、気配の残ざん滓しがあるはずだ！」

　魔人の強さの秘密は、魔力にある。ただの人間と同じような姿形だが、魔導力が秘ひめられている。それが力や速さ、丈じよう夫ぶさ、ときにそのまま魔法となって発現される。

　だから全力を発揮したルナスと渡り合うとなれば、カロリーの消費が熱として現れるように、魔力の消耗が残滓となるはずなのだ。

　パリエルが見た限りでも、あの男には……それがない。漂ただよってくるのはせいぜい煙草たばこの香かおりくらい。あの煙草がそれを邪じや魔までもしているのかというほどに。

「ではなんだと思いますか、ルナス嬢」

　キラの攻こう撃げきはとにかく速い。速いだけならまだしも、凄すさまじく重い。

「ぐうっ!?」

　踵かかと落としを、あれだけ厚みのある七星で受けて、なおルナスの膝ひざが沈む。あれでは長くは防ぎ切れまい。一撃もらってしまえばもうアウトだ。ルナスが欠ければ、パリエルとしてもあの二人相手では立ち回りきれなくなる。

「仕方ないっ……！」

　やむを得ずパリエルはエーデルワイスを度外視して、ルナスを助すけ太刀だちするため泉から飛び出した。

「色男ッ!!」

　振り返るということは自覚があるのだろう、走りながらキラの顔面に濡れ手の飛沫しぶきを叩たたき付ける。

（!?）

　目め潰つぶしが効かない。効かないがそのまま刃を振り下ろす。

「なんだッ!?」

　キラの頭まであと数センチというところで、パリエルの剣がピタリと止まる。キラはそれを無視してルナスに対処する。パリエルがいくら力を込めても、それより先に進まない。目の焦しよう点てんを変えると、刀身に蜘蛛の糸がまとわりついている。

「くそっ、そういうことか……!?」

「どっちか一人でいいんだが」

　キラが踊おどるようにルナスの七星をあしらうと、一回転、パリエルの剣を蹴り砕くだいた。衝しよう撃げきにパリエルは横へたたらを踏む。ルナスがキラを狙ねらう。キラは瞬しゆん間かん移動でもするように忽こつ然ぜんと、横へ姿を移し替かえる。

「「!?」」

　パリエルの鼻先めがけて振り下ろされた七星の切っ先を、ルナスがすんでの所で引き留めた。だが不自然にルナスの動きが止まったその一瞬が目的だったように、キラは七星剣ではなくルナスの手首を狙った。

「くっ!?」

　鋭するどい蹴りでガントレットと共に両手の骨が砕かれ、七星が振り落とされる。そのまま無防備な正中線に二発、三発と連撃を叩き込まれると、怪かい物ぶつじみた強さを誇ほこった光こう輝きの剣、帝てい国こく三番姫きもいよいよその場に崩くずれ落ち、動けなくなった。

「はぁ……はぁ……」

　パリエルは濡れ鼠ねずみで予備の短剣に手をかけてはいたが、棒立ちのまま動けなかった。

　キラがまるで息が切れた様子もなく、紫し煙えんを吐はく。吸い殻がらを足元に捨て、ルナスの首元に黒の剣を突つき立てた。

「あんた一人です。パリスティエル王女」

「ちっ」

　パリエルは本気の舌打ちをして、短剣をその場に捨てた。

　ルナスの命は別にどうでもいい。だが目が覚めれば、まだ戦力になる可能性はある。レイナーは……狸たぬき寝ね入いりできるほど器用な奴ではない。諦あきらめたつもりはないが、まずはここまでだ。今はもう動けない。

「聞き分けてもらえて助かります。正直、あんた方三人がそのまま現れたときには肝きもを冷やしましたよ。風ふう牙が衆の無能を呪のろったくらいです。あんたがエーデルワイスの挑発に乗ってくれたおかげで、うまいこと各個撃破できました。感謝しますよ」

　その横で、マヒロを引きずってきたエーデルワイスがルナスの身体からだをあの糸で縛しばり上げる。レイナーのことも、糸を投げ付け、糸でたぐり寄せると、そのまま縛り上げてルナスの横に転がした。

「っ……」

　見ていろ。絶対に後こう悔かいさせてやる。

　私はまだ、動ける。

「……私もレイナーもルナスも生かしてるんだ。何が望みだ」

「ええ。とりあえずそのまま生きておいてください……さ～てマヒロ王子」

　キラが手を広げて大おお袈げ裟さに呼ぶ。

　エーデルワイスに鎖で振り回され、多少目を回した様子だったが、床ゆかの上でぐったり座り込んだまま、それでもマヒロは不敵に笑って見せた。

「……嫌きらいじゃないぞ。君のそういう外け連れん味みなところは」

「光栄です。あんたはあんた自身より、他人だ。およそあんたに最も近しいお二人の姫ひめ君ぎみが、今ここに生きています。言いたい意味はわかりますね？　こちらの望みも理解しているはずです。さあどうしますか」

「……」

　マヒロがルナスを見て、こちらを見て、力なく笑って、項うな垂だれた。

　項垂れたマヒロの顔を鎖で無理に引き上げ、その顔を冷たく覗のぞき込みながらエーデルワイスが問う。

「あなたのことをよく知るというパリエルが次は死にます。ルナス殿でん下かも死にます。何か策はございますか。この状じよう況きようを、それでも言葉だけで覆くつがえせるとお思いですか」

　マヒロは……、頷うなずいた、のだろうか。

「よくやった、エーデルワイス。芝しば居いはそろそろ終わりにしよう。あとはキラ一人だ」

　マヒロの恐おそろしさがここにある。

　キラは顔色を変えた。

　エーデルワイスは生まれ付きのように、眉まゆ一つ動かさなかった。

　流れが変わる。パリエルは何度か見てきたその感覚に従い、息を潜ひそめた。
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「どういう意味でございますか」

「生き返らせて会いたい人がいるような真似まねはもうやめよう。意味がないんだから」

「……」

　エーデルワイスが真意を測りかねるような合間に、マヒロはキラへ問う。

「おかしいと思うだろ？　風牙衆や帝国やミスマルカ、どこへ行っても便利がられて重宝がられるこんな完かん璧ぺき超ちよう人じんが。本当に死人が生き返るなんて馬ば鹿かなことを信じて、聖せい魔ま杯はいなんてあるかどうかもわからないものを追い求めるはずがない」

「王子。誰だれも喋しやべれなんて言ってないんですよ。俺は、どうするかって聞いたんです」

　キラが床から黒の剣を引き抜ぬき、今度はルナスの脚あしに突き立てた。短くルナスの悲鳴が上がる。

　マヒロは、嗤わらっている。

「そんなわけがないんだ。目的のためならそうなりきるというだけで。風牙衆に行けば忍にん者じやにもなりきる。帝国の中では工作員にもなりきる。この国では最高のメイドにもなりきった。……君の目にはどんな風に映っていた？　キラ・アースヴィンス」

「王子」

　キラが、振ふり上げた剣を、今度はルナスの二の腕うでに突き立てる。

　短く、呻うめきが響き渡る。

「……次は心臓です」

「伝説の神器をたかが死人を蘇よみがえらせるために使おうなんて、哀あわれで愚おろかな女に見えていただろう？」

「アウト。さようなら、ルナス嬢」

　キラが三度剣を振り上げる。

「いいさ。ルナス様は僕が聖魔杯で生き返らせる」

　瞬間、エーデルワイスの手首が翻ひるがえった。

　キラがすでにルナスの胸むな元もと目め掛がけて力を込めた剣が、蜘蛛くもの糸に搦からめ捕とられる。エーデルワイスが力ちから尽ずくで糸を引き、キラもまた頑がんとしてその柄つかを手放さない。

「……何のつもりだ？」

「……」

「その王子のハッタリだ。時間稼かせぎだ」

　だが事実でなければ、ああまで悠ゆう々ゆうと構えていられるものだろうか。もちろん、マヒロならそうかもしれない。でも、違ちがうかもしれない。

「そう簡単に使えるものなら、その王子はとっくに使っている。事実使えたとしても、たった一人を救うよりは世界を救うために使う。王子はそういう男だ」

「そう思うかい？」

　マヒロが嗤いながら口を挟はさむ。

「だったらそもそも、人ひと質じちで脅おどす順番が違う。ルナス様は親の仇かたきだ。僕にとってはミスマルカの民たみの方がずっと親しかった。なのにもう半分も殺した？　次は残りの半分だっけ？　君の言う通りだよキラ。大勢の方が僕も堪こたえる。ほら、上の風牙衆に伝えに行けよ。そしたら次のヒントをくれてやる」

「調子に乗るなよクソガキ……！」

「やっと怒おこったか色男。エーデルワイスを冷血女と呼べるくらいには感情があるようで安心した。実際、わかっているはずなんだエーデルワイスは。何でもかんでも完かん璧ぺきそうに見えて、いつも冷めた目をしている。器用だから何でもできるっていうだけで、何事にも本気では取り組んでいない。たぶん、そもそも生きる意味を持っていないんだ。だから自分を何にでも成り代わらせることができたんだろう。生き返らせようなんていうのは、なんとなく意味があるっぽいからそう決めただけの目的であって」

　鎖くさりを持ったままの手で、エーデルワイスがマヒロを殴なぐった。倒たおれそうになったところを、摑つかんだままの鎖で引き戻もどす。

「あまりいい加減なことを申されますと、怒りますよ。申し上げたはずです。わたくしの全すべてだと」

「何が全てだ、いま怒らないのがその証しよう拠こだよ。君にとってはその程度の目的でしかないんだ」

「殿下」

「じゃあなぜキラを殺さない？」

　さあ、また流れが変わった。

　時間稼ぎと称しようして適当ばっかり言いながら、確実に何らかの方向へ場を誘ゆう導どうしている。

　世界が大変だ。ミスマルカの民の半分が殺された。もうそれなりの知ち己きであろうルナスが殺されかけている。

　それでも彼は笑えみを絶やさない。

　それでも彼は計算でものを言う。

　パリエルはマヒロの鋼はがねの意志を思いながら、じっと気配を殺していく。ルナスはもう動けない。レイナーも動けはしない。自分だけが動くことができる。ほんのわずかな機会も逃のがすわけにはいかない。

「ちょっと様子を見てたけどさ、キラと君がどの程度の信しん頼らい関係なのか。君は特定の誰かに入れ込んだりするタイプじゃないからね。そしたらもう死んでる誰かを生き返らせたいなんて言う。もし本当なら、今生きている誰も彼もなんて相当どうでもいいはずだ。だとしたら行動を共にしているのは純じゆん粋すいな利害関係から。案の定カマをかけたら、仲間の行動よりも聖魔杯の動向を優先した。だったらエーデルワイス、もう紋もん章しようは揃そろっている。僕だけがその行方ゆくえと方法を知っている」

「……」

「本当に本当にその誰かを蘇らせたいのなら。聖魔杯の使用に際して、この先確実にその障害となる相手は誰だ？　ルナス様とレイナーはあいつが倒してくれた。パリエルはもう丸まる腰ごしだ。なら、あとは誰が君の邪じや魔まをする？」

　キラが口を開く。

「口車に乗るな。俺は聖魔杯を使いたいわけじゃない」

「なんて言ってるが、今の今まで面従腹背していたやつの本心なんて知れたものじゃない。何十年も全人類を騙だまし続けてきたような奴やつの上辺を、君は信じられるのか？」

　キラが懐ふところからピストルを抜いた。剣けんほどの威い力りよくはないが、魔人としての力を持たない人間同然のマヒロ相手には充じゆう分ぶん、かつ最も簡単な武器だろう。

「もういい。聖魔杯関連はあんたを殺すことで終わりにします」

「確かにあいつは聖魔杯やこの世界についての何かを知っていたかもしれない。だが聖魔杯を蘇らせるためのシステムに。あいつは組み込まれていない」

　発はつ砲ぽう音。

　寸前、エーデルワイスがマヒロを鎖で引き寄せたことで、銃じゆう弾だんは外れる。

「……信じてよろしいのですね、殿下」

「いい加減にしないと僕の頭が首から外れるぞ」

「信じてよろしいのですね」

　マヒロは不敵に笑う。

「生しよう涯がい僕の下僕として仕えると言ったな。なら戦え。もう用済みのあいつを排はい除じよしろ」

「クソガキ、同じ言葉を返してやる。俺にとってもその冷血女はもう用済みだ」

　二発、三発、四発。マヒロを抱だいたエーデルワイスがナイフを抜き、銃弾を弾はじき、銃口をかわして右に、左に、走り、跳とび回る。

　だがそうして糸の緩ゆるんだ瞬しゆん間かん、黒の剣をキラが振り上げる。緩みさえすれば、同じく神器と呼ばれる黒の剣はカンダタの蜘蛛の糸を容易たやすく切断する。

　そうしてキラの意識が完全にエーデルワイスへ向いた瞬間、パリエルは走り出していた。姿勢を低めルナスを飛び越こし様、ルナスの落とした七星剣を拾い上げる。キラに焦しよう点てんを合わせていた自分では気付かなかったが、刀身に埋うめ込まれた宝玉七つが一いつ斉せいに光り輝かがやく。

「っ！」

　キラが振り返った。間かん髪はつを容いれず、黒の剣を横にされたが、構うものか。

「バラバラになれッ!!」

　パリエルは斬きり上げる。黒の剣目掛けて七星剣を叩たたき付けた。ルナスのような白光の爆ばく発はつはなかったが、幾いく条じようもの厚みのない光の線がキラの脇わき腹ばらから入り、こめかみへと貫つらぬき駆かける。

　キラの背後にあった床ゆかから壁かべから天てん井じようまでに、まるで獣けものの爪つめ痕あとのように斬ざん痕こんが駆け抜けた。

　キラは……。

「……魔人か。つくづく目め障ざわりな連中だ」

　そう述べたキラの姿にパリエルは目を見開き、口の端はしを引き攣つらせた。

「……さっきルナスも言ってたけど……そういうあなたは、何……？」

　パリエルはルナスとレイナーを背にして、油断なく七星剣を構える。

　眼前に立つ浮うき世よ離ばなれして美しい男の、いよいよ化けの皮が剝はがれたとでも言うべきか。斬撃が走った直線上に、服は散り、皮ひ膚ふは破れ、肉も裂さけていた。

　だがそこから覗く骨格が、金属のような色いろ艶つやをして、血にしては薄うすい色味の血ち脂あぶらを弾いていた。
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　顔の半分の方が、よりはっきりとその異様が見て取れる。金属製の頭ず蓋がい骨こつに、片側の目ま蓋ぶたは全すべて剝がれていたが、眼球だけは潰つぶれずにクリスタルのような光こう沢たくを湛たたえている。

「人間の……ロボット……なの？」

「……あんたたちがレンキスで見付けたというユートピア級より、少し前の世代のバイオソルジャーです。遺伝子改造で筋繊せん維いを強化し、神経繊維の容量を上げ、骨格をセラミックスチールに入れ替かえるんですよ。安全のために頭蓋骨までそっくりとね。だからついでに顔形まで変わるし、変えられる」

　隙すきを見てエーデルワイスが糸を繰くり、キラの足を搦め捕る。キラがその方向へ手の平をかざすと、光こう弾だんが飛んだ。これは魔ま法ほうだ。

　しかもエーデルワイスと同時、彼女が連れるマヒロを狙ねらう二発同時だった。虚きよを突つかれたエーデルワイスがマヒロを抱だき寄せ、身を挺ていして背にそれを喰くらう。

「エーデルワイス……！」

　エーデルワイスとともに床を転がったマヒロが、その腕うでを抜ぬけ出し彼女を揺ゆする。魔法が炸さく裂れつしたエーデルワイスの背中には、もう服がなかった。皮もなく、肉もひどく破れていた。

「まあ今の時代になってからは、こういう魔法関係のあれもこれもぶち込みましたがね。俺たちは……言ってしまえば、そういうアイドルだったんですよ」

「あ……アイドルって……、あれでしょ。劇場で歌ったり、踊おどったり……そりゃ体は丈じよう夫ぶな方が良いでしょうけど、だからって、そこまで強くする必要があるわけ？」

　問いかけながら、パリエルは視界の端はしにマヒロを捉とらえる。

　ぐったりと生気を欠いたエーデルワイスに呼びかけているが、どうだか。脈のあるなしはパリエルからはわからない。死んでもパリエルとしては万ばん々ばん歳ざいだったが、どうせならキラをもっと追い詰つめてからにして欲しかった。

「戦争や紛ふん争そうがなくなった平和な時代では、純粋な強さが憧どう憬けいの対象だったんですよ。アリーナで一対一で殺し合いをしていた頃ころはまだ良かったが、そのうち人数を集めて武器を持たせて、本当の戦争ごっこをやらせるようになった」

「ごっこって……演習みたいな？」

「それをレーザーブレードとビームガン……と言ってもわかりませんね。真しん剣けんと実弾でやるわけです。俺はそういう戦争ウオーごっこゲームのトッププレイヤーでした」

　マヒロが言った。

「……古代ローマのコロシアムみたいな感じか？」

「そうかもしれませんね。ずっと、遥はるかに規模はでかいですがね。チームがあってリーグがあってシーズンもある、全世界で国際的に行われていたイベントです」

「……死ぬのか？」

「死にます」

　片側だけの表情筋でシニカルに嗤わらうキラが、肩かたをすくめた。

「暇ひまになったり、金を持ったり、平和になったり、とかく余よ裕ゆうが過ぎた人間てのはロクなことを考えないらしい。……まあ、それも良かったのかもしれません。そういう時代でしたからね。俺たちもそういうもんだと教育を受けて、そういう仕事に就ついて、そうやって死ぬのがいいもんだと思って生きてましたから」

　パリエルは首を傾かしげた。

「仕事……って、強制されてたんじゃなくて？　奴ど隷れいだったとか、身分とか、犯罪者だからとか」

　キラが金属ドクロを傾げ返す。

「ではパリエル傭よう兵へい団長はなんで戦争を？」

「それは……、まあ……仕事だからだけど……」

　でも、必要がなければ好きこのんでは戦わない。娯ご楽らくのためにというのとは、意味合いが違ちがう。

「同じです。いや職業として存在する時点で、時代や社会に強制されたと言えるのかもしれませんが……俺たちも、そういう仕事だったんです。生きるために必要なほぼ全すべての仕事は機械とコンピューターに取って代わられ、ただひたすら暇を持て余した人類に興奮を与あたえるために殺し合いをする。目的が違うというだけで、殺し合いという行こう為い自体はそれまで人類がしてきたことと大差ない。コミュニティや国土や資源を保全するのと同じくらい、精神の維い持じと安定が重要視された時代だった、というだけで」

「……誰だれが、そんなアホなことを決めたの？」

「言ったでしょう？　機械とコンピューターです。法律も、ルールも、マナーも……今にして思えばその頃にはもう、人類文明なんてものは機械に乗っ取られていたんですよ」

　パリエルはマヒロを見た。

　エーデルワイスの傍そばでマヒロは目を丸くしていたが、さほど馬ば鹿かげた話だとも思っていない様子だった。

「シャングリラが言っていた。戦力評価のプログラムだか、コンピューターだかが誤って、軍用ロボットや生物兵器の生産が止まらなくなったって」

「どう思いますか、それって」

「どう……って……だから、エラーっていうのか？　そういう……」

「そうですか。まあ、俺も詳くわしいことなんてわからないんですがね」

　そう言って彼は、破れたポケットから落ちた煙草たばこを拾い、一本、唇くちびるが残っている方の歯に挟はさみ、火を点つけた。

　恐おそるべきは、剝がれたような皮下組織が、滑なめらかなスライムのように、徐じよ々じよに金属の骨格を覆おおい、傷を塞ふさぎ始めている。いや、それだけではない。

　パリエルは、いま時間稼かせぎをしていたのはキラの方だったのだと気付く。

「そういうことか、不死身の色男……」

「好きでこんな顔になったわけじゃないんですがね。最初の頃はいい思いもした気もしますが、どうだったかな」

　喋しやべる間にもキラの傷は、最も深かった腹ふく腔こうの部分まで回復しつつある。こぼれかけていた内臓までが、ぞろぞろ、ひとりでに潜もぐり込むように元の場所へ収まっていく。

「すぐに飽あきたんですよ。第一ここまで体が変わってしまうと、人間性というものが乖かい離りし始める。飯を食ってもさほどうまく感じない。酒を飲んでも薬物耐たい性せいと分解酵こう素そのせいでなかなか酔よわない。女を見ても、まあそういうものとしか思わない」

「で、コレなわけ？」

　手の甲こうを見せて指二本立てたパリエルに、同じ仕草で煙草を持ち上げキラは答えた。

「そうです。コレだけがいつでも持ち歩ける、どこでも吸える、なんとなく自分がニンゲンらしいんだと思える……そういう、習慣っていうんですかね。最後の一線なんですよ。好きこのんで毒物を摂せつ取しゆするような愚おろかさによって、そう感じるんです。全てが正しく、何一つ間ま違ちがえないようなロボットじゃないんだってね」

　パリエルは嘆たん息そくした。

　シャングリラと戦ったときも思ったが、人類は、何を、どこまで、繁はん栄えいし、謳おう歌か、したのだろうか。それで、何を得たのだろうか。そして滅ほろびて、今この時代に生きる自分たちに、何を遺のこしたのだろうか。滅びたことによって、それで。……何が。

　目の前にいるのはせっかく夢のような頑がん健けんで美しい体を手に入れたのに、煙草にしか自己の意味を見み出いだせないような、哀あわれな怪かい物ぶつではないのか。

「長々と思い出話に付き合ってもらって感謝しますよ。おかげでほとんど治りました。久ひさし振ぶりなのでリジェネレーターが働くかわからなかったんですが」

「……！」

　パリエルは身構えた。お互たがい時間は稼いだものの、状じよう況きようが好転したのはキラの方だけ。ルナスもレイナーも意識を取り戻もどしていたが、縛しばり上げられたままだ。それをしたエーデルワイスも倒たおれたまま、戦力と呼べるような存在はやはり自分一人だけ。

　必然、キラの攻こう撃げきはこちらへ飛んでくる。

　踏ふみ込み、パリエルは七星剣けんで払はらう。距きよ離りを詰めさせない。向こうはレイナーの黒の剣も持っているが、パリエルが一番恐れているのは爆発的な破は壊かい力を持つ徒と手しゆ空くう拳けんの方だった。丈たけがある大振りの黒の剣と違って、キラの素す手ではとにかく速さと回転数がある。だから懐ふところに入られたら、小回りの利きかぬ七星剣では捌さばききれなくなる。

　それをわかったように、キラは薄うす笑わらいを浮かべたままどんどん大だい胆たんに踏み込んでくる。黒の剣だけでなく、七星剣の腹に手足も当てて払うようになってくる。

　どんどん詰まる。動きが一いつ辺ぺん倒とうになってはだめだ。読まれてはだめだ。

「っく！」

　これは強い。速い。重い。

　変則的に打ち合ったルナスやレイナーが不覚を取ったのもわかる。旧文明からの使者。科学の結けつ晶しよう。終末の破壊神とでも呼ぶべきシャングリラはあれだけ大勢の総そう掛がかりでやっとだったが、旧文明の戦士だったというこの男は自分一人で倒せるものなのか？

　キラの拳こぶしを剣でかわす。キラの蹴けりを剣で払う。

　気付けばこちらが防戦に回り始めている。だがそうなれば、こちらの剣は一本、向こうの手足は四本。一本は黒の剣で塞がっているとはいえ、やはりプラス三本の回転数には圧あつ倒とうされるしかない。

「まず一発」

「っ！」

　パリエルは側頭部に飛んできた蹴りを諦あきらめ、喰らい、その勢いを利用し翻ひるがえり様に放つ。

「吹ふき飛べ!!」

　さっきは無数だった太刀たち筋すじを一本にまとめ、真後ろから力任せに振ふり抜いた。再び、床ゆかから、天てん井じようから、背後の壁かべまで、猛もう獣じゆうの爪つめ痕あとのように斬ざん痕こんが走る。壁が崩くずれ天井が剝はがれる。

　目の前の男は。

「……残念。まだです。あと一息が足りない」

　笑っている。

　片側の上半身、柔やわらかいところはほぼ吹き飛んだ。金属の骨格も千切れている。血にしては薄うすい色の何かが盛せい大だいに流れている。

　だが、キラが無事な方の腕で千切れ飛んだ腕を拾い、元にあった場所に押し付けると、意思ある触しよく手しゆか何かのように、体側と、腕側の筋繊せん維いとが骨格を這はい、互いに結びつき始める。

　色々と死体や、それに類するものを見てきたつもりではあったが、それでもパリエルは吐はき気けを覚えながら聞いた。

「ほんとに不死身……なのか……？」

「死にます。そこまでのマージンがとても広いというだけです」

　死に至るまでの猶ゆう予よが恐ろしく長い。ただの人間であれば、末まつ端たんであろうと大きな血管を傷付ければ助からないこともある。こいつは逆に、腕や半身を失ったくらいでは死に至らないということだ。

　となればあとは正中線、頸けい椎つい付近か、頭そのものか……。

「生命の全てが解き明かされ、神秘でも何でもなくなった時代の技術です」

「なのに、不死ではないんだね、ありがたいよ」

　パリエルの減らず口を、半分ドクロが嘲ちよう笑しようで返す。

「不死身もありますよ。たとえば麒き麟りんは本当のそれです」

「……！」

　パリエルは思わず、キラの視線を追って玄げん室しつへ繫つながる通路を確かく認にんしてしまう。

　だが誰もいない。全くのブラフだった。

　ルナスがあれだけのパワーで焼き払ったのだ。現れるはずがない。再生するにしても、もっとずっと時間がかかるはずなのだ。

「二発」

「がっは……！」

　距離はまだあったはずなのに。意識を逸そらした束つかの間、まるで瞬しゆん間かん移動のように詰つめられ、一撃を食らった。

　胸当てが一発で砕くだけた。肋あばらまでイカレた。口中に溢あふれた血で溺おぼれそうになる。

「ごほっ！　げほっ、ごほっ……！」

「三発。ラストだ」

　キラが黒の剣を振り上げた、そのとき。




「ライトニング・エクスプロージョン──!!」




　天井の中央が光で爆はぜた。ちょうど、パリエルが斬撃で切りつけた部分が砕け、瓦が礫れきと共に、純白の鎧よろいをまとった勇者が片手に剣、片手に何かの杯さかずきを手にして降ってくる。

「マヒロ！」

　一瞬で空間の様相を把は握あくしたリーゼルが空中で身を躍おどらせたまま、マヒロへ向かってその杯を投げた。手て枷かせをされたままのマヒロが受け損そこねて床に転がったのを、エーデルワイスがカンダタの糸で拾い上げる。彼女の意識がそこのみに集中した時点で、ルナスとレイナーを拘こう束そくする糸が消えた。

「邪じや魔まを!!」

　無防備な勇者の着地点で、キラが黒の剣を構える。

　落下の速度に全体重をかけて、リーゼルは両手で握にぎったピースメーカーを振り下ろす。

「おおおおおおおおおおッ──[image: !!!]」

「するなあッ!!」

　キラが黒の剣を振り上げる。
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　火花。




　砕けたのはリーゼルの剣。




　打ち負けたリーゼルは切り裂さかれた鎧の内側から血ち飛沫しぶきを上げ、床に落ちた。だがぶつかり合った衝しよう撃げきは凄すさまじく、キラの手指も耐たえきれず黒の剣を取り落とす。

　それを滑すべり込むようにレイナーが取り上げた。キラが無事な方の指で手刀を作り、愛剣を構えようとするレイナーの懐へ飛び込む。それは移動というより瞬間的な転移。

「死ね」

　キラの手刀がレイナーの胸を貫つらぬいた。

　そしてキラの腕うでが抜ぬけると同時に、レイナーが黒の剣を振り下ろす。

「お前がな」




　上下に一気。




　それはもはや切断の音ではなく、破は裂れつ音だった。踏み込みに床は砕け、あまりの衝撃にキラの体も肩かた口ぐちから股また下したまでが左右真っ二つに弾はじけた。

　目を見開いたキラが、口こう腔こうから鼻び腔こうから、薄い色の体液を噴ふき上げながら仰あお向むけに倒れていく。

　ややあって、レイナーが血を吐きながらその場に膝ひざを突ついた。寸前で上体をひねり心臓はかわしていたが、心臓でなかったというだけだ。無事なはずがない。

　パリエル自身もふらふら目が回っていたが、這うようにその場へ向かう。

「レイナー、レイナーっ……、平気、なわけないけど……！　気をしっかり持て！　リーゼル王子も……っ……！」

　すでにルナスが、横たわるリーゼルに向けて治ち癒ゆ魔ま法ほうを施ほどこしていた。パリエルはとりあえずいつも持ち歩いている薬草など取り出してみるが、リーゼルもレイナーもそういう段階の怪け我がではない。

　おろおろ。

「だから、教養として魔法くらい覚えておけというのだバカ姫ひめ……！」

「だって難しいんだもん!!」

　パリエルの声に、はは、と力なく呼気を漏もらすリーゼル。

「……大だい丈じよう夫ぶ、俺の……傷はそこまで深くない……すぐに死ぬようなことは、ないさ……」

　リーゼルはポーチを逆さにし、市場ではまず見かけぬような色とりどりのアイテム、薬品類を広げて見せた。そのうち一つの小こ瓶びんを自身で口に含ふくみ。

「……ごほっ……、最後の手段の、劇薬だが……レイナーなら、大丈夫だろう……」

「わ、わかりました……！」

　パリエルは小瓶を受け取って、それをレイナーの口に含ませる。

「ほら、薬だ……」

「っ……！　がはっ……！　姫、……っ……」

「ど、どうした!?　苦しいのか!?　苦しいのはわかってるけど……！」

「いや、……恐おそろしく、……苦い……」

「知らない。飲め。姫の命令だぞ」

　パリエルはレイナーの口に、瓶を逆さに押し込んだ。

　マヒロが言う。

「助かったよ、リーゼル。でも杯の部屋がよくわかったな」

「……パリエルからお前の手紙を受け取ったとき、母上に尋たずねたら教えてくれたよ。だから当然、そっちの部屋が争点になっていると思っていた」

　リーゼルの視線が、自分の落ちてきた穴を見上げる。

「まさかそのすぐ下に、こんな地下空間があったとは母上も知らなかったみたいだけど……あの天てん井じように走った傷。あの衝撃のおかげで、足下の空間で何が起きているか、見当がついた」

　そうして見れば、パリエルが放った斬撃は上の部屋の間近まで食い込んでいた。

　マヒロは言う。

「この部屋はもっともらしく作り込まれた、ダミーの部屋。というより元々は上の部屋がダミーで、この部屋の方に聖せい魔ま杯はいが安置されていたと、父上は……」

　ふと、虚うつろな足音に振ふり返る。

「……エーデルワイス」

　パリエルは呟つぶやくが、彼女はまるで何かに憑つかれたように、片手に杯の脚あしを握り締しめたまま、片手で懐ふところから紋もん章しようを取り出した。




　　　　[image: ]




　エーデルワイスはわななく指で杯を持ち上げた。

「私は……」

　胸が潰つぶれそうだ。

　あの日。あの日以来。

　あの日がどの日だったか、もう忘れてしまったが。

　確かに、あまりに長い時間、自分ではない何かになりきって過ごしてきたせいで、自分というものを見失っていた気がするが。

「私はっ……」

　大切な家族のことを覚えている。学校の仲間たちのことを覚えている。はっきりと覚えている。それを覚えていることだけが、自分が自分であることの証明。

「私は、全すべてをッ……」

　魔人というワケノワカラヌモノとして生きた四百有余年の全てを懸かけた。生きられる全てを懸けようと決めて全てを懸けてきた。

　杯だけではない。紋章だけではない。

　その両方が我が手の中にある。

「……」

　冷静になれ、と。

　エーデルワイスは何百年かぶりに、自分に言い聞かせた。何かになり果てているのではない、本当の自分に。

　四百年がんばったんだから。

　失敗しないように。

　邪魔されないように。

　でも焦あせらないように。

「…………」

　エーデルワイスは、こちらを見る誰だれの視線からも遠ざかるように、ゆっくり、ゆっくり、後あと退ずさった。

　怯おびえているわけではない。邪魔されぬように、手にした聖魔杯を胸に搔かき抱いだき、もう片手に原色の起動紋章符を握りしめたまま。

　逃にげ場などない。

　わかっている。

　敵は全てだ。

「待て、エーデルワイス……聖魔杯を返すのだ……！」

　ルナス・ヴィクトーラ・マジスティア。勇ゆう猛もう果か敢かんを体現したような女の子。キラに刺さされた自分すら無視して、リーゼルに治癒術を施している。

「……俺としたことが、状じよう況きようを読み違ちがえた……ってことか……」

　リーゼル・ファリス・マクラーレン。勇者の男の子。確かに紋章はこの場に全て揃そろっていた。だからあの急場、あとは管理者たるマヒロに聖魔杯を預ければ逆転できると判断したのだろう。ルナスに介かい抱ほうされているが、彼もまだまともに動ける状態ではない。

「……っぐ……、う……姫……」

　レイナー・ラングバルト。全てを一方的に刈かり取る猟りよう剣けんの男の子。彼の性しよう分ぶんであれば傷を押しても動くだろうが、本来の精せい彩さいにはほど遠いはず。

「お前はいいから、じっとしていろ」

　起きようとするレイナーの頭を上から押さえ付けて、パリスティエル姫が立ち上がる。

　亡国のお姫様。

　手には七星剣けん。

　光と、不可視、二つの刃やいばを放つ剣けん姫き。

「それを返せ。お前一人のわがままのために世界が滅ほろびるなんて間違っている」

「……返しません」

　四百年がんばったんだから。

　失敗しないように。

　邪じや魔まされないように。

　でも焦らないように。

　慎しん重ちように、見えない糸を放つ。まともな戦せん闘とう能力を有しているのは、今やこの女の子のみ。

　そしてその女の子は、見えない糸を七星剣の一振りで全て断たち切った。その延長線上にて、エーデルワイスの膝から下が斬きり飛ばされた。

「もう、逃げられないんだっ……！　大人しく、聖魔杯を……返せっ……！」

　魔力という魔力を七星に吸い上げられて、ふらふらの女の子。怒いかりの形相。憎にくしみに満ちた瞳ひとみ。

「……ごめんなさい。返せません」

　痛みも遠い。

　もう少しでいい。もう少しだけ生きられれば。

「待、て……！」

　駆かけ寄ろうとした女の子が、その場で膝の力をなくして倒たおれた。あの様子では、斬撃を放てたとしてもまともに狙ねらえないだろう。おぼつかない狙いで一いつ緒しよくたに聖魔杯を断ち切ってしまうような愚ぐは犯おかせないはずだ。

　エーデルワイスは胸の前に聖魔杯を抱いたまま、その杯さかずきの中に紋章を入れた。

「……だって……、もうほかに、わからないのだし……」

　白銀色の杯の中に、五枚がカラカラと、よく澄すんだ氷のような音を立てる。

　青、赤、黄、緑、白。

　五枚のエーテル板が、淡あわい光を湛たたえながら杯の中に溶とけ出す。

「……」

　エーデルワイスはその光景に微笑ほほえんだ。

　何百年かぶりに笑った気がする。

　大戦争が終わり、全て破は壊かいし尽つくされ、そしてキラに出会ったばかりの頃ころは、それでもまだ、怒おこったり、泣いたり、すねたりしていた気はする。

　でも、笑ったのはいつ以来だろうか。




　ああ、うれしい……！




　遺い跡せきより持ち帰った、間違いなく本物であるところの起動紋章、その五枚全てが反応した。

　間違いない。もう間違いない。もう言葉はいらない。いかなる弄ろう言げんにも振り回されることはない。これが本物。これこそが本物。

「これが……、聖魔杯……！　奇き跡せきのっ……！」

　四百有余年の全て。自分の生きてきた意味。

　五色が溶け合いながら、杯の中を美しい虹にじ色いろで満たし始める。

　そして。

　そのまま。




「いただきでス！」




　通路の向こうからまるで忽こつ然ぜんと現れた、頭ず巾きんを被かぶったマッチ売りのような女が、エーデルワイスの手から聖魔杯をひったくった。器用に。中の光をこぼさないように。目にも留まらぬ速さで。

「これが集約器でスか。フムフムなるほどー。これは面めん妖ような……」

「返せ！」

　手を伸のばしたエーデルワイスの顔を目一いつ杯ぱい蹴け飛とばし、マッチ売りはケタケタする。

「ご苦労様でした、キラ・アースヴィンス！　なんということでしょう、あなたは尖せん兵ぺいとしてのミッションをフルコンプリートしたのです！　あとはほっといても人類は自動兵器に片付けられ、緑豊かな地球が蘇よみがえるって寸法です！　さあともに手を携たずさえて西の果てに帰りましょうキラ・アースヴィンス！」

「……お前の、空気の読めなさ加減はっ……、異常だな……っ、ごぼっ……」

　面々がぎょっとして、声の方を振り返る。

　真っ二つにされて、それまでのように回復している様子ではなかったが……まだ、死んでもいなかったのだろう。

　マッチ売りは斜ななめに傾かたむいた妙みようにギクシャクした歩き方で、しかし走る以上の異様な速さでキラの許もとまで歩いてくると、二つに裂さけた体を蹴って、ぐちゃりと一つにくっつけた。

「機械なので空気を読むという意味がわかりませんけどネ！　痛いの痛いの、フライ・ハイ！」

　マッチ売りの腕うでが伸び、触しよく手しゆのように伸びた五指がキラの断面に潜もぐり込む。傷口に見えていた筋繊せん維いが、途と端たんに管虫のように蠢うごめき出す。

「しばらくお待ちくだサイ」

「……っ、余計なことをするなっ……俺は……」

　キラの目には助けられることや治されることに対する感謝や喜びはなく、憎しみや忌き避ひの色が浮うかんでいた。

「脳が無事ならまだ無事な証しよう拠こでス！　ホラホラいつまで寝ねているのでスかキラ・アースヴィンス！　人類が絶ぜつ滅めつしてからがようやく忙いそがしくなるんですからキラ・アースヴィンス！」

「……ふざけるな……。俺はそんなものを望んじゃいない。俺は……」

「……だったら君は、何を望んでいた？」

　マヒロが、問う。

　その手には、乱戦の最中にどこかへ転がった、キラの所持していたピストル。

　それを見たキラが、嬉うれしげに笑う。

「……旧文明時代の俺たちは……俺よりも過去の人間たちは全て、人間同士で殺し合いました……。平和というストレスの解消のために。宗教のために。イデオロギーのために。国家のために。領土のために。資源のために。豊かさのために。生きるために……」

　まだ無事な方の腕をどうにか動かしたキラは、己おのれの体内に潜り込んでいるマッチ売りの、触手のような腕を捕つかまえた。

「……ただ一つ共通していたのは、いかなる理由、目的であれ、敵はいつだって同じ人間だったってことです……。同じ人間という種族同士での殺し合いを余よ儀ぎなくされた我々は、なんだったんですかね……？　強制されたそれを、ときには悪と知りながら戦い抜ぬいた彼らの意思、理性は、なんだったんですかね？　王子……」

　体内に潜り込んだマッチ売りの触手を、キラが引き抜こうとする。みりみり、ぶちぶち、無理な音がする。触手の音か、キラ自身の体組織の音か。表情は真っ白く、生気はなく、それでも己の生死を己で選べる己に誇ほこりと喜き悦えつを浮かべていた。

　その枕まくら元もとに、マヒロは跪ひざまずく。

「……それが、君の理由か。キラ」

「敵の役をモンスターが担になってくれるような簡ラ単クな世界、納なつ得とくが行かないんですよ……。人間は、争う必要があるのなら、人間同士で争わなければ噓うそなんです……。滅びるならせめて、ＮＢＣ兵器のような……人間同士の愚おろかしさの上に滅びるべきなんです……。それすらできないようなものは、もう……俺は……、人類なんて呼びたくないんですよ……」

　そしてキラが、銃じゆうを携えたマヒロを嘲あざける。

「……あんたに……その引き金を、引けますか……？　俺が望んだ人類同士の戦争を、こんな状況になるまで防ぎきったあんたに……」

「無理でス、キラ・アースヴィンス！　この王子は虫も殺せない平和主義者だと」

「大だい丈じよう夫ぶだ」




　パンッ!!




　マヒロがキラの目元に押しつけて撃うった銃じゆう弾だんは、眼球と眼がん窩かの隙すき間まを押し通り、紛まぎれもなく彼の脳のう髄ずいを破壊した。

「簡単なものだよ」

　呟つぶやくマヒロの下で、キラはもう動かなくなっていた。口元に満足げな笑えみを浮かべたまま、呼吸はなく、脈もなく、蠢いていた筋繊維も、もう動くことはなかった。

「知っていたんだ。暴力がいかにわかりやすく、甘美で、だからこそ一度味わったら歯止めが利きかなくなることくらい。あんな、物心付くか付かないかの頃にでも、気付いたんだ。これはよくないって。だから極力頼たよらないようにしてきたんだ」

「なんてことヲ……」

　マッチ売りの伸びていた手が、しゅるしゅると。人の腕の形に戻もどっていく。つまりはもう、死んだのだ。キラ・アースヴィンスという男は。

「ひ、ヒトゴロシ……！」

　ギクシャクと慄おののくマッチ売りの眉み間けんへ、マヒロは銃じゆう口こうを向けた。

「君も大たい概がいとんでもないやつだな。でもポンコツにはその杯は無用の長物だ」

「アッ！　さては差別主義者かッ!?」

　マッチ売りから伸びた手がマヒロの手を摑つかむ。その手指の上から、ピストルを握にぎり潰つぶす。

「ッ!!」

「まったく、だから人間というのは恐おそろしい……！　さあ生きながらにしてスクラップにされる痛みと恐きよう怖ふを知れ！　まあ私は機械なので痛みとかわからないですけどネ」

　そのマッチ売りの腕に、糸が絡からみつく。

　ピンと張った糸を目で追い、足のないエーデルワイスが元げん凶きようだと見ると、マッチ売りは手首から先を握りしめたままのマヒロを引きずり、歩み寄り。

「このっ、人間め!!」

　マヒロの体を振ふり回し、エーデルワイスを打ち据すえた。

「人間め！　まったく！　全くもって人間め!!」

　それ自体が怨えん嗟さか侮ぶ蔑べつの呪じゆ詛そかのように繰くり返し、繰り返しマヒロをぞうきんのように振ってエーデルワイスを打ち据える。

「いい加減にしろ貴様!!」

「お前も人間かッ!!」

　一度マヒロを手放した腕がまた触手のように伸び、しかも砲ほう弾だんのような勢いで立ち上がったルナスを殴なぐり飛ばす。

「ライトニング・ボルト!!」

「お前もか!!」

　マッチ売りの伸びるパンチはリーゼルの放った魔ま法ほうを突つき抜け、リーゼル本人を打つ。

「姫ひめっ……！」

「来るなレイナー！」

「お前もなのか！　このっ、どうしようもない人間どもなのか!!」

　そうして結局、レイナーも、パリエルも、まるで手当たり次し第だいに打ちのめされて、最後にはマッチ売りだけが上体を斜めに傾かしげたまま、器用に聖せい魔ま杯はいの中身をこぼさぬまま、ケタケタとしていた。

「いやー……しかし皆みなさんが人間で助かりまス。弱いですのでネ。漁夫の利でス。おい人間ども。包ほう括かつ的に人類とよぶところの者ども。お前たちの不可思議なところはです」

　そう言って誰だれの返事を待つでもなく、一人ひとり芝しば居いのように聖魔杯を天へ掲かかげて、くるくる回り始める。

「これでスよ、これ。ネ？　これ。とてつもないエネルギーのカタマリでス。なぜこれをきちんと使いこなせなかったのか、私は不思議なのです」

　オルゴールに設しつらえられたゼンマイ仕じ掛かけのバレリーナのように、片足の爪つま先さき立だちでくるくる回る。

「だってそうでしょう？　この集約器も、それを起動するキー・プレートも、全すべてコチラ側の人間世界の中にあったのにでス。こうして起動させれば、これこの通りエラーもなくきちんとエネルギーの概がい念ねんになるのに、なぜあなた方の種族はそれほど自動兵器に怯おびえる一方で、すぐにこれを使わなかったのか。そこがナゾなのでス」

　まるでそこにスポットライトでも当たっているかのように、くるくる回る。

「意思を持ち、それを伝える言葉があり、それを受け取る理性がある人間同士が、なぜ暴力や戦せん闘とう行動などという非効率な方法でコンタクトし続けなければいけなかったのかが、私にはワカラナイ……。キラ・アースヴィンスはああ遺ゆい言ごんしましたが、機械の私にはワカラナイのです……」

「そうかい……」

　振り回されて、肩かたから先がメチャクチャになっていたが、マヒロは笑っていた。

「……キラの気持ちは、君には生しよう涯がいわからないよ」

「機械なので生きていませんけどネ。そしてナイス・アイデヒアを思い付く私。この液状エネルギー体をこぼさないようにしているから動きにくいのだと」

　掲げていた杯さかずきを、そのままゆっくりと傾け始める。マッチ売りはその真下で顔を仰あお向むけていく。

　意図を察したエーデルワイスは、マッチ売りへとか細い声で手を伸ばす。

「やめっ……て、……返、して……！」

「そう！　これが人類の希望の光というのであれバ！　お前たちの敗因はこんなスッゴイ希望の光を後生大事に取っておいたことです！　そのせっかくの希望の光を人間同士の争いのタネにしかできなかった賢くアンワなさイズネス！　それで結局一番おいしいところを敵する私に奪うばわれている愚フーかリツしシユさネスです！　ホンっト馬ば鹿かですねお前ら!!」

　杯が傾く。

　待てと、やめろと、痛みに歯を食いしばりながら、動かぬ体を引きずりながら、口々に言った。そして誰もマッチ売りの言葉に反論すらできない中で……マヒロだけが、嗤わらった。

「吞のんでみろ。君を滅ほろぼすのは間ま違ちがいなくその〝理性〟だ」

　機械人形の動きが止まる。

「……なんでスと？」

「ロクなことにならないぞ。それでもいいなら吞んでみろ」

　他の全員がマヒロの方を注視する。

　それがどういう意味なのか、誰にも判別はできない。

「はいダウトー！　使用されたキー・プレートは全部本物でした、つまりこのエネルギーは本物！　機械の私にダウトは通用しないのでス！　はい頂きまス!!」

　がぱっと口を開け。

　一気に杯を傾かたむけ。




　じゃばーっ。




「ごくん！　おお……！」

　杯に満たされていたのと同種の輝かがやきが、マッチ売りの身体からだに満ち、そして溢あふれ出す。

「ほらご覧なさい私の全身に漲みなぎるこのパゥワー！　私の勝ちです！　人類の滅めつ亡ぼうです！　な、ナント……まさか機械の身でありながらこの私が神に至」




　チュドーンッ[image: !!!]




「……。」

「……。」

「……。」

　マッチ売りが爆ばく発はつ四散した。




　　　　[image: ]




　床ゆかを這はいずったエーデルワイスが、そこに転がるすすけた杯に指をかける。

「……」

　空っぽの杯の中を見て、ようやく、理解したように。

　涙なみだをこぼす。

　あの夢のような虹にじの輝きは失われた。

　もう空っぽだ。もう何もない。

　まるで動かなくなった腕うでをぶら下げたまま、マヒロが言う。

「気が済んだかい……？」

「……済むはずがございません……」

「そりゃそうか……」

　見み渡わたせば、大方生き残ってはいるが満まん身しん創そう痍い。

　その中で、傷や何かよりは力を使い果たしたパリエルがふらふらと歩いてくる。

　その手には、剣けん。

「アホ王子……、怪け我がは……？」

「……パリエル。もう戦うような相手はいない」

「戦う相手はいません……。でも、殺さなければならない相手がそこにいるんです……！」

　俯うつぶせに倒たおれたエーデルワイス目がけて、逆手にした七星剣をやっと振り上げて、そして……。

「やめろっ……」

　体当たりしたマヒロに簡単に倒される。

　肩が抜ぬけて腕の骨がぐずぐずになっているマヒロも、悲鳴を吞むようにしてパリエルの上に倒れる。

「だからっ……ったく、アホ王子っ……！　怪我してるなら、じっとしてろ……！」

「君の国を滅ぼした直接の原因は、僕だ……滅ぼしたのは、僕じゃないか……」

　パリエルはその横よこ面つらをぶん殴って、自分の上からどかす。

「ほんと！　ほんっと、アホだな、お前……！　そういうのは、どうでもいいんだ……！　わた、私がっ……気に入らないんだよっ！　私が……」

「もう、よせ……」

　まだ塞ふさがりきらぬ傷を押したリーゼルが、起き上がったパリエルの肩を捕つかまえる。

　その手をふりほどくようにしてパリエルは泣き叫さけぶ。

「嫌いやだ……！　嫌だ！　嫌だ!!　そのために生きてきたんだ！　それで全て捨てるんだ！　嫌だぁあああああ……!!　私はぁ……こんな私がぁああああああああっ……!!」

　強こわばる指からようやく剣の柄つかを手放したパリエルが、その両手で涙の止まらぬ顔を覆おおう。

　しゃくり上げ、力なく寄りかかるパリエルの頭に手を置きながら、リーゼルは言った。

「……そういう心の弱さを、俺たちは突かれたんだ。憎にくしみ合い、いがみ合う、愚おろかしさが……聖魔杯を奪われる結果につながったんだ……そして結局……結局、俺たちのそういった戦いは、何にもならなかった……」

　苦く渋じゆうを呟つぶやく勇者の横を、ルナスが足を引きずりながら通り過ぎる。

「……抜かせ。何が意思だ。いがみ合い殺し合うのも理性のうちではないか。他人にとやかく言われる筋合いがどこにある。そもそもデク人形の放言など、真に受ける価値もない……」

　それでエーデルワイスの指が乗ったままの、空の器うつわを取り上げる。

「生きているかエーデルワイス？　お前はただでは殺されんぞ。キラのやつが先にあの世に逃にげたからな。その分まで罪を負わされると思え」

「……」

　聞こえてもいないような虚うつろなエーデルワイスを尻しり目めに、ルナスはマヒロの下へやってくる。

「……お前も、よく今日の今日まで騙だましてくれたな。紋もん章しようは消費されてしまったが、この器だけではどうにもならないのか」

「……ほんと、さばけた人ですね。誰の怪我や命の心配もなしですか」

「悪いが世界と我が国の命運がかかっている。ここですることがないのであれば、私は帝てい都とに戻もどらねばならない」

　マヒロは観念したように笑った。

「……器だけでどうにかなるなら、最初から帝国になど負けていませんでしたよ……」

「それもそうか」

「だいたい、それは偽にせ物ものです」

　まるで他人ひと事ごとのような、マヒロの言い方に、全員が振ふり返った。

「……おい貴様。悪いときに、最悪の冗じよう談だんはよせ」

　唾だ棄きするように睨ねめ付けたのはルナスだったが、さらに目の色を変えたのはエーデルワイス。

「殿でん下か……ですが、紋章は全て反応したんです……全て……、間違いなく殿下が遺い跡せきから持ち帰った全て……」

「ああ。これは、父上が聖せい魔ま杯はいを再現しようと作った偽物だ。かつてあった本物に形質を似せたと言ったから、それで紋章の方は反応したのかもしれない……」

　この状じよう況きようで冗談もないと思ったのはリーゼルだった。

「だったら、本物の聖魔杯はどこに……？」

「……そうだね。もう紋章もなくなった。白状しよう。聖魔杯は、ないんだ」

　誰だれも、にわかには信じようとしないような、そういう沈ちん黙もくが続いた。

「まさか最初から、中原諸国を連合へ巻き込むために、聖魔杯が伝わっているようなデマを……？」

　リーゼルの疑念を、ルナスが否定した。

「それこそまさかだ。我が国は、聖魔杯の奪だつ取しゆを第一目標として先の戦いくさを始めたのだぞ。大体、あるかなしかで言ったら……」

　マヒロは首しゆ肯こうする。

「伝わっていた。あったんだよ。紋章自体は大陸各地の遺跡に現存していただろう。そしてもちろん父上は、聖魔杯を正しく受け継ついでいた。だからそれを元に、僕たちを紋章代わりに使えないかと考え、実験をした。その証しよう拠こにリーゼルとアンゼリカ様は最強の勇者に、パリエルはそれに近い剣けん士しに、そして僕は魔力を暴走させた」

　ある。あることはあった。

　やはり紋章符の存在がそれを決定づける何よりの証拠だった。

　だがニュアンス的に、リーゼルが持ってきた……上の部屋に安置されていた杯は、違ちがうらしい。そしてこの部屋に並んでいるのも、全部ダミーだというのなら。

「殿下……。聖魔杯はどこでございますか……？」

「エーデルワイス。紋章はもうなくなった」

　エーデルワイスは無い足を引きずって、マヒロの胸むなぐらを摑つかむ。

「ですが、ですが聖魔杯を元に鍵かぎを生み出せたのであれば……！　聖魔杯そのものがあれば、まだ……！」

「ないんだよ」

「言いなさい！　どこにあるのです！　もう戯ざれ言ごとは結構です、わたくしは……！」

　マヒロが儚はかなげに微笑ほほえんだ。

「……もうないんだよ。君も見ていたじゃないか」

「わたくし……が……？」

　いつ。いつ。いつ……？

　エーデルワイスの瞳ひとみが泳ぐ。

　馬ば鹿かな。見ていれば放ほうってなど置くはずがない。気付いていれば、そんなはずはない。

「そう。リーゼルはいなかったけど、他は全員見ていたはずだ」

「……」

　エーデルワイスは記き憶おくをたぐった。




　リーゼル以外は知っている。

　ということはつまり、ルナスとレイナーもその場所に居合わせている。

　自分がいて、マヒロがいて、パリエルもいたとすればまだパリエルがマヒロの護衛をしていた頃ころで……。

　その状況で杯さかずきが……焦しよう点てんになったこと……など………。




「……まさか……殿下、ま……さ……か………」

　マヒロを締しめ上げていたエーデルワイスの指から、自然と力が抜けていく。

「あ……、……！」

　パリエルが思い出したように声を上げる。

　確かに、マヒロが杯を叩たたき割ったことがあった。

「マヒロ……。貴様、……私が……私が初めてこの城の玉座に迫せまったあのとき………！」

　息を吞のんだルナスへ、マヒロが空くう虚きよに嗤わらう。

「……だから言ったんですよ。あのまま持って帰ったらどうしようかと思った、って。それっぽく銀色のペンキを塗っただけの、本物の聖魔杯を」







　これが聖魔杯です、はいどうぞ、その代わり侵しん略りやくはやめてくださいね。




　断る。

[image: ]




　パリーン……。




「マヒロ、本気で……言っているのか……？　お前……あれが……あのときのあれが……？」

　目を丸くしたままのルナスに、マヒロは首肯する。

「……管理者としての役は三つ。一つは維い持じ管理し続けること。二つめは、人類のために必要とされたなら惜おしまず開放すること。そして三つ目は、それが争いに用いられるようであれば処分すること」

「……つまり聖せい魔ま王おうは聖遺物の悪用を厳禁していた、ということか？」

　推察したリーゼルへ、マヒロはもう一度首肯する。

「人の世の平和や、協力し合う心がいかに大切で、それでいて儚いものかという初代聖魔王からのメッセージだったんだ。少しでもそこに悪意や疑念が混じっているようなら、決してそんな強い力に頼たよったり、使わせたりしないように。使うならば慎しん重ちように細心を期して。もしくは……そうならざるを得ないほど窮きゆう地ちに陥おちいった際の最後の最後の手段に、ということなのかもしれない」

　一息。

「ともかくあのとき、父上から留守を任された僕もそう命じられていた。状況から言って、間ま違ちがいなく帝国が先手を打ってくると言われていた。国益の観点からも、奪うばわれ敵に利するくらいなら言い伝え通り叩き壊こわすようにと。そしたら……本当に、あんなに綺き麗れいに細かく砕くだけ散った。だから僕は笑ったんだ」

　その光景を思い出したように、少し嗤う。

「何の取り柄えもなかったはずのアホ王子の僕が、大陸の運命を決定付けてやった。噂うわさに名高いルナス皇女も、案外簡単に騙だまされた。そしてこれからの大陸はそれを知らずに、でもそのことを中心として回り始める。世界は、簡単なものなんだって思った。だから笑えたよ。だって聖魔王がチカラを否定したんだ。なら争いには言葉しかないじゃないか。だから……僕にも何かができるって。口先だけでエルクレセルも取り戻もどせるって、本当にそう思ったんだ」

「……王子……」

　悄しよう然ぜんと呟つぶやくパリエル。

「でも、じゃあ……私たちが王様に言われて、紋もん章しようを探して旅をしていたのって……」

「ブラフだよ。ミスマルカには聖せい魔ま杯はいがあるんだぞっていう、アピールを兼かねた時間稼かせぎさ。一国の王が誘ゆう拐かいや暗殺の危険もいとわず、実の息子むすこを方々ほっつき歩かせているんだから、誰だれだって信じるだろう。君たちだって、今の今まで信じていただろう」

　誰も反論しない。そればかりは反論できない。

「そうじゃなきゃ連合なんてそもそもなかった。一ヶ月とかからず南から順番に帝てい国こくに侵略されておしまいだった。ミスマルカを国家として存続させるために、必要なパフォーマンスだったんだ」

「殿でん下か………、マヒロっ……殿下……」

　歯は嚙がみし、うまく口も利きけぬようなエーデルワイスの髪かみを撫なでながら、マヒロは微笑む。

「結局は先のない延命治ち療りようだったけどね。でもほんとにおかしかったよ。帝国、共和国、神しん殿でん教団、誰も彼もさも策士面づらして策を巡めぐらせたつもりになって、それでみんなみんなみんな、そもそもの前提として騙されていることに気付いてなかったんだからね。馬鹿な話だろう」

「殿下っ……わたくしはっ……」

　マヒロは手て枷かせをされたままの両手で、もう血の気もないエーデルワイスの顔をそっと捕つかまえる。

「すまなかった。エーデルワイス」

「……マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト……」

　エーデルワイスの意識が遠のく。

　聖魔杯の可能性は完全に潰ついえた。

　これで諦あきらめられる。

　この悪夢を終えられる。

　そうでなければ、耐たえられない。

　気持ちが、ふっと楽になった。

「……」

　エーデルワイスの目ま蓋ぶたが落ちる。

　手指、首から、すぅっと力が抜ぬけていく。

「……すまなかったね」

　エーデルワイスの頭を地面に優やさしく放して、マヒロは立ち上がり、ルナスの持っている杯へ手を伸のばした。右みぎ肩かたから先はもう感覚も無かったが、左手はどこかの骨が皮を破り血まみれながら、まだ少し動いた。

「何を……するつもりだ……？」

　眉まゆ根ねを寄せたルナスに、マヒロは冗じよう談だんめかして微笑ほほえむ。

「まあ、ためしにですよ」

　激痛しか感じない左の手指に杯を受け取り、リーゼルとパリエルの下に行って、二人の前にそれを差し出す。

　先にリーゼルが思い至った。

「……ラヒル王が作った器うつわ……ということはつまり、あの手紙にあった……」

「……私たちの魔力で、起動する……ってことですか……？」

　まだ涙なみだで目の赤いパリエルに、マヒロは頷うなずく。

「そもそもの鍵かぎの大きさが合っていなかったから、オーバーフローを起こしたのかもしれない。紋章が反応したんだから、形質としては確かに一いつ緒しよのはずなんだ」

「使うと……何が起きる？」

　リーゼルの問いに、マヒロは首を横に振ふる。

「わからないよ。誰も使ったことがないんだ。まあ何かが起きるとしても、本物の聖魔杯ほどではないだろうけどね」

「でもさっき、紋章が溶とけて消えちゃいましたけど……ってことは私たちも……」

　パリエルの問いに、マヒロは首しゆ肯こうする。

「もちろんその可能性はある。力をあるだけ奪われるかもしれないし、存在そのものが失われるかもしれない。それは生前、父上も言げん及きゆうしていた」

　だから問う。

「……どうする？」

　パリエルはリーゼルと目を見合わせる。

　リーゼルはマヒロと目を見合わせる。

　マヒロはパリエルと目を見合わせる。

「王子は……、いいんですか？　それで」

「ああ、別に。僕には元からチカラなんてないし、国もとっくに潰えている」

　平然と答えるマヒロへ、ルナスが言った。

「だからどうしてお前は所有者である私の意見も聞かずそう勝手に……！」

「ミスマルカ王朝最後の当主が遺のこしたものです。王族として。正当継けい承しよう者として。管理者として。父上の息子として。僕だけは、使わなければなりません」

「っ……、勝手に、しろ……」

「ありがとうございます、ルナス様」

　マヒロの持つ杯さかずきに、リーゼルも己おのれの血に塗まみれた指を添そえる。

「……まだ、世界が危機を脱だつしたわけじゃないからな。少しでも可能性があるのなら、それを諦めないのが勇者の使命だ。俺も乗るよ」

「ありがとう、リーゼル」

　そこに、わざとらしくパリエルは嘆たん息そくする。

「そうなったら、私一人だけ断れないじゃないですか。まだ、何も起きないみたいですし」

　まだ、胸に穴を開けたままの猟りよう剣けんを振り返って。

「……ごめんね、レイナー。ここまでついてきてくれたのに」

「……構わない。姫ひめが、なしたいことをなせるよう、俺はここまでついてきた……」

「……うん。ありがとう」

　パリエルは、七星剣の刃やいばで指先を傷付ける。

　三人とも、予感はあった。

　何かはわからないが、何も起きないはずがないという……そういう予感。

「……マヒロ王子。リーゼル王子。楽しかったです」

「ああ。俺もさ」

「僕もだ」

　各おの々おのが、各々の血の流れた指で杯を摑つかむ。

　杯に、光が溢あふれ──。
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「マヒロ王子……！」

「マヒロっ……!?」

「……まあ、こうなるか」

　光に照らし出される中で、マヒロの体だけが薄うすらぎ、消え始める。

「おい貴様、一体どういうことだ……!?」

　狼狽うろたえるルナスへ、マヒロは失われながら言った。

「この二人と違ちがって、魔人としてのチカラを封ふう印いんされた僕には余分な魔力がないのです。何が起きるにせよ、ならば真っ先に実体の方に来るのは当然というか」

「それを、知っていてっ……！」

　それが誰からの声だったのかも、もうマヒロには判別できなかったが。

「……ありがとう」

　振り返ってみれば意外と面おも白しろかった、この世の全すべてへ。

　そう告げて、マヒロの姿はなくなった。

　最初から誰もいなかったかのように、音もなく。
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「これで何体目ですか……!?」

　森林地帯を駆かけ抜ける、白銀を先頭にした黒の騎き士し団。

「もうじき二百体に届きます、王女！」

「西回りに進んだ部隊が、百を倒たおしたところで壊かい滅めつしたとの伝信が……！」

　背後や左右からは絶え間なく魔ま物ものの追っ手が迫せまる。どうにかついてきている者もいるが、長時間の全力機動により戦せん闘とう中はもちろん、移動中での落らく伍ごも多くなってきた。

「残り約二百ですか……、多い……！　っ!?」

「王女っ!?」

　アンゼリカ本人より先に馬の方に限界が来た。馬と一緒に転げ、起き上がりながら言う。

「進みなさい!!　私が食い止める!!」

　軍馬を追うままのスピードで突つっ込んでくる魔物を、捌さばき、叩たたき、かわし、斬きり、それでも構わず突とつ進しんしてくる大量の、巨きよ象ぞう以上の勢いと質量に、跳はね飛ばされる。

「くうッ!?」

　落ちたところで脚あしを踏ふみ潰つぶされる。グリーブを着けてはいるが骨がいかれた。

　魔法で治すにも、すぐには動けない。

「っ……！　くそっ……！　……リーゼル、あなたは……悪に屈くつしてはいけませんよ……！」

　覚かく悟ごし、そう呟つぶやきを遺した刹せつ那な。

「……？　……、」

　それまで、尻しりに火を点つけられたように猛たけり狂くるっていた魔物たちが、スイッチの切れたように歩調を緩ゆるめ始めた。




　　　　◆




「申し上げます！　魔物の勢いが弱まりました！」

　報告に来た聖騎士に、枢すう機き卿きようたちはざわめいた。

「では、聖騎士長が何らかの活かつ躍やくを……！」

「そうではありません」

　言って顔を上げたのは預言者。

　そうして塞ふさがったままの視線を向けた相手は、ショーペンハウアー。それに気付いたショーペンハウアーは訝いぶかしむ。

「なんですか？」

「そう言えば、あなたは違うんでしたね」

「何がですか？」

「……私は少し出かけてきます。後を頼たのみます」

「わかりました。行ってらっしゃい」

　瞬またたき一つの間に、目を伏ふせた白い女の姿が消える。

　止まっていた時が動き出したかのように、聖騎士が報告を続ける。

「聖騎士長の活躍もありますが、どうやら教団領全域でそのように魔物の勢いが衰おとろえ始めているようです……！」

　教皇が命じる。

「主のご威い光こうです。いかなる些さ細さいなチャンスも逃のがしてはなりません」

「ははっ！」

　聖騎士が出て行く。

　それはそれとしてエミットはショーペンハウアーに小声で尋たずねた。

「あの……預言者様は、どちらに？」

「さぁーて。先ほどあなたは、私と彼女が一いつ緒しよくたの者のように言いましたが。生憎あいにく、私は彼女とは所属するグループが違うのです」

「え……？　はぁ……そうなのですか？」

「そうなのです」




　　　　◆




　目をハートにしてハァハァ言いながら命令書を書き連ねていた国防長官が、はたと我に返ったように顔を上げる。

　遠く、西南西の方角に瞳ひとみと三角耳の焦しよう点てんを合わせている。

「どうか、したのかね？」

　アンディの質問にもしばし答えない。

　そこに秘書が入ってきた。

「国防長官！　モンスターの群量が衰え始めました！　首都だけではありません、共和国全土、コノリート河周辺域、ノーテスカ市民国からもそのような報告が入ってきています……！」

「あ、はい。知っています」

　素っ気ない返事に秘書は面食らっていたが、もうセリアーナの目は平常だった。しっぽも上がるでもなく下がるでもなく、なので冗じよう談だんや何かを言っているわけでないのは明らかだった。

「あとのことは一いつ旦たん、幕ばく僚りよう本部に預けますね」

「……いいのかい？」

　アンディに首しゆ肯こう。

「はい、副大統領。ちょっと、出かけてきます」




　　　　◆




「帝てい都とだけではありません……、どうやら……」

　伝信係が、耳に押し当てたイヤーパッドに神経を集中させている。

「……帝国全土……教団領、共和国……、これは……恐おそらく、大陸全土でその傾けい向こうがある模様です」

　ユリカはようやく到とう着ちやくしたミスマルカ城と、未いまだ魔物のはびこるその城下を眺ながめ渡わたして、ふむと一息。

　いま北の方からは、共和国軍らしき旅団の車列が近付いてきているらしい。東の方には傭よう兵へい、呉虎騎き士し団の旗を立てた騎兵隊の姿が見える。

「あの……」

　という声のした方を見る。レンキスの遺い跡せきで出会った、パリスティエル姫ひめの家臣の女の子が銀ぎん髪ぱつの頭を下げていた。

「これまでの非礼はお詫わびします、お門かど違ちがいなお願いであることも承知しています、どうか一緒に私どもの姫も！　お助けしてはいただけないでしょうか！」

「頭なんか下げなくていい」

　ユリカは少女の肩かたに手をやり、顔を上げさせた。

「今さら区別も何もない。心配する必要はない。敵は魔物。救助対象はそれ以外。戦えるならばあなたにも、協力して欲しい」

「は、はい……！　もちろんです！」

　そのとき、共和国軍から先行してきた指揮車と、呉虎騎士団からの早はや駆がけが同時に到着した。

「ヴァイアッハ副団長！」

「すまねえ、遅おそくなっちまったなクーデリカ！　うちのワガママ姫は……？」

「それが、兄さんとルナス姫と共に、すでに城の中へ……少し前にリーゼル王子もその後を追ったのですが……！」

　それを聞いたヴァイアッハが頭を搔かく。

「なんてこった……つまりあの中は、それくらいじゃないと手に負えないような有様ってことか……？」

「共和国軍コノリート方面遊ゆう撃げき隊の者だが、責任者は……!?」

「私」

　と小さく挙手してユリカは言った。

「では、ユリカ・美みヶか島じま・マジスティア皇女であらせられますか？」

「そう」

　こくり、に対して敬礼。

「はっ！　本国より、皇女の配下に加わるよう言われております。本隊到着まであと十分ほどかかりますが、何なりとご命令を、殿でん下か」

「わかった」

　ユリカは頷うなずき、その場に集つどう黒騎士団も含ふくめた各部隊代表の面々に告げる。

「せっかく揃そろってもらったところで悪いけど、おおよその趨すう勢せいは決したように思う」

「お……おい、そいつはまさかっ……」

　ヴァイアッハの表情から察したように、ユリカは先んじた。

「ごめん、悪い意味ではなく。恐らく我々人類は、最も危険なところをもう凌しのぎきったのだと思う」

　いくらかの安あん堵どの吐と息いきと、感かん嘆たんの声。

「もちろん喜ぶのは、まだ早い。峠とうげを越こえたというだけで、危機そのものは依い然ぜんとして続いている。魔ま王おう軍の勢いが衰え始めたとはいえ、一度この地上、この世界に現出した魔物が消え去るわけではないらしい。あのミスマルカ城下が、そのいい証しよう拠こ」

　と、指し揮き杖じようのようにロッドをそちらへ向けて言う。

「よって我々はこれよりあのミスマルカ城下へ攻せめ込み、そこにはびこる魔物を全すべて退治する。城内には未だ多くの民たみが避ひ難なんしていると思われるけど、現在こういった状じよう況きように苦しめられているのは、ミスマルカだけではない。この中原で自由に動ける、まともな現有戦力が我々だけであることを考えれば、ここだけにあまり時間を取られる訳にもいかない。……ここまで、いい？」

　首肯とともに肯定の返事が上がる。

「よろしい。ではまず、ルナスの部隊と、私が連れてきた部隊で斬り込みをかける。それで散った魔物を、傭兵団が遊撃隊として各個撃げき破はする。共和国軍は各防護門を開放し、街の外へ追い立てられてきた魔物を、包囲殲せん滅めつする。……これは、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ヴァイアッハが首肯した。

「問題ない、俺たちの最も得意とするところだ。任せてくれ」

　共和国の士官も頷く。

「お安いご用です。完かん璧ぺきな仕事をしてご覧に入れます」

　うむ、とユリカも頷く。

「頼もしい限り。事態はまだ一刻を争っている。ここに集まった部隊は皆みな戦いくさ慣なれしているとのことだから、詳しよう細さいは諸君の機転を頼たよりに動きながら摺すり合わせていく。各隊、時間と伝信器のチャンネルを合わせて。準備が整い次し第だい作戦を開始する」

「了りよう解かい！」

「はっ！」

　そうしてまた、各おの々おのが各々の部隊へ戻もどっていく。

　それらの後ろ姿を見ながらユリカは思う。

（……）

　気が楽だ。

　確かに人類の窮きゆう地ちなのかもしれないが、たくさんの旧文明の書物にあるような戦争、先のライン会戦のような戦争とは、これは厳密には違ちがうのだと。

　我々は、魔王や魔物を憎にくみ、恨うらみこそすれ、それが終わっても決して許す必要などないのだ。

（………）

　妹が心配だ。

　帝都の様子も気になる。
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　だから楽しくはないのだが……、それでも、楽な戦なのだと思う。
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「……ここは……」

　マヒロは見回す。

　浮ふ遊ゆうする感覚はあった。それはあたかも、現世から浮うき立つような。だから……もうこの世の者ではなくなるのだと、そう思っていた。だが、まだ意識があるらしい。体もあるらしい。となればどうやら己おのれの存在そのものが消失したのではなく、転移魔ま法ほうのような何かが発動したということなのだろう。

　……となると気になるのは、送り出された先。

　今いるこの場所がどこかということだ。

　窓はなく、青暗く、広く、恐ろしく天てん井じようの高い、そういう厳おごそかな空間だった。

　大きな……直径が十メートル以上もありそうな、大きな大円えん卓たくがあり、そこにだけ天井からの明りが降り注いでいる。

「よく来たな人類！」

　女の声。

　円卓を囲うように並ぶ幾いくつかの椅い子すには人ひと影かげらしきものが見えるが、そうした席にまでは円卓に注いでいる明りが届かず、ぽつぽつと誰だれかがいるのはわかるが、表情や、何者がいるかまではわからなかった。

　ただ少なくとも、正対する向こうにある一等大きな椅子……玉座のような場所に、先の声の主がいる。

「人類がここに至ったということは、ついに聖せい魔ま杯はいが発動したということだ！　決して楽な道のりではなかっただろう！　多くの犠ぎ牲せいもあったに違いない！　だがそれら全てを乗り越えた最後に、貴様が選ばれし一人としてここに至ったのだ！　さあ告げよ、聖魔杯に選ばれし者、聖魔王よ！　お前はこの世界に！　あるいはこの世界で！　もしくはこの世界の！　何を望むのか!?」

　まるで何百年もこの日このときを待たされたような、よく通る、賑にぎやかで、嬉き々きとした、若い女の声だった。

「……ではとりあえず、魔物の馬ば鹿か騒さわぎを止めて欲しい。そして魔物に襲おそわれている、大陸中の町の全てを助けて欲しい」

「いいだろう！　まあそんなところだろうな！　妥だ当とうな願いだ！　ではそのチカラを差し出せ！」

　やっぱり、どこかに齟そ齬ごが生じたのだなとマヒロは思った。

　使ったのは偽にせ物ものの聖魔杯だ。チカラと言われても、自分にはまるで魔力らしきものはない。いま、宿っているような感じもない。

　玉座の女がこちらに手のひらを差し向け、訝いぶかったように首を傾かしげる。

「……どうした？　チカラだよ、チ、カ、ラ。我々、円卓のチカラを解放するための、そういうエネルギーを聖魔杯から受け取っているはずだ。それとも自分でやっつけて歩く気か？」

　ではそういうことなのだ。

　真の聖魔杯を用いて正規の手順を踏ふめば、あのマッチ売りが飲み干したような純じゆん粋すいエネルギーを持ってこの場に臨のぞめたのだろう。

「見ての通りだ。僕は何も持っていない」

「おい……そんなはずはない。ではなぜ……なんのチカラも持たずに、この場に現れた？」

「それはこの少年……マヒロ王子が使ったのが、偽物の聖魔杯だからですよ」

　別な席から聞き覚えのある声がした。全くいい思い出のないような、そういう特別印象に残っている声に、マヒロは瞬まばたきする。

「……預言者様……ですか？」

「はいそうですよ、マヒロ王子。うっふふ。くすす」

　こんな嫌いやらしい笑い方でいえーいとかピースサインする女は他ほかにいない。

　最初の声の主が、預言者の声がした席へ向く。

「おい、一から説明しろマリーチ。何が起きたのか」

「簡単なことです。その少年は聖魔杯について、鈴すず蘭らんの意志を最も正しく遂すい行こうしたのです」

　玉座の女は、思い出すような声。

「ああ、確か……人類最後の切り札として聖魔杯は遺のこすが、争いの種になるくらいならぶっ壊こわれた方がいいという？」

「ええ。クラリカ・エーデンファルトから続く代々の管理者の一族には、きちんとその意志が伝わっていたのです。そしてその少年……マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトは、これからそれを巡めぐって戦乱が起きようという難局に際し、自ら聖魔杯を破は壊かいすることで、力を利用するよりも力に屈くつしない道を選んだのです」

　くすくすくす。

「私、そういう不器用な子が大好き」

　うふふふふ。

「お前の趣しゆ味みなんてどうでもいいが……ぶっ壊れたのなら、クラリカの遠い子孫だというこいつが何でここにいる？」

「その少年の父が、聖魔杯を解かい析せきしてコピー品を作ったのです。いまさっき起動して、マヒロ王子をここに召しよう喚かんしたのは、そのコピー品の方ということです」

　その言葉を聞いた玉座の女が、自身のこめかみに指を当てた。

「……確かに逆コンパイルしていけばここの座標くらいは出てくるだろうが……ああそうか、別に解読ではなくブラックボックスを本当にただ丸写ししたのか……？　しかし、それでは紋もん章しようがなければ起動しないはずだし、起動しても肝かん心じんなところで作動まではしないはずだ」

「だから彼の父は、紋章の代わりに自分と友人の子供たちを鍵かぎ代わりとして生まれさせていたのです。いいですか？　コピー品の聖魔杯を、コピー品の紋章で起動させたのです。その結果がこれ。辛かろうじてこの子だけがここに現れた」

　っこ、っこ、っこ、と爪つま先さきか踵かかとを鳴らしていた玉座の女が、ふと気付く。

「……あれ？　それだと肝心な部分って……」

「彼を見ればわかるでしょう」

　言われて、マヒロを見る。

「いや、何もないが」

「ええ。何もないでしょう。……そういうことです」

　要領を得ない二人のやりとりに、マヒロは肩かたをすくめる。

　すくめたところで、腕うでに痛みがなく、怪け我がが治っていることに気が付いた。

　察して預言者が言う。

「ここに現出した時に再構成されましたからね。魔力を持たない、言うなれば魔力量的に一番軽いあなたが、真っ先にここに吹ふっ飛ばされたのです。そしてあなたが失われた時点で。リーゼルやパリエルに作用する前に、あの杯さかずきは機能停止した……ということです。そこまでがあの器うつわの限界だったようですね」

「では……聖魔杯というのはやはり、言われているような万ばん能のうの器ではなかったんですね」

　玉座の女が言った。

「そこは選べるようになっている。さっきも言ったように我々のチカラを引き出すために使うか、それとも、自分自身のものとして使うか。まあ、いくつか制約はあるがね」

「……そろそろ聞かせて欲しいんだが」

　玉座の女に、マヒロは尋たずねる。

「なんだ？　なんでも言ってみるがいい」

「聖魔杯の真実を知る君……いや、君たちは。一体何者なんだ……？」

「ふっ……ふふふ」

　最初は小さく。

「ふはは……！」

　徐じよ々じよに大きく。

「あーっはははっ……！」

　やがて声高らかに。

　待ってましたとばかりの大笑いをした女が、玉座から、月明かりでも注ぐようなラウンドテーブルの上に飛び乗った。そしてようやく姿があらわとなる。

「何者か……か！　よく臆おく面めんもなくそんなことを尋ねられたものだな！　だがいいさ、寛かん容ような私がその勇気に免めんじて教えてやろう……！」

　青く長い髪かみ。そこはかとなく愛あい嬌きようのある顔立ちと、すらりと背の高いそれなりのスタイル。襟えりの高いマントを、大おお袈げ裟さに翻ひるがえす。

「私たちは、〝円卓〟！　太古より人類世界を見守り続けてきた、堕おちし物好きカミたちガミの集まりさ！　そしてこの私こそは史上最も冷れい酷こくと恐おそれられた無慈じ悲ひの王！　初代魔王、リップルラップル様だッ──!!」

　……。

（……姉上と同じタイプか……めんどくさいな……）

「何で目を逸そらしてめんどくさそうな顔をしている！」

「あ、いや……なんとなく似たような雰ふん囲い気きの人を思い出したというか」

　マヒロも、テーブルの上にひょいと飛び乗った。

「でも魔王なら魔物は君の配下なんだろう？　迷めい惑わくな真似まねはやめて、さっさと魔物を引き上げさせてくれないか」

「なるほど、そこからの認にん識しきが違ちがうのだな。なら仕方ない。細かいいきさつを話すと長くなるが、実際的な意味で言うところの、正しよう真しん正しよう銘めい本家で元祖で本ほん舗ぽの魔王はこの私。今回、貴様らに攻こう勢せいをかけているのはその名を騙かたる……いや、お前たちから勝手にそのイメージを押し付けられた、偽物ということだな。北の方に拠きよ点てんがあるから、通つう称しよう〝北の魔王〟と呼ばれている。私も他に相応ふさわしい肩かた書がきがないので魔王を名乗っているが、なので私は〝南の魔王〟と呼ばれている」

「紛まぎらわしいな……」

　眉まゆをひそめるマヒロに、リップルラップルが嘆たん息そくした。

「言っただろ、私たちはこの世界を見守る立場だと。いじめる立場じゃないんだよ」

「……じゃあ、味方と考えていいんだね」

「そう思うよな？　そこで話が戻もどる」

　リップルラップルが孤こ高こうを表わすように腕うで組ぐみをして、遠くを見る。

「私たちはあくまで見守るだけだ。何が起きても見ているだけ。そういう規約を、初代聖せい魔ま王おうと結んだのさ。我々のチカラは強すぎて、人間たちの世界なんて簡単に変化させてしまえるからな。だが例外もある。有事の際に、人類側から手順を踏んでの要よう請せいがあった場合に限り、協力するという仕組み……それがすなわち、『聖魔杯はい』だ」

「聖魔杯が……仕組み？」

「そうだ。まあ初代が作らせたホントの一番最初の聖魔杯は使用者に超ちようパワーを与あたえるという単純なものだったんだが、それはいきなり悪用されてしまったことがあってな。改良して今のシステムになった」

　くるんと踵きびすを返す。

「そう。チカラの使い方に制セーフ約テイが付いた。聖魔王が我々、円えん卓たくにチカラを与えるために使用する。もしくは聖魔王本人が聖魔杯から得た超パワーを使用することを、我々円卓が承認する……という形にな。選べる、というのはそういうことだ」

　コツ、コツ、コツ、とブーツのヒールを鳴らしながら歩いて。

「またそのエネルギー自体も、聖魔杯そのものに付ふ与よするのではなく、紋章符というプレートの形に定着させて、人類を代表する各コミュニティに管理させるというものに変わった。それを解かい凍とうし、任意の対象へ移動できるようにするための変コン換バー器ターが聖魔杯というわけだ。聖魔杯で変換し、円卓で承認デコードして、初めてチカラとして使用できるということだ。ここまでで質問は？」

「……特には」

「お前優ゆう秀しゆうだな」

　リップルラップルが振ふり返る。

「ならわかったと思うが、そういうエネルギーがないなら、お前はただここに来ただけになってしまう。お前が何を望んだところで円卓としてはお前に何もしてやれない、ということだ」

「……ただ協力してもらうことはできないのか？」

　初代聖魔王の円卓。神にも等しい魔人の最高位が集まる場所……それくらいは、聖魔杯と同じレベルの伝説として伝わっていた。

　しかしマヒロの発した素そ朴ぼくな疑問に、リップルラップルは眉をひそめる。

「言ったはずだ。円卓は、手順を踏ふんでの要請がなければ動けないと。手順とはつまり、各コミュニティが保管する紋章を手に入れること。人類を導く聖魔王に相応しい人物である……と各コミュニティから紋章を預けられ、同じように聖魔杯の管理者からその器を預かることだ。それでここに至り、初めて円卓に君臨すべき正当な聖魔王と呼べるのさ。お前の場合は、偽にせの聖魔杯と偽の紋章でここに来たからズルだ」

「……正規の手段じゃなかったのは認めるが、今が有事なのは事実だ。君たちが見守るべき人類世界というものがいま滅ほろぼされようとしているのに、いま動かないというなら仕組みなんて意味がないじゃないか」

「だがマリーチが言うには、お前は管理者として聖魔杯を壊こわしたんだろう？　つまり、人類には、これが聖魔王と推挙できるような人材もいなければ、そうするためのまとまった意志体現も不可能な状じよう況きようと、お前自身がそう認めたということだ」

　ではここからいちいち、人類側の状況を並べていくのか。

　……そうじゃない。そうじゃない……。

「確かにそうだ。今は」

「今ダメなら、今はダメだ。ズルは認めない」

　リップルラップルがもう取り合わないと、腕組みをして横を向く。

「……でも、聖魔杯はもう壊してしまった。その起動紋章も、もう失われてしまった。なら君たちは、この世界の終わりの果てまでただ見守っているつもりか」

「……なんだと？」

　はたと目を開けたリップルラップル。

　……見えないように、預言者が笑っているような気がする。

　ならきっと、これでいい。

　このアプローチで。

「おい。偽の紋章で偽の器を起動したのに、なぜ本物の紋章がなくなる？　聖魔杯はともかく、あのプレートは並の安定度ではなかったはずだぞ……答えろ！」

「知らなかった僕の家臣が、偽にせ物ものに対して本物の紋章を使ったんだ。そしたら反応して、純じゆん粋すいエネルギーとやらに解凍されたんだよ」

「馬ば鹿かな……!?　いやでも……確かに理り屈くつとしてはそうなる、が……そこまで完かん璧ぺきなコピーを作ったというのか……？　お前たち、人類が……？」

「そうだ！　聖魔杯の正当な管理継けい承しよう者である我が父、ラヒルⅡ世が作り出したものだ！　戦乱の世、人類統一のために自らの子供たちを実験台にしてまで鍵かぎを用意しながら、武力で覇はを唱えた帝てい国こくに対しては正しく聖魔杯の破は棄きで応こたえた！　そういう未来の延長線上に、僕が今、ここに現れた！　人類は何一つ努力を怠おこたってなどいない！　いま人々は争いではなく、団結のために未来へ向かっている！　確かに僕は聖魔王じゃないが、それに相応しい人材もすでに見付けてある！」

　詰つめ寄るマヒロの言葉に少し息を吞のんで、しかしリップルラップルは拒きよ否ひを示した。

「……待て。待て、少し落ち着け……軽々と動けない理由は他ほかにもあるんだ！　聖魔王の出現を待たなければ動けない理由が……！」

「待てないからこうまで言っている！」

「いいから聞け！　自分勝手な理屈でチカラを使ったり、悪用したり、騙だまされて利用されたりしないためにというのが第一！　もしも個々が勝手に暴れていざというときに力を使い果たしていたなんてことがないようにするためが第二！　それから……！」

「それからなんだ!?」

　リップルラップルが忌いま々いましげに唇くちびるを曲げた。

「……実は、円卓は一度負けている……！」

「誰だれに……？」

「今お前たちを苦しめている、いわゆる〝北の魔王〟にだ……！」
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　マリーチと彼女の呼ぶ預言者が、何か常識外れの、この世ならざるモノであることは、マヒロ自身が教団領で目まの当たりにしていた。その彼女が円卓に列席しているというのなら、他のメンバーも預言者に匹ひつ敵てきするレベルの、確かに人間の世界くらい簡単に塗ぬり替かえてしまえるような者たちばかりだろうに……リップルラップルという女は言った。

　円卓、と表現されるのであれば特定の誰かというのではなく。

　この円卓を囲む全員をして、負けたのだと。

「……そんなに〝北の魔王〟は強いのか？　預言者様のような、君たち全員が束になっても勝てないくらい？」

「その頃ころの私はまだ、眠ねむっていましたけどね」

　穏おだやかな預言者の声を振り返る。

「ですが私がどうかして精神的な作用を及およぼせる相手でもないので、私一人が加わったところで大勢は変わっていなかったでしょう」

「……いつの話ですか？　預言者様が今みたいになってしまったのは僕が教団領に行った後で、その前ということですから……」

「なってしまったって、そんな……不良になったみたいな言い方……」

　預言者のシルエットが肩かたを落とすのをよそに、リップルラップルが言った。

「そんな最近じゃない。約……そうだな。もう四百年くらい前になるのか」

　四百年前。

　詳くわしい情報は何も残されていないが、ある契けい機きになった、時代。

「……四百年……って、まさか……」

「そう」

　リップルラップルはマヒロを指差す。

「お前たちが、大戦争とか大崩ほう壊かいとか呼んでいる頃のことだ。私たちはその前々の旧文明時代から、その時々の世界が変わらないように見守り続けてきた。異界から侵しん略りやくされないように。天界から干かん渉しようされないように。人間たちが人間たちで世界を決められる、自主独立した世界であるようにな。だから人間たちが世界を変えていくのは構わなかった。人間は科学を探求し、それを使って暮らしを良くし、町を発展させ、社会を進歩させ、少しずつ世界を変化させていった。私たちはそれを見ているのが楽しかったし、それ以上も望まなかった。だが……あれは、完全に激変だった」

「大戦争が……起きたと……？」

「そうだ。悪いことには当時、聖せい魔ま王おうの代が途と絶だえてしばらく経たっていた。そして人類が明らかな絶ぜつ滅めつの危機に瀕ひんしても、新たな聖魔王に相応ふさわしい存在が現れなかった。だから私たちは全会一いつ致ちで、自発的に戦うことにした。……そして、敗れた。過去あれだけ好き勝手暴れ回った最も愚おろかで凶きよう暴ぼうなカミガミの成れの果てが、揃そろいも揃って叩たたきのめされたのさ。悲しいなんて言わないが、本当に惨みじめで、哀あわれなものだった……」

　リップルラップルは腕組みし、目を伏ふせる。

「……辛かろうじて人類の滅めつ亡ぼうだけは免まぬかれたが、チカラというチカラを使い果たした私たちは雌し伏ふくせざるを得なくなった。人類が多く残ったユーラシア東側に除じよ染せんや浄じよう化かの結界もかねて紋もん章しようを再配置し、より強く自らを律することにした。いつか人類の導き手として現れた聖魔王が、万ばん全ぜんを取り戻した我々にさらなるチカラを与え、率いようとする日が来るのであれば……その日を待つのが、円卓としての最後の使命であると信じてな」

「まるで、それが最後のチャンスみたいな言い草じゃないか」

「はい、それが最後になるはずです」

　マヒロは別な声のした方を見た。

　頭の上の大きな三角耳と、ふわふわの大きなしっぽのシルエットには見覚えがあった。

「……セリアーナ国防長官？」

「大戦争後、人類が絶滅の危機に瀕した一方で、北の魔王も滅びたと思われていました。でも、そうではなかったんです。人類が徐じよ々じよに復興するにつれて、北の魔王も復活の動きを見せ始めました。当初の二百年くらいは、そうした人類と北の魔王の成長度合いは五分と五分でした。でも、今から百年くらい前からその差が開き始めているんです。北の魔王が変わらないペースで力を取り戻もどしているのに比べて、生活領域を魔物から守る以上の力を取り戻した人類各国は……人類同士でのテリトリー争いを始めてしまいます」

　声のするシルエットの後ろで、くるりんとしっぽが踊おどるのが見えた。

　人類同士のテリトリー争い。要は戦争のことだろう。

「人類側はそこで停てい滞たいして、差を広げられているんです」

「じゃあこのままだと、取り戻せないくらいに差が？」

　マヒロの声に、三角耳が上下した。

「はい。今がもう、ぎりぎりです。まだ眠っていた頃のマリーチが各国元首に対して発した警告というのは、そういうことなんです。そして敵は、その予測さえ上回ったこの早い段階に攻こう勢せいを仕し掛かけてきました。こちらから仕掛けるにしても、次にそんなに大きくぶつかれば……私たちはともかく、あなた方人類がもうもちません。そして私たちだけで勝てないことは、もう証明されてしまっています」

　リップルラップルが首しゆ肯こうする。

「だから……私たち円えん卓たくは、慎しん重ちように動かなければいけない。いや、お前たちこそが、慎重に選ぶべきなんだよ。挑いどむのであれば、万全の人類が、万全の円卓を率いて挑まなければならない」

　おおよその状況を把は握あくして、マヒロは言った。

　どうあれ、ここに至ったのは自分一人。

　この中で人類と呼べる者は自分一人。

「……今がぎりぎりというのなら、今やるべきじゃないのか？　やるしかない。それとも待って、状況が好転する目があるのか？」

　マヒロの問いかけに、リップルラップルはかぶりを振ふった。

「わからないさ。私はマリーチじゃないし、マリーチのやつはネタバレを嫌いやがって未来を視みようとしない。だから未来のことはわからないが……お前たちが、ついこの前まで戦争をしていたのは事実だ。つまりお前たちは、まだ、まとまっていない。聖魔王として代表するような唯ゆい一いつ無二の存在も、まだ現れていない。そんな不安定な今の人類に、賭かけろというのか？　お前たちこそ、勝てるのか？　お前しかいないからお前に言うが……マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト。よく考えろ。これは私たち以上に、お前たち人類の問題なんだぞ。そして今以上に、この先全すべての未来がかかっている」

　マヒロは首肯した。

　別に善意や正義感や何かからではない。

　今こいつらをこの暗がりから引きずり出さなければ、いま人類が助からない。

「大だい丈じよう夫ぶだ、勝てる」

「口先や根こん性じよう論を信じるほど私は甘くはないぞ。根こん拠きよを述べろ」

「わかっている。だから今、助けてくれ。今は助けてくれるだけでいい。いま助けてくれれば、一年で全ての国をまとめ上げる。三年後には、北の魔王とやらに仕掛けに行ける。協力してくれるのはそれからで充じゆう分ぶんだ」

　それは意外な申し出だったらしく、リップルラップルが瞬まばたきした。

「……三年の間に、向こうはさらに勢力を拡大させるぞ」

「問題ない。魔王の尖せん兵ぺいだというキラ・アースヴィンスが言っていた。僕は彼が望んだ戦争を、こんな状じよう況きようになるまで防ぎきったんだと」

「こんな状況？」

「仕掛けざるを得なくなったということだ。時間と勝負しているのは、円卓きみたちや、人類ぼくたちだけじゃない。敵も、人類に一丸になられることを阻そ止ししたいんだ。だから世界を統すべるという聖魔王のシンボル、聖せい魔ま杯はいの復活を阻止したかった」

　ヴェロニカ、共和国、オオヤシマ、教団領、レンキス。行く先々で必ず一ひと悶もん着ちやくが起きていたのは、それを阻止したいキラがその都度手を回していたからではないか。紋章が持ち出されるにしても帝国側、すなわち管理者ではない勢力へ渡わたるように。

「だがその鍵かぎである紋章が全て出で揃そろってしまった以上は、誰かが蘇よみがえらせてしまう。蘇らせてしまったら、せっかくの勢アド力バン差テージを逆転される以上の恐おそれがある。かといって奪うばっただけでは、それを取り戻そうとする人類に逆に一致団結を促うながす恐れがある。だから聖魔杯の奪だつ取しゆと同時に、一大攻勢を仕掛けなければならなかったんだ」

　リップルラップルは目を細めた。

「……なるほど、筋は通っている……派手には見えるが、敵もまだ万全ではないということか」

「先手を打たれたせいでこっちのダメージも少なくないが、そうして早まってくれたおかげで、敵が何かは全人類にハッキリと刻み込まれた。だからその意志を一つに束ねる猶ゆう予よは、少しの時間で充分なんだ。その時間を稼かせぐために、いま助けてくれ。助けてくれれば、あとはもう何も無む駄だにはしない」

　頷うなずきながら、リップルラップルが歩く。

「いいね、お前。面おも白しろいやつだ。堂に入っている。肝きもも据すわっているな。だがお前、ガキじゃないか。わかったように偉えらそうに言うが、まだ数十もの国に分かれている全人類の、怒いかりと恨うらみと恐きよう怖ふに逆上しているような意志を束ねるだって？　お前がマンガのヒーローか何かで、特とく殊しゆ能力を持った同じような年とし頃ごろの仲間と徒党を組んでセカイの向こうから来るような何かと戦いたいとか、それで暗あん躍やくする尖兵を排はい除じよして人知れず戦争を防いできたとかいうならまだ力を貸す気にもなるが……お前が言っているのは、だいぶ政治向きの話だぞ。おっさんおばさんじじいばばあ相手の仕事だ」

「僕は元より、そっちのエキスパートだ」

　コ、と足が止まったリップルラップルへ続ける。

「……なんだと？」

「特殊能力なんてない。魔力もない。魔法も使えない。剣けんもうまく扱あつかえない。けど言葉だけはある。理性だ。意思疎そ通つう可能な人類に対して最強の武器だけを僕は磨みがき上げてきた」

「……だが、三年足らずで本当に各国の意見をまとめられるのか？」

「違ちがう、それは一年でいいんだ。あとの二年に必要なのは、西進するための実際的な準備期間というだけで」

　リップルラップルが鼻持ちならぬ様子で、預言者のいる方へ向く。

「おいマリーチ、未来は視なくても過去は視えるだろう。こいつの言葉をどこまで信用できる」

「言ったでしょう。この子は、鈴蘭の意志を最も正しく遂すい行こうしたと。彼があっちへ行ったりこっちへ行ったり、騙だまして脅おどして媚こびへつらったおかげで、本当に多くの戦いくさが回かい避ひされてきたんですよ。戦を起こさせない。誰だれも殺させない。だから派手なドラマもない。起きたことしか見えないほとんどのニンゲンの目には、何も起こっていないようにしか見えないでしょうけど、私の目は誤ご魔ま化かせません。私はあったこともなかったことも、全部視てきたもの。この少年は誰より正しく鈴蘭たちの意志を継ついだのみならず、聖魔杯を破は壊かいした責任を自らに課して戦争の抑よく止しに奔ほん走そうし続けてきたのです」

　そして指差す。

「そもそも彼が聖魔杯を壊こわしていなかったら？　それを手に入れた帝てい国こくは歯止めが利きかぬほど増長し続けて、進しん撃げき速度に統治速度が追いつかず、キラの暗躍によってとっくに崩壊していました。その後の混乱と再び始まった戦乱に明け暮れ疲ひ弊へいした世界各国には、今回の攻勢を耐たえる術すべすらなかったでしょう」

「……そもそもこいつは。クラリカの子孫なのはいいが、仕事上は何者なんだ？」

　リップルラップルの疑問に、セリアーナが答える。

「グランマーセナル帝国中原領政務官大使。大陸東半で唯一、共和国、神しん殿でん教団、帝国という三大勢力のトップ三名と面識を持ち、かつ全員と実務的な会談が可能な王子様です」

「それは……共和国で国防長官をしているセリアとも話ができるということか？」

「私は所しよ詮せん、軍事方面からのアドバイスしかできない役なんです。でもマヒロ王子が大統領とコンタクトを取りたいと言うのであれば、私はそれを大統領に強く勧すすめます。いま、彼の話を聞いて、間ま違ちがいなくそう感じました。彼が思い描えがく未来は、私の理想とするビジョンからもほとんど外れていません」

　リップルラップルは、ついに観念したように溜ため息いきを吐ついた。

「……そうか。意地悪なことしか言わないマリーチがそこまで褒ほめて、マリーチ大だい嫌きらいなセリアまでそう言うなら……いいだろう」

　どういう価値基準で動いているのかはマヒロの知るところではなかったが、預言者と先読みの魔女、二人の意見がかなりの比重を持っていることはよくわかった。

　そしてリップルラップルが円卓を囲む全員へ向けて、ぽんと手を打った。

「聞いての通りだ。生憎あいにく揃そろいが悪いが、ここで一度決を採る。この少年を聖魔王を代行する者と認める者は挙手するように」

「私はもちろん、今まで述べた通り」

「私もなんです～」

「ジェス君の友達でありますから」

「シャングリラ級を解放したところに、マスター並の優やさしさがあります」

「結果的に、私や貴たか月つきは助けてもらいましたからね～」

　方々から挙がる手、上がる声に、リップルラップルが嘆たん息そくする。

「やれやれ、円卓もすっかり女臭くさくなったな……それになんというか、みんな若い。やはり一時期に比べると決定力に欠けるというか。心こころ許もとないんだが……」

　そんな愚ぐ痴ちに、幾いくつか反論や不平の声が出たものの。

「次、反対する者は？」

「エルクレセルを滅ほろぼした帝国がダメダメ」

「私は好意的反対である。人類がこの程度の危機で滅びるものか」

「ぎゅるぐえっぷ。ぎえええぎゅうう」

「そうだな。ノエシスプログラムに例外を認めることにもなるし、私もどちらかというとまだ懐かい疑ぎ的なので、反対に投票する」

　何人かの最後に、リップルラップル本人も小さく手を挙げてしまった。

　見守るとは言うものの、本当にただ見守るだけという言葉に偽いつわりはないらしい。

「……賛成五人。反対が四人か。……おい新入り、お前は？」

「……」

　呼びかけた先のシルエットが答えない。

　薄うすら笑いの気配をした預言者が立ち上がり、しずしずとそちらの方へ歩いて回ると、その髪かみを摑つかんで円卓の上に引きずり上げた。

　そしてマリーチは抜ぬけ殻がらのようなその女を晒さらし者のように円卓の中心部まで引きずってきて、勢いよく足下に叩たたき付ける。

「さあ、裏切り者。呼ばれているわよ。返事をしなさい。くすくす」

　マヒロは啞あ然ぜんとして目を見開き、次にその名を呟つぶやく。

「……エーデルワイス……！」
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「待てマリーチ。なんだ、裏切り者というのは」

「うふふ。新入りすぎたのです。円卓がほとんど活動を休止した四百年前に加わったから、円卓をよくわかっていなかった。しかも心が壊れていた割に目的意識だけは妙みようにはっきりしていたから、とにかく手段を選ばなかった。そして目的に固こ執しつするあまり、円えん卓たくのことも、自分が何者であるかも忘れてしまった。くすくす。かわいそうな女の子。北の魔王の尖兵と一いつ緒しよになって聖魔杯の起動紋もん章しようを奪い、あろうことか使用した」

　リップルラップルが目を丸める。

「なに……？　じゃあ、さっきこいつが言っていた、知らずに使用した家臣というのは……」

「これ」

　円卓に倒たおれたエーデルワイスの頭を、マリーチが勢いよく踏ふみつける。

「やめろ……！」

　マヒロが言うと、マリーチは目を伏ふせたまま、へらりと笑った。

「あらあらどうしていい気味でしょうあなたにまつわる半分くらいはこの子が台無しにしたんですよ？　パリエルのあの叫さけびを聞かなかったんですか？　この二日か三日、大陸中でそれを上回る絶ぜつ叫きようがいくつ上がったか教えてあげましょうか？　というか、今からでも今上がっている全ての悲鳴を聞かせてあげましょうか？」

　マヒロの眼前に、眼球が現れる。元が何かはわからないが、ひどくくたびれた色をした眼球だった。

　覗のぞき込まれれば、ただではなくなる目玉。

　それをぺちゃりと押しのけて、マヒロは問い返す。

「……エーデルワイスは、まだ生きているんですか……？」

「見ての通り、ほとんど抜け殻ですけどね。あなたと同じで、ここへ来る途と中ちゆうで再構成してあげました！　私が！　このどんでん返しのために！　なので生きているというより、死んでいないような感じですけどね。だからこれから改めて、しっかりと殺します。ここで公開処しよ刑けいにしようと思いまぁす！」

　喜き悦えつ。

　物欲しそうな声こわ色いろ。

　どうせ何もかも知っていて、この白い女はこんなことをしている。言っているのだ。

　それでも言わなければならない。

「……彼女を、助けてください」

「それはどうして？」

　鬱うつ陶とうしい質問ではあったが、言葉は素す直なおに出た。

「家族だからです。僕の、最後の家族なんです。たとえ人類の裏切り者でも、幼い頃ころから誰よりも傍そばにいて、必要ななんでもかんでも教えてくれたのは、エーデルワイスなんです」

「いいえ、あなたの最後の家族は、この女の手引きでルナス姫ひめに殺されたラヒルⅡ世ですよ。それなのになぜ？　エルクレセルを間接的に滅ぼした原因であってもそう思うのですか？　血のつながった父の無念や、己おのれの人生を呪のろうパリエルを無下にすることになってもそう思う？」

「でも……思うんです。本の中のお話とか見てると、家族って、そういうものじゃないんですか？　まともな家族がいなかったし、そういう家庭じゃなかったので本当にどうかはわかりませんけど……罪を犯おかしたから他人とか、もう知らないとか、そういうのじゃないんでしょう？」

「くすくす。今回の攻こう勢せいで、また私の庭が荒あらされてしまいましたからね。そういう私し怨えんがこの子に対してあるのです。だから容よう赦しやはしません。もちろん、私を慕したってくれる信徒も大勢殺されました。みんなあなたが言うような大切な家族の無事を祈いのりながら死んでいきました」

「……っ……」

「そういう恨みを、私は背負っているのです。それともマヒロ王子。あなたはその一人一人、大陸中で惨むごたらしく殺さつ戮りくされた一人一人とその遺族一人一人に対して、お得意の理性と口先だけで謝罪して回れますか？　そしてきちんと一人一人を説得できますか？」

　それは……。

　一人一人が、もう嫌いやだと叫んだパリエルのように、その運命を呪い嘆なげき悲しんでいるのなら。

　……そうか。それはそうだ。自分はいつだって人を動かす側にいた。戦場の最前線で嫌々戦っている兵士一人一人の声を聞いたことはなかった。そうして帰らぬ人を待つ一いつ軒けん一軒の、火の消えたような食卓を覗いたことはなかった。

「……それは、無理です。きっと……時間が足りません……」

「うっふふふふふ！　キラ・アースヴィンスはね、それを言ったんですよマヒロ王子！　あなたは、こんな局面でさえ冷静に計算して、馬ば鹿か真面まじ目めに考えて、時間が足りないだなんて言っている！　この子には、なぜ本気で怒おこらないのかと問い詰つめたマヒロ王子!!　ただ一言、感情に任せて助けてくださいと泣き叫ぶこともできないマヒロ王子!?　あなたは本当にこの女の子を助けたいんですか……!?」

「助けたいんです！」

「じゃあ、世界は助けたくないの？」

　そんな言葉も、半ば予想はついていた。

「うふふ、うふふ、うふふ、うふふ……くすっ」

「つまり……どっちかを諦あきらめろということですか……？」

「違ちがうのですマヒロ王子。私はね、苦しんでいる人間がね、超ちよう好き。ただそれだけ。ほんとにそれだけ。あなたが、この！」

　エーデルワイスを改めて踏みつける。

「たった一人のなけなしの家族を殺してまで世界を救いたいというなら、私は喜んであなたへの賛成票を投じますね。でも、あなたが家族をどうしても助けたいというのであれば。私は今からでも、反対票に乗り換かえさせてもらいますね」

　うふうふうふうふ。

「……」

「答えなんて私はどっちでもいいんです！　あなた自身が決断してくれるのなら！　あなたが決断することに苦しみ決断したことに苦しむ、そのことを求めているだけなんですから！　くすすすす!!」

　怒いかりに耐たえかねたようにしっぽを膨ふくれ上がらせたセリアーナが、卓上のマリーチに躍おどり掛かかった。

「いい加減にしなさい!!」

「はぁいガキはすっこんでなさーい」

　マリーチはかわし様、そのしっぽを片手で摑むと、自分の周りをスイングバイして元の席目がけてぶん投げた。椅い子すが粉々になるほど強く全身を打ち付けたセリアーナは、ごろごろ転がってひっくり返ったまま目を回す。

「うっふふふふふ！　チカラ、チカラ、チカラ！　これがチカラです！　無慈じ悲ひと思う？　不条理だと思うでしょう？　でも、本当は苦しむまでもないのです。選ぶ余地なんてどこにもないのですよ、マヒロ王子。運命の無慈悲と不条理を嘆き悲しむ大勢を無視して、あなただけは家族を助けたい？　そんなワガママが許されてもいいものか……さあ自省して、よく考えなさい。ケセランパサランの主張するように、今回はまだ人類は滅びないかも知れません。でも、滅びるかも知れません。もし滅びなくても、あなたの知人、友人、気の置けない仲間たちが今このときにも殺されようとしているかも知れません」

　そして指差す。

「あなたが本当に救いたいのはどちらですか？　世界ですか？　それともこの世にただ一人、あなた以外の誰だれからも望まれず愛されず恨うらまれ続ける、あなたが家族だと思い込んでいるだけの……この女の子ですか？」

「……」

　預言者、マリーチの足下で、エーデルワイスは俯うつむけに倒れたままだった。打ち付けられた時に切ったところから、血を流していた。

　生きている。でも横を向いたままの目は虚うつろで、あのマッチ売りの機械人形のようだった。

（……）

　わかっている。

　答えなんてない。

　マリーチの言う通り、こういうのは、本当にただ悩なやみ苦しむだけの問いかけだ。だから彼女は、そのように尋たずねている。

　考えるだけ無む駄だだ。

（…………っ……）

　でも、考えなければいけない。

　それが理性だ。自分が信じるもの、今まで信じてきたものの全すべてだ。エルクレセルを滅ほろぼし、父に否定され、何もかも失った人形のような自分に唯ゆい一いつ価値を与あたえてくれたものの正体だ。

　乳母うばであり教育係だったエーデルワイスが、何を思って自分を育ててくれたのかはわからない。聖せい魔ま杯はい欲しさにそうなりすましていただけかもしれない。そういう仕事だからそうしていただけかもしれない。

　でも。

　それでも。

「……尖せん塔とうに閉じ込められていた空っぽの僕に、本を持ってきてくれたのはエーデルワイスだったんです。たとえ本を読むことだけでも、教えてくれたのはエーデルワイスだけだったんです。全ては、彼女が教えてくれたことだったんです……！　理性とは、人間性そのものです！　自分が、空っぽの人形でないことの証明です！　人間であることを、彼女が与えてくれた！　ならばここまでの人生の全てを、彼女が与えてくれたんです！　それが……！」

　家族ではないのか……？

「……家族では、ないのですか……!?」

　確かに不条理だ。

　理り不ふ尽じんに涙なみだが止まらなくなる。

「私は知りません。あなたが選びなさい、マヒロ王子。人類世界の全員が、今のあなたのように泣いています。愛する者を失った全員が、そうなるのです。あなたは理性だけでなく、そうした愛情も覚えるべきなのです。この先、大勢の意志をまとめようというのであれば尚なおのこと。そうでなければ……上辺の口先だけでは人はついては来ないのですよ、蛇へびの子よ」

「……っ、……は、い……」

　涙に喉のどを詰まらせ、うつむくマヒロへ、預言者は頷うなずいた。

「それであなたは、どちらを助けますか」

　涙を拭ぬぐい、マヒロは真っ直すぐに答えた。

「エーデルワイスを、助けてください」

　円えん卓たくを囲んでいる、人ならざる者たちが目を見張る。

「家族です。僕に理性を与えてくれた彼女が正しかったことを、僕が証明してみせます！　理性だけで！　口先だけでも人々の意志を一つに束ね、いつかまたこの場に戻もどってきてみせます！　そうでなければ、僕がここまで生きてきたこと自体が噓うそになる……!!」

「よろしい」

　そう言ってマリーチは頷いた。そしてリップルラップルを振ふり返る。

「私は反対へ乗り換えます」

「……では……、わたくしが……賛成票に投じます……」

　そう告げたエーデルワイスが無表情のまま、瞳ひとみだけでリップルラップルを見上げていた。
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「おい」

　マリーチがひどくしらけた様子で唇くちびるをねじ曲げ、真っ赤に輝かがやく瞳を開けていた。

「おい新入り。私はそういうのは求めていないのよ」

「……ですが、わたくしにも……投票権があるのでしょう」

　何も感じていないようなエーデルワイスからの問いかけに、リップルラップルはあっさりと頷く。

「ある。古参でも新入りでも円卓は円卓だ。だからこの場にいられる。望む結末と違うというなら、しっかり未来を視みなかったお前の落ち度じゃないか？」

　指し摘てきされたマリーチは再び目を伏ふせると、大きな舌打ちをして踵きびすを返した。

「大体あなた、なんで生きてるの？　いくらアウターでもね、心が死んだら死ぬものなのよ。あんたもう生きている意味もないんだから、私が殺すまで死んでいなさいよ」

「……」

　エーデルワイスは答えなかった。

　答えない襟えり首くびを今度はリップルラップルが捕つかまえて、マヒロの前まで引きずってくる。

「お前、自分が家族と呼んだこの女の正体を知っているか？」

「……いや……」

「人造魔ま人じんというやつだ。大戦争のときに、科学ではなく魔法側のアプローチから作られたスーパーソルジャーで、あまりにもデキが良すぎるからこっちからスカウトしたんだよ。最初は家族や友達を助けたいと言っていた気がするが……戦争が終わった頃ころにはなんだかもう、様子が違っていてな。実際、助けたかった連中がどうなったかは……」

「全員、助けられませんでした」

　ぽつりと、襟首を捕まれたまま、無気力に項うな垂だれたままのエーデルワイスが呟つぶやく。

「こんな、何百年も死ぬことも許されない化け物になってまで戦ったのです。なら……少しくらいのわがままを言ってもいいではありませんか。せっかく手に入れたこの身体からだを、どう使おうともいいではありませんか。何にすがろうとも勝手ではありませんか」

　初めて聞いた、人間らしい、恨みがましい言葉。

「……僕は別に、いいと思うよ。君の人生だ。君が選んだんだ」

　マヒロが言うと、エーデルワイスが顔を上げた。

「よく……よくも、家族だなどと……愛情も知らないくせに……」

「知らないよ。なら教えてくれなかった君が悪い。教育係なんだから。姉で、母なんだから」

「……」

　エーデルワイスは答えなかった。元から口数の少ない、無表情な女だとマヒロは知っている。

　家族や友人を助けるために戦ったという、四百年前がどうだったかはわからないが。

　リップルラップルが手放すと、エーデルワイスはどさりとその場に倒たおれた。少ししてから、幽ゆう鬼きのようにゆっくりと身を起こす。

　リップルラップルを振り返る。

「……よろしいのですか。わたくしは、裏切り者です」

「マリーチが気に入らないからそう言っているだけだ。私は庭を荒あらされたわけでもないし、言ってしまえばこの世界が私の庭のようなものだが、荒らされたくらいで怒おこるほど心が狭せまくもない」

「噓をつきなさいあなたがこの中で一番狭きよう量りようでしょうに」

　と言ったマリーチ目がけて、リップルラップルがベースボールで使うバットをぶん投げた。マリーチの白はく杖じようで弾はじかれ宙を飛んだバットは、目を回しているセリアーナの頭に落ち、こーんと小気味よい金属音を立てた。

「……あー……こほん。別に円卓自体には、裏切り者や功労賞という規定はない。票は割れたから円卓としては動かない……が、せっかく決を採ったのだから、賛成に入れた者は好きにすればいいさ。というわけで今回は以上、解散」

　すると席に着いている者たちが声を上げた。

「にひひ。実はもう、向こうの軍事ネットワークプロトコルにアタックをかけています。電力量と処理速度に差があるのですぐに再構築されると思いますが、全体でまだ三十分は時間が稼かせげると思います」

「沙さ穂ほもどこかに物理アタックを仕し掛かけるでありますよ。どこがいいでありますか？」

「では私と参りましょうか、沙穂さん。今のうちに集積所だけでも叩たたいてあげれば、ネットワーク再開後もモンスターの転送速度は緩かん慢まんになるはずですからね～」

「死ね葉は多た恵え死ね」

「ぎょえーるっぷ！　げーくげーく！」

「賛成ではないけど、沙穂が行くならワタシも行く行くー」

　ぽつぽつと埋うまっていた席が、ぽつぽつぽつと一つずつ空いていく。

　マヒロは言った。

「……僕たちも帰ろう、エーデルワイス」

「殿でん下か。どうせわたくしは縛しばり首です」

「そんなことはない。それくらい、どうとでも弁護してあげられる」

「……」

「さっきの僕の話を聞いていたかわからないけど、君がいてもいなくても、キラたちはこのタイミングで仕掛けるしかなかったんだ。君は君の意思で聖魔杯を求めていたんだろうから、利用されただけとは言わないよ。でも、人類を滅ぼすために聖魔杯が欲しかったわけじゃないだろう？」

「……」

「それとも今さら、罪の意識を感じているとでも」

「……ただ……」

　エーデルワイスが呟く。

「……あのときのわたくしのような少年少女……子供たちがたくさん……生まれたのでしょう……」

「それが円卓の使命なのさ」

　腕うで組ぐみをしたリップルラップルが告げた。

「辛つらくても悲しくてもムカついても何もできなくても何が何でも見守り続けるんだ。先に死んでいった者たちの望んだ未来、託たくした子供、紡つむいだ意志、そして遺のこしたこの世界を。それが円卓だ」

「……」

「長く生きているから、多少ボケるくらいよくあることだ。あんな偉えらそうなことを言っているマリーチが、少し前までその最たるものだったしな」

「失礼ですね……。私はミーコのようにボケたんじゃなくて、鈴蘭にそういうふうにされただけですよ」

　はいはいと適当な返事をして、リップルラップルは続けた。

「だからお前もヒトの目など何も気にすることはない、エーデルワイス。言ってるやつの方が先に死ぬ。お前が足を踏ふみ入れたのはそういう世界で、そこからだけは逃のがれられないんだ。沙穂がひたすらフラフラしているように、セリアが贖しよく罪ざいのお題目で国家を運営しているように、ウィル子が二代目聖せい魔ま王おうの心を継つごうとしているように……お前も何となくしたいことを見つけて、したいように過ごせばいい」

　エーデルワイスは尋たずねる。

「……それで、よろしいのですか……？」

「私はたまに思う。この世界の生きとし生ける全すべてを滅ほろぼすよりも、その全員が生を全うして心安らかに死んでいく姿を延々見守る方が、遥はるかにツライとな」

　何かを思い出したように。

　それとも、何かを取り戻したように。

　エーデルワイスは無表情なままであったが、その瞳から雫しずくをこぼした。

「……」

「私たちはすでにそういう罪科の中にいるんだ。だから誰だれに責められようが、気にする必要はない。そう言って石を投げてくれる者すら、気付いたときには先立っているんだからな。好きにしろ」

　エーデルワイスが小さく頷く。

　マヒロが頭を下げる。

　そして二人の姿もここから消える。

「……さーて、本当に三年後にあの少年からお呼びがかかるのか。それともまた何百年先まで、ここはがらんどうのままなのか……あるいはもう二度と、誰一人ひとり訪おとずれはしないのか」

　リップルラップルは腰こしに手を当て見み渡わたした。

　残っているのはひっくり返ったままのセリアーナと、柔やわらかく微笑ほほえむマリーチと。

「寂さびしいですか？」

「私は人形だから、寂しいなんてことはないさ。世界の果てに、お前たちまでいなくなって、妹と二人きりになったらお互たがいのスイッチを切って終わりにするだけの存在だ」

「寂しいですね」

「ま……ぁ、うん。そうだな。なるべくそんな日が来ないように、人間たちを見守っているが」

　くすくす。

「私ももう、いちいち律りち儀ぎに怒ってくれるその子こ狐ぎつねがかわいくてかわいくて」

「……さすがに国防長官がいつまでもパンツ見せてひっくり返ってるのは問題だな」

　気付いたリップルラップルは円えん卓たくを降りて、セリアーナの膝ひざを下ろさせて、脚あしを閉じさせた。

　それからパチンと指を一回鳴らして、元いた場所へと送り返す。

　いよいよ最後に残ったマリーチが言った。

「ですが結局……あの問題は、今回も先送りになってしまいましたね」

「そうだな。人類同士の争いは見守る……か」

　再び立ち上がって、リップルラップルは遠くを見た。

「天軍や魔族のような外的な脅きよう威いであれば決なんて採るまでもなく出て行けるんだが……これは結局、人類をどう定義するかという問題になってしまうからな。そうなると、私たちのような特定少数が決められる話ではない。結局はこれも、人類が自分たちで見知った上で決めるべきことなんだよ」

「他ほかの科学技術同様、哲てつ学がく的な観点まで衰すい退たいさせた今の人類には難しいですよ。きっと、十中八九、ほぼ確実に……認めないでしょう」

「わかっているさ。でも、それでもさ。旧文明と呼ばれている人類が……鈴蘭やヒデオたちが夢見て、託し、辿たどり着いた先の未来じゃないか。今ある人類にも、そういう過去があったことに気付いて、それを考えて、選んで欲しいと思うんだよ。あのマヒロという少年がただ意地悪したいだけのお前の質問を、それでも真しん剣けんに考えて、答えたように」

　リップルラップルは微笑んだ。

「理性を武器だなんて呼んだあの少年を見ていたら……私はなおさら、そう思うのさ」
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　魔王論を否定し、自然発生的なものだとする人々は最初、それを大海かい嘯しようと呼んでいた。だがリーゼルを初めとしたキラ・アースヴィンスと対たい峙じした者たちの発言、預言者の言葉を受けた教皇からそれを裏打ちする正式な発表があると、それは魔王軍からの大攻こう勢せいであるとの見解で一いつ致ちした。

　三日目の正午過ぎにピークを迎むかえた大攻勢は、そこでぴたりと勢いを止め、そのまま徐じよ々じよに衰おとろえさせていった。

　一週間もすると人々の奮ふん闘とうもあり、各地の魔物発生率は平常時の値あたいを取り戻もどした。これを以もつて神しん殿でん教団、帝てい国こく、連合の各勢力は魔王軍の大攻勢を完全に退けたとの共同声明を発表した。

　悲しみに打ちひしがれていた人類は、しかし決して絶望していたわけではない。人類全体が勝利した喜びに沸わいた。共通の目的へ向かって手を携たずさえ合うことに意味を見み出いだし、復興へ向けて再び、しかしそれまでより遥かに強力に進み始めた。




　そんな中で、マヒロは各国各勢力の代表へ手紙を出していた。

　今日もまた一通、帝都にある、ロッテンハイム宮の自室にてしたためる。

「マックス、便びん箋せん」

「はいっ！　こちらに、マヒロ様っ！」

「マックス、お茶」

「はいっ！　ただいま、マヒロ様っ！」

　よくできた特級執しつ事じが満面の笑えみを崩くずさぬまま、テキパキと言われた通りのことをこなす。彼自身、宮きゆう殿でんと上層区の防衛のため、相当数の魔物を討うち破ったらしい。

「……そういえば君の家族なんかは無事だったのかい？」

「はいっ、この私めの実家は田舎町の郊こう外がいにございますので、都市部を中心にしたこの度たびの難は逃れられたようです！」

　やはり魔王軍にも、ローラー的に全てを食い尽つくすほどの戦力はまだ整っていなかったのだろう。だからヤグランと呼ばれる魔物を使って、あらかじめ重点的に攻せめる箇か所しよを絞しぼっておいたのではないか。ならば、こちらも力は削そがれたものの、敵も同じくらい戦力を浪ろう費ひしたのではないか……。

「自動兵器は未いまだに進化し続けているようです、コマンダー」

　メイド服を着てはいるが、じっとして特に何もしないシャングリラが言った。

　マックスと同じように上層区周辺で戦ったらしく、大戦争当時に駆く逐ちくした自動兵器と似たような構造を持つ魔物が、かなりの種類いたのだという。帝都に飛来した多数のドラゴンすら、シャングリラが言うには……。

「あの規模の生物兵器を投入するということは、かなりの大型プラントが存在するはずです。早さつ急きゆうに何らかの対策を取るべきです」

「いま取っているところだよ」

　マヒロは要よう旨しを書き終え、サインを入れた便箋を持ち上げてみせた。それを畳たたんで、封ふう筒とうに入れ、封ふう蠟ろうを垂らし……帝国の公式書簡の印ではなく、ミスマルカ王室の紋もん章しようで印を押す。

「じゃあエミリオ、また頼たのむよ」

　机を離はなれたマヒロはテーブルでお茶をする、メイド姿のエミリオに同じような幾いくつかの封筒を渡わたした。

　エミリオは帝都の一部方面からの魔物の侵しん攻こうを食い止めていたらしい。その地区に自分の商品や商売道具を隠かくしたアジトがあったからとかで、そこだけ守っていると怪あやしまれるので、方面ごと結界や魔ま導どう器をばらまいて足止めしたそうだ。

「はいはい、えーと……また各国元首のところばかりか。王子の名前を出すと通りが良いからいくらでも行くけどね。でも大だい丈じよう夫ぶなの、これ？　まだ皇こう帝てい陛下には内ない緒しよなんでしょ？」

「一応、姉上には話を通してある。あと、余の名前を使ってあんまりいかがわしい商売をするなよ」

「は～い。お金が第一、信用が第二だからね」

　と言ってる側そばから、ドアがノックされた。

　入ってきたのはシャルロッテ。

「ちょっと人ひと払ばらいしてもらって良いかしら？」

　と言うので、シャルロッテについてきたフォルゴーレやコーネリアと一いつ緒しよに、マックスたちも部屋の外に出る。

「で……なんです？　姉上」

「いやーほら。私もいま、やっと少し、こんな余計な時間を取れるようになってきたんだけど」

　寝ねる間もない。猫ねこの手も借りたい。

　この何週間か、どこの国も中枢部はそんな有様に違ちがいない。

「……そうですね。さすがに、前みたいに一緒にお出かけするほど暇ひまじゃありませんよね」

「人のことを暇人だったみたいに言わない。……もっともお出かけしてもね。壊こわれた街を見るだけじゃ忍しのびないし」

　復興は進んでいる。急速に。

　だが、どれだけ完かん璧ぺきに街並が蘇よみがえったとしても、やはり以前の帝都とは少し違うだろう。そしてその少しの違いは結局、そこに住む者が諦あきらめるか、受け入れるかする以外に、埋うめ合わせることができないのだろう。

　遷せん都と以来ずっと、あの執しつ務む室から見守ってきたシャルロッテの心中は、察して余りある。マヒロ自身、ミスマルカの城下を思い出してそう思う。

　命、時間、思い出。

　二度と戻らないものが世の中には多すぎる。

「鉄仮面……じゃなかった、ウィスラーのご子息なんかは無事だったんでしょうかね」

「ええ、先日手紙をもらったわ。奥さんもゼティたちもみんな無事だったそうよ」

　にこり。

　にこりとしてから……。

「マヒロ。あなた、ほんとにこの大陸を一つにまとめられるの？　そう言うから、各国への親書を好きに出させているけど」

　と、机の上の筆記具と便箋に目を馳はせるシャルロッテ。

「戦争状態が終結したと言っても、だからって国々が一つにまとまったわけじゃないのよ？　必要なことがあるなら、私からお父様に掛かけ合ってあげるけど……」

「いえ。前も言いましたが、これは僕個人の行いである方がいいんです。だから公共の郵便ではなく、エミリオに直接使者になってもらっているわけですし……何も国土を統一しようというのではありません。各国の目的を一つに向けさせるだけの話です」

「だけ、って簡単に言い切っちゃうのがあなたらしいわね。まあ、あなたがそう言うなら今まで通りお父様にも黙だまっているけど……そのうちはバレるわよ？」

「ええ、バレるまででいいんです。むしろいつかはバレて怒おこってもらった方が、僕の独断だっていう信しん憑ぴよう性せいが増します」

「そう。そこまでわかっているなら大いに結構。好きになさい」

　にっこり。

　笑ってドアの方へ足を向けるシャルロッテへ。

「でもそっかー。聖せい魔ま杯はい、見てみたかったけど……もうこの世には存在しないのね」

「姉上は、気付いてましたか？」

　シャルロッテには、あの地下であったことを概おおむね話してあった。

　なぜなら、ルナスがシャルロッテに噓うそをつけないからだ。

「まさか管理者が壊していただなんて夢にも思わなかったわよ。でも、何か紋章以外の限定条件がないと蘇らないのかしら……みたいには考えていたけどね。報告を読んだ限りだけど、あなたのお父様が会合で秘ひ匿とくしすぎている感じはしたし、こっちに来てからのあなたも聖魔杯については歯切れが良くなかった」

「そうでしたか？」

「噓をつくんじゃなくて、はぐらかされてる感じがしたのよね。でもその頃ころにはもう、聖魔杯よりも領内の統治政策に精を出してもらった方がありがたかったから、深くは聞きませんでした」

「そうでしたか。ありがとうございます」

「どういたしまして」

「うちの国返せ」

「嫌いやです」

　べー。




　これからを決める大事な会合の席を設けたい。賛同し、参加できるのであれば、周辺各国にもその旨むね伝えてもらいたい……。

　マヒロが各国元首へしたためた親書は、おおよそそのような内容のものであった。
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　──半年後。

　果たせるかな、一度は惨さん劇げきの舞ぶ台たいとなったミスマルカの王城に、かつてラヒルⅡ世が連合結成のためにそうしたように、各国からの代表が招しよう致ちされていた。

　ただし、その規模はさらに大きなものだった。




　グランマーセナル帝国からは皇帝ネオシス・ロエリス・エルスタッド・マジスティアとその娘むすめ、シャルロッテ・アルセイン・マジスティア皇女。

　その南中原領を代表してラズルカ王レド・ラズイールⅣ世と、ペルグルン王国のリシャール・イアン・ラーズグリュン王子。

　同オオヤシマ関東領、旧大東京王国の覇は王おうとタクロー王子。

　北日本公国の公主、美みヶか島じま賽さい。

　西日本公国の公主、長は谷せ部べ壱いつ輝き。

　ヴェロニカ商工同盟のセルヴェチカ・サフィナとレンシー・アルナージュ。

　北中原を代表してハイランドのアンゼリカ・ファリス・マクラーレン王女と、ゼムン王エドアルド・カイン・ゼムネスカ。

　コノリート流域連れん邦ぽうのレブリオ・Ｓ・ロックワーク首相。

　自由シベリア国のタチアナ・オルドリッチ・サンジェルマン代表理事。

　ノーテスカ市民国のイスルギー・ジューコフ書記長。

　ゼピルム共和国、シャックス・ブレグナム大統領とアンディ・Ｊ・イエスマン副大統領。

　神しん殿でん教団領より教皇クラウディス・ルース・レンクティバルスと、エミット・リカ・エリクシル枢すう機き卿きよう──。




　ミスマルカ城の大ホールに、大きな円状にテーブルを並べ、今ある東西南北全すべての代表を前にして、かつての連合盟主よりもさらに年若い少年が手を広げる。

「さてみなさん、大事な話をしましょう！　我々、人類のこれからを決めるお話です！」

「具体的には？　どの国もまだ大攻こう勢せいからの復興に忙いそがしいのだ。余計な前置きをしている暇などないぞ」

　と尋たずねたネオシスへマヒロは頷うなずき、いきなり言った。

「西へ向かいます！　概がい要ようはお手元にあるグランマーセナル帝てい国こく作成の西進論に基もとづくものですが、最終的には西域のさらに深部を越こえた先、ヨーロッパ圏けん北部にあるという魔ま王おうの拠きよ点てんです！」

「規模は？　大陸の西の端はしともなれば、直線距きよ離りでも数千キロ以上の道のりになる」

　と尋ねたシャックスへ、マヒロは言った。

「各国が領土の防衛に必要とする以外の全ての軍を用います！　すなわち各国が領土拡大のために使える軍を全て西域方面へ振ふり分け、これを人類領域拡かく充じゆうのために使います！」

「期間はどのくらいになりますか？　それによって拠きよ出しゆつする金額も変わってきます」

　と尋ねたチカへ、マヒロは言った。

「最短で四年、最長でも十年以内が目め処どです！　資金的には、西域の遺い跡せきの発はつ掘くつやモンスターハントで得られるもの、開かい拓たくした拠点との交易によって何割かは賄まかなえるでしょう！」

「目処とおっしゃいましたが、勝てる見込みはどの程度あるのでしょうか？」

　と尋ねたクラウディスへ、マヒロは断言する。

「百パーセントです!!」

　子供の冗じよう談だんにしても大おお袈げ裟さな数字と、自信に満ちた声に場内はどよめいた。

　もちろん、ここは冗談を言うための場ではない。

　どよめきの止やまぬうちに、マヒロはたたみかける。

「当然です！　ここまでの話でも、それぞれの国のあり方、大攻勢で受けた被ひ害がい、その他情勢を鑑かんがみて、何を馬ば鹿かなと思った方は少なくないでしょう！　ですがよく考えてください、普ふ通つうであれば！　まだ二十歳はたちにも満たないような僕が方々に声をかけること自体が馬鹿げた話です！　にもかかわらず皆みなさんはこの場を訪おとずれ、こうして一堂に会してくださった！　それはなぜか!?」

　一いつ拍ぱく。

「僕が、今この場にお揃そろいのほとんどの皆さんと面識があり、僕の人となりをご存じだからではないでしょうか。また面識のない方はそれ以上に、そうした噂うわさをご存じだからではないでしょうか。そう、僕は人類同士の争いのために何かをするつもりはありません。また、実際的な意味がなければ行動を起こしません。その僕が、わざわざこれだけの人たちに声をかけた。だから、何かあるに違いない……全くもってその通りです」

　一度、全員を見み渡わたす。

「これからの我々の行動が確実に意味を成すのだという証しよう拠こをお見せします。皆みな様さまにわざわざお越しいただいた最大の理由です」

　マヒロが言うと、存在感もなく端に控ひかえていたメイドが静々とやってきた。

　半年間、マヒロは彼女を隠かくれさせていた。

　そして今日、この日、初めて公の場に姿を見せさせた。

　その姿を見て、ネオシスが椅い子すを蹴けって立ち上がる。

「貴様ッ……エーデルワイス!!」

　怒ど号ごうにメイドは答えぬまま、マヒロに化け粧しよう箱を手て渡わたし、一礼し、元の壁かべ際ぎわへ戻もどっていく。

「どういうことだマヒロ!?　五枚の紋もん章しようを奪うばって逃にげた大罪人がなぜ……！」

〝紋章〟という言葉までで良かったので、マヒロは手を上げて遮さえぎった。

　意味深長に笑いながら。

「では陛下。聖魔杯の起動紋章を奪って逃げた彼女が、僕の下へ持ってきたものは何でしょうか？」

「なっ……!?」

　ネオシスが絶句した。

　いや、他の全てが、マヒロの手にした箱に釘くぎ付づけになった。

　その蓋ふたが、焦じらすようにゆっくりと開け放たれる。

　美しい深ふか紫むらさき色のビロードに包まれていたのは、見み目め麗うるわしい銀色の杯さかずき一つ。

「まさかっ……まさか、それが……！」

「そうです!!　皆様！　これこそ初代聖魔王が作らせたという万ばん能のうの聖遺物！　伝説の神器、聖魔杯ですッ──[image: !!!]」




　そしてマヒロは父が遺のこした偽いつわりの聖魔杯を、そっと目の前のテーブルに置いた。




　目を見張る。息を吞のむ。

　そして万ばん雷らいのように感かん嘆たんの声が上がる。

　手を組み、祈いのり、涙なみだする者さえいた。

　誰だれも疑わない。

　誰も、何も疑わない。

　マヒロは声こわ高だかに告げる。

「伝説は!!　人類の下に蘇よみがえりました！　そして西進によって、我々はこれを真に必要とする勇者へ届けに行きます！　それによって勝利は確実なものとなるのです！　勇者の名前はジェス！　人類を救うためではなく、魔王を倒たおすために西域へと旅立ったただ一人の勇者です！　僕は彼に賭かけます！　勝利の目というものがあるのなら、僕は他にわからないのです！　ですが彼なら、僕はできると信じているのです！　全人類というものを、魔王を倒すと信じる彼の意志にベットしたいのです！　さあ、お話をしましょう!!　悲しみを乗り越え、四百年の過去と決別し、この先永えい劫ごうの未来を盤ばん石じやくとするための、そういうお話をッ──!!」




　　　　[image: ]




　別室。

「……すごい……」

「すごいな……」

「……ああ、すごい……」

　控えの間で、大ホールの様子を扉とびらの隙すき間まから覗のぞいていたパリエルと、リーゼルと、ルナスは、愕がく然ぜんたる気持ち、面おも持もちであった。

　言わずもがな、大攻勢があったあのとき、ミスマルカ城の地下で全てを見ていた面々である。役回りとしてはマヒロの言葉が通用しなかった時、また聖せい魔ま杯はいの真しん偽ぎが疑われた時、ジェスがどういう人物であるとか、聖魔杯がどう本物であるとか、そういう証人として登場する予定だったのだが。

「あんなっ……あんなの、騙だまされるに決まってるじゃないですかっ……」

　パリエルは興奮どころか、いっそ愕然となり青ざめていた。だってそうじゃないか。世界中の一番偉えらい人たちがあれだけ揃って、みんなみんな、今度はあれが本物だと信じ込んでしまっているのだから。

　ありもしない聖魔杯に振り回されてきた世界が、今度はいよいよ偽にせ物ものの聖魔杯で動き始めるのだ。

「あれはあくまで偽物で、あのときマヒロが転送されたのは、俺たちの血が作動させたから……なんだよな？」

　というリーゼルの様子ももっともで、それを確かく認にんしないと今からでも信じてしまいそうな場内の熱気と歓かん声せい。

　五枚の紋章が姿を変えて、あの形に成り代わった……という設定なのだが、しかし全てを知っているリーゼルたちでさえ、確かにそれが偽物であると実証する術すべがない。まさか壊こわしてみせるわけにもいかないし、本物の紋章すら、もうこの世には存在していないのだから。

「……む、ぅ……こうして舞ぶ台たい裏から見てみると、今まで私が騙されたのは別に恥はじでも何でもない気がしてきた……」

　長年それを追い求めてきた父王陛下も、何も知らないので大層お喜びで手を叩たたいてあらせられる。一応、上の姉には下手な噓うそが通じないので、マヒロ自身がルナスと共に事情を説明していたが……その上の姉もまた、いま知ったような迫はく真しんの演技で驚おどろきと、笑えみをもってあらせられる。

「……シャル姉とマヒロが仲がいいわけだ……私はなんだか具合が悪くなってきた……」

「私も……お姫ひめ様になったらあんなのと政治の話をするとか、ありえない……もうやだ……やめたい……」

　ずるずるとその場にへたり込むパリエルとルナスに、後ろから声がかかった。

「何よ、王子様とお姫様が揃いも揃って覗き見なんて趣しゆ味みの悪い。ほら、立った立った」

　シーナが言って手を叩く。

「パリエルももう、きちんとエルクレセルのお姫様になったんでしょう？　自覚を持たなきゃ」

「いや……そうだけど……」

　妹と、聖魔杯と、世界を守るために死力を尽つくしてくれたパリエル傭よう兵へい団への謝礼として……旧エルクレセルの国土が与あたえられた。

　ｆｒｏｍ、シャルロッテ姫。

「正直、十何年もほったらかしのあんな山奥の廃はい墟きよと荒あれ地だけ寄よ越こされても……って思った」

　いっそ都合の良い開拓民扱あつかいではと思うほど。

　そこに銀ぎん髪ぱつの兄きよう妹だい、レイナーとクーデリカが言う。

「姫。それでも、俺たちの国だ」

「そうです。それに今日は大陸中から大勢集まっているのですから、いつものような砕くだけた調子では困るのですよ」

　パリエルはまだ全く慣れぬドレスと、ヒールの高い靴くつに、ふぇ～としぼみきった風船のように情けない溜ため息いきを漏もらす。

　そこに、人知れず影かげのようにエーデルワイスが戻ってきた。ごく当たり前のメイドのように一礼して、パリエルたちの前を過ぎていく。

「おい」

「はい、パリスティエル様」

「う……。私はまだ、許したわけじゃないんだ」

「心得ております」

「……きっと、今あそこにいるほとんどの、ていうか、そうじゃないほとんど全すべての人たちが、お前が何をしたか知ったら許すはずがないんだ」

「はい。承知の上でございます」

「だから……だったら、なんで生きてるのよ」

　少しだけ間があった。

　今しがた出てきた大ホールの方へ視線をやって言う。

「マヒロ殿でん下かがそれをお望みになりました」

「……それだけ？」

「はい」

　エーデルワイスが目を伏ふせる。

「もう、わたくしめには他ほかに何もございません。ですので、それだけで充じゆう分ぶんなのでございます」

「……」

「失礼致いたします」

　もう質問がないとわかると、エーデルワイスは丁てい寧ねいに頭を下げ、壁際に下がった。

　それを目で追ったシーナが言う。

「でも……結果的に、彼女は世界を滅ほろぼすために紋章を奪ったのではなかったのよね？」

　次いでクーデリカが。

「途と中ちゆうではマヒロ王子を守るためにも戦ったと聞きましたが、パリエル様は何をそんなに……？」

　彼女が、エルクレセル滅めつ亡ぼうの原因か、きっかけを作った……ことは、パリエルは他には言っていなかった。

　実際のところどうだったのかはもう確かめようもないし、そもそもその頃ころ、彼女はすでにミスマルカに勤めていたのか？　そんな記録すら、あったのか、元からなかったのか、残っていない。

　どうあれあのとき、エーデルワイスは自分の刃やいばにかかった。両りよう脚あしを見事に斬きり飛ばしてやった。それであの女は、殺したか死んだかした……と思っていた。少なくとも、それでケリを付けた気はしている。そう思うことはできる。

　仲良くできる気はしないが……。

「……ふん……」

「パリエル様……」

　言いかけたクーデリカの頭に、ぽんと兄が手の平を置いた。レイナーはあの場にいたが、寡か黙もくな男は察してくれている。

「俺たちが口を挟はさむことではない」

「あ……はい、兄さん」

　ルナスが小さく鼻を鳴らした。

「あれも昔っからよくわからん女だからな。だがマヒロが問題なくなったというのだから、信じるしかあるまい。みんなが盛さかんに言っているように、今は人同士でどうこうやっているときではない」

　リーゼルが首しゆ肯こうする。

「できれば今だけじゃなく……これから、この先はずっと、そういう時代にしていかなければならないんだ。そうでなければ、マヒロが円えん卓たくで聞いてきたという北の魔ま王おうには勝てないだろう」

　今、マヒロは大ホールでその話をしている。

　蘇った聖魔杯に管理者として導かれた先で、かつて聖魔王を支えた〝円卓〟と呼ばれる者たちに出会ったと。四百年前の大戦争時に滅びたかと思われた北の魔王は、その力を確実に取り戻もどしつつあるのだと。これ以上人類同士で争っていれば、その力の差は……。

「でもまさかほんとに、あのジェスが魔王打だ倒とうの旗手になるだなんてね……」

　まだ出会ったばかりの頃を思い出すように、シーナが呟つぶやいた。

　西域にいるジェス本人はこのことを知る由よしもないのだが、預言者は彼の健在を告げているそうだ。

　またそっとホールを覗いて、パリエルは言う。

「ほんとにね。ほら……エミットさん、王子がジェスの名前を出してから、もう、ずっと泣きっぱなしなんだよ」

「そうよね。短い間でも、彼女が誰よりもジェスのことを気にかけていたんですものね」

「独どく眼がん龍りゆうはユリカ姉を救った帝てい国こくの大英えい雄ゆうだ。我が国としては異存はない。異を唱える理由がない。あとは他の国が続くかだ」

　ルナスの言葉を、リーゼルが力強く後押しする。

「大だい丈じよう夫ぶさ。姉上の片かた腕うでを務めたあの蒼そう迅じんのランデルディーが認めて、一いつ緒しよに旅をしているんだ。それに聖せい魔ま杯はい抜ぬきでもあれだけ立ち回ってきたマヒロに、聖魔杯片手にされて異を唱えられる人物がどれだけいるか……。俺たちもこうして準備はしているけど、ただの賑にぎやかしにしかならないんじゃないか？」

　パリエルは頷うなずく。

「ですね。それにこうして見ていると実感します。聖魔杯が本物か偽物かよりも、それを信じるかどうかなんだって。そして何よりも、みんなの気持ちが、同じものや同じことを信じるかどうかでしかないんだ……って」

「ああ」

「そういうことだな」

　リーゼルとルナスが頷く頃、場内の気配を察したようにエーデルワイスが扉の横にやってきた。

　ホールの方でマヒロの声が高らかに響ひびく。

「……ではご紹しよう介かいさせていただきます！　過日の大攻こう勢せいには身を挺ていしてこの聖魔杯を守り抜き、そして来たるべき時には魔王討とう伐ばつ軍を率いるとも約束してくれた、王子様と、王女様たちです！」

　エーデルワイスが大きく扉を開け、深々と頭を下げた。

「いってらっしゃいませ」

　そしてパリエルは、リーゼルと、ルナスと共に、マヒロの待つ方へと歩み出す。

　それはステンドグラスから燦さん々さんと日の注ぐ、とても明るい場所だった。

　全て許したと言えば噓になる。

　だが許すことができずとも、ときにその感情を押さえ付け、ときにその思いを忘れるくらいはできるだろう。それこそが人を人たらしめる、理性というものなのだから。

　だからこそここに集つどう人々は、全てを許さずとも目的を一つにする。




　理性を信じた少年の言葉が、何より強力に人々のその理性を呼び起こした。それによって父の遺した杯さかずきを、人類統一の証あかし、真の意味での聖せい魔ま杯はいとして蘇よみがえらせたのだ。




　蛇へびは進む。

　その杯に溢あふれんばかりの人類全ての希望の意志を、隻せき眼がんの龍へと託たくすため。




　これはただ一匹ぴきの、牙きばよりも、理性を信じた蛇の物語──。
















　あとがき







「で……ご好評頂いた『ミスマルカ』第二部も、次巻で完結です。

　帝てい国こくは？　連合は？　マヒロが信じる人類はどこへ向かい、全てはどう決着するのか？

　いや、そもそもそれは次の一巻でまとめきれることなのか!?

　今やってる『レイセン』が終わってから考えればいいですね（未来の自分へ丸投げ）。」




　くたばれ。──未来の自分より




　そんなわけで大変長らくお待たせ致いたしました。レイセンというシリーズの方を先にまとめていたら一年半も間が空いてしまいまして、申し訳ない限りです。前述の通り私というよりは過去の私がよくないと思うのですが、責任を取らされるのは今の自分という不条理にいつも苦しみ……あ、はい、過去も今も私は私です本当にすみません。

　そんなこんなで折良くタイミングが重なったというか、編集部がついに痺しびれを切らしたというか、編集長閣下より「せっかくなので三ヶ月連続刊行にしましょう！」というダイレクトメール（担当者を介かいさない直接のご連れん絡らく）をこの一月末にいただきました。

　ミスマルカ（この本）の原げん稿こうは二月中にギリギリ間に合わなそうな感じだったのですが、もう一巻はどうするのだろうと思ったら、

ｍ閣下「Ｗｅｂのシャルロッテを本にするため、短編一本を先にいただければ」

　ギリギリ間に合わないであろう二月中に短編が一本、ねじこまれました。

　短編を書いた後はもちろん著者校やあとがきその他もミスマルカとの並へい行こう作業です。私にとってはデビュー以来の修しゆ羅ら場ばです。連続刊行の一発目であるレイセンはすでに見本が出ていましたので、もうビタ一日締しめ切りは延びません。よし、頑がん張ばらねば……！

ｍ閣下「ところで来月か再来月など、ニコ生に遊びにいらっしゃいませんか？」

俺おれ　　「閣下、来月は二十八日までしかありません」

　二月というただでさえ短い月のギリギリアウトな仕事のスケジュールを完全アウトまで詰つめ込んだ二言目には遊びに来いとおっしゃるほど度量の広い編集者はなかなかいないのではないでしょうか。

　他レーベルよ、これがスニーカーの編集長だッ……！




　それにしても十二巻も書いたんですね。君と紋もん章しようを集める旅に出る王道系ファンタジー風ピュアＬＯＶＥストーリー、ミスマルカ興国物語（やや誇こ張ちようアリ）。それぞれの紋章が勇気や友情や愛や正義を象しよう徴ちようしているとかそんな器用な話なら良かったんですが、エックスと興国しないというプラスαアルフアとβベータも含ふくめると全十四巻のシリーズです。

　レイセンへ向かう軸じくは、オリガミもマスラヲも時間と必要に駆かられてとりあえず始めた感のあるシリーズだったのですが、こちらのミスマルカは自分の中に蓄ちく積せきしてきたものをあるだけ詰め込んで、これを書くために作家になったんだー！（お目々キラキラ）的に始めたシリーズでした。そもそも一巻で国が滅ほろんで主人公の王子が姉と一いつ緒しよに復ふく讐しゆうか祖国復興のために冒ぼう険けんの旅に出る的な、まさに王道たる壮そう大だいな構想だったと思うのですが、マヒロはルナスを追い返してしまいました。わからないものです。

　結果、前例というか参考にできるタイプのお話を知らなかったので、あてどない旅に放り出されたのは私の方でした。

　大体が戦わずに言葉だけで物事を解決するなんて現実には当たり前のことですがエンターテインメントとしてはどう考えても一発ネタでして一巻提出直後は編集部からも「誰だれも死なないままこの先続けていくのは厳しいんじゃないか」と心配されたのですが、マヒロ以外はそれなりにガチガチ戦っていることはここを読んでいる皆みなさんと私だけのヒミツです。個人的には、非暴力と言いながらニンニン君相手には敵意を剝むき出しにするマヒロがとてもお気に入りです。

　一時期はマヒロと、別シリーズの主人公であるヒデオと、「うーん……平和主義者と非暴力主義者で個性がダブってしまった……」と思ったものですが、ここまで書き終えてみると随ずい分ぶんと差が出たものだと思います。ヒデオはあくまでも善意や良心から素すのままの言動をとっていた一方、マヒロは徹てつ頭とう徹てつ尾び、武器、あるいは交こう渉しようのツールとしてその立場を意識していたのではないでしょうか。

　ええ、書いてる最中はそんなに意識していないんです。でもどちらの主人公も好き。




　謝辞です。

　立ち上げから携たずさわってくださった旧担当Ｗ氏、現担当Ｉさん、並びに臨時担当兼けん、エックスなんてアレな企き画かくに微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなくＧＯサインを出してくださったｍ編集長閣下、他、編集部の皆様には大変お世話になりました。やっぱスニーカー文庫は最高だぜ！

　イラストレーターのともぞさん、今回の表紙が一発目に送られてきた時には、あまりに自分のイメージとぴったりで鳥とり肌はだものでした！　そして自分で書き終えた時以上に、最後の挿絵を見た時に、ミスマルカが終わってしまうのだと実感して少し泣けました。特とく殊しゆな世界観故ゆえに幾いく度どとなくわがままを聞いていただきましたが、おかげでこの作品をビジュアル面から見事に表現していただけたと思っています。ありがとうございました！

　そして読者の皆々様におかれましても、長らくのお付き合い本当にありがとうございました。このミスマルカ、お読みいただいた通り物語的にはまだ続く……と思うのですが、続けるとすると第三部は魔ま王おう討とう伐ばつ編ということでいよいよミスマルカも興国も物語の焦しよう点てんとならなくなり、タイトル以下いろいろなものが変わると思います。そしてそれを発表するのも、これまでの拙せつ著ちよの総まとめとして、レイセンの次のシリーズがある程度形になってからが妥だ当とうかなと考えております。構想としては、やはりミスマルカの時代が時間軸の最後に当たりますので。

　ただ、ここまででもかなりの時間がかかっています。本当にそんな都合よく書き続けられるか、皆様に待ってもらえるか、編集部に発表させてもらえるか、等々、確実なことはまだ何もわからないのですが……どうあれ、このミスマルカ興国物語は現時点でも私のキャリアを裏打ちする輝かがやかしい作品であると自負しております。そして、そうと実感できるほどに強く後押ししてくださった皆様に厚くお礼申し上げる次し第だいです。

　本当にありがとうございました！




　二〇一五年　三月


林　トモアキ　　
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